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事業実施想定区域及びその周囲の概況 
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第３章 事業実施想定区域及びその周囲の概況 

事業実施想定区域及びその周囲における自然的状況及び社会的状況について、環境要素の区分ご

とに事業特性を踏まえ、計画段階配慮事項を検討するに当たり必要と考えられる範囲を対象に、入

手可能な最新の文献その他の資料により把握した。 

 

3.1 自然的状況 

3.1.1 大気環境の状況 

1. 気象の状況 

事業実施想定区域は和歌山県の海岸線のほぼ中央、日高川河口に位置し、太平洋岸式気候に属

し、黒潮の影響を受け温暖で、日照時間が長く、夏は比較的涼しく冬は暖かい傾向がみられる。 

事業実施想定区域の最寄りの地域気象観測所として、第 3.1-1 表及び第 3.1-1 図のとおり川辺

地域気象観測所が存在する。 

 

第 3.1-1 表  事業実施想定区域及びその周囲における地域気象観測所 

観測所名 所在地 緯度経度 海面上の高さ 

川辺 和歌山県日高郡日高川町和佐
緯度 33° 53.6′ 

経度 135°13.0′ 
84ｍ 

〔「地域気象観測所一覧（平成 30 年 9 月 27 日現在）」（気象庁、平成 30 年）より作成 〕 
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第 3.1-1 図  地域気象観測所位置 
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事業実施想定区域の最寄りの観測所である川辺地域気象観測所における気象の概況は、第 3.1-

2 表のとおりである。平年値の平均気温は 1 月に最も低く 6.0℃、8 月に最も高く 26.5℃、降水量

は 6 月に最も多く 246.1mm、12 月に最も少なく 63.0mm であり、平均風速は 10 月に最も弱く

2.1m/s、3 月に最も強く 3.2m/s である。 

平成 29 年の年平均気温は 15.8℃、年間降水量は 2,088.0mm、年平均風速は 2.4m/s である。 

平成 29 年の風向頻度及び風向別平均風速は第 3.1-3 表、風配図は第 3.1-2 図のとおりである。 

 

第 3.1-2 表(1)  川辺地域気象観測所の気象概況（平年値） 

要素名 年 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月

平均気温 

（℃） 
16.1 6.0 6.7 9.4 14.3 18.7 22.0 25.7 26.5 24.0 18.5 13.1 8.3 

日最高気温 

（℃） 
20.9 9.9 11.2 14.4 19.8 24.0 26.7 30.2 31.7 29.0 23.3 17.8 12.5 

日最低気温 

（℃） 
12.0 2.2 2.5 4.5 9.2 14.0 18.3 22.3 22.8 20.2 14.5 9.0 4.3 

平均風速 

（m/s） 
2.6 3.0 3.0 3.2 2.9 2.7 2.3 2.6 2.4 2.2 2.1 2.3 2.9 

降水量 

（mm） 
1,748.5 70.5 82.1 127.2 122.1 159.3 246.1 225.9 151.0 205.5 190.0 108.1 63.0 

注：平年値の統計期間は 1999～2010 年である。 

〔「過去の気象データ検索」(気象庁HP、閲覧：平成 30 年 10 月）より作成 〕 

 

第 3.1-2 表(2)  川辺地域気象観測所の気象概況（平成 29 年） 

月 
降水量

（mm） 

気温（℃） 風向・風速（m/s） 日照 

時間 

（時）日平均 最高 最低 
平均 

風速 

最大風速 最大瞬間風速 最多 

風向 風速 風向 風速 風向 

1  62.5  6.2 16.5 -2.9 3.1) 12.9) 西北西 22.0) 西 北西) 146.8)

2  76.5  6.5 18.2 -1.5 3.1 11.1 西北西 22.7 南南東 北西 159.0 

3  56.5  8.3 20.2 -0.8 2.4  8.9 北西 18.1 西北西 北西 176.2 

4 215.0 14.8 25.6  1.1 2.6 10.5 南東 22.5 南南東 東南東) 187.7)

5 132.0 19.2 30.5  9.9 2.0  7.1 西北西 12.0 南東 東南東 240.9 

6 198.5 21.1 29.9 11.4 2.1 12.9 南東 25.5 南南東 東南東 196.0 

7 188.5 26.5 34.2 20.3 1.7 7.5 西北西 16.7 東南東 東南東 188.2 

8 231.0 27.7 35.3 21.6 2.1 14.5 南東 30.8 南南東 東南東 246.5 

9 204.0 22.9 31.1 12.3 2.0 16.3 南東 34.3 南東 東南東 153.3 

10 584.5 18.1 29.4  7.7 2.0 10.8 北北西 30.4 西北西 北西 110.2 

11  96.5 12.2 23.7  3.6 2.2  8.8 西北西 16.5 西北西 東南東 169.1 

12  42.5  6.6 16.4 -0.6 3.0  9.9 北西 19.1 北西 北西 155.6 

年 2,088.0 15.8 35.3 -2.9 2.4 16.3 南東 34.3 南東 東南東) 2,129.5

注：１．「 ) 」は統計を行う対象資料が許容範囲で欠けているが、上位の統計を用いる際は一部の例外を除いて

正常値（資料が欠けていない）と同等に扱う（準正常値）。必要な資料数は、要素または現象、統計方法

により若干異なるが、全体数の 80％を基準とする。 

    ２．年の平均風速は月平均風速から算出しており、風向別平均風速表の値と異なることがある。 

〔「過去の気象データ検索」(気象庁 HP、閲覧：平成 30 年 10 月）より作成 〕 
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第 3.1-3 表  川辺地域気象観測所の風向頻度及び風向別平均風速（平成 29 年） 

区分 

 

風向 

春季(3～5 月) 夏季(6～8 月) 秋季(9～11 月) 冬季(1,2,12 月) 年間 

風向頻度 

（％） 

平均風速 

（m/s） 

風向頻度 

（％） 

平均風速

（m/s）

風向頻度

（％）

平均風速

（m/s）

風向頻度

（％）

平均風速 

（m/s） 

風向頻度 

（％） 

平均風速

（m/s）

北  6.4 2.3  2.3 2.1  7.4 2.8 10.6 2.5  6.7 2.5 

北北東  1.8 1.6  0.8 1.0  2.2 1.7  3.0 1.7  1.9 1.6 

北東  0.8 1.2  0.4 0.7  1.1 1.1  1.3 1.3  0.9 1.1 

東北東  0.6 0.9  0.6 0.8  1.1 0.7  0.7 0.9  0.8 0.8 

東  2.5 1.2  2.7 1.0  2.3 0.8  1.3 1.0  2.2 1.0 

東南東 23.4 1.9 31.9 1.8 21.0 1.7 12.6 1.8 22.3 1.8 

南東 10.8 1.9 12.8 1.8  9.7 1.5  7.0 1.5 10.1 1.7 

南南東  4.2 2.7  7.3 2.3  2.5 1.7  1.3 2.2  3.9 2.3 

南  2.9 2.6  4.3 2.2  1.3 1.7  0.7 1.9  2.3 2.2 

南南西  1.1 1.6  1.3 1.5  0.8 1.3  0.4 2.0  0.9 1.5 

南西  2.5 2.2  2.8 1.9  1.5 1.3  0.7 2.4  1.9 1.9 

西南西  2.1 2.2  3.2 1.9  1.4 1.5  0.2 0.7  1.7 1.9 

西  2.9 2.1  4.1 2.4  2.4 1.7  1.0 1.6  2.6 2.1 

西北西  5.7 2.6  6.5 2.7  5.7 2.1  4.8 4.6  5.7 2.9 

北西 16.3 3.3  8.5 2.6 16.3 2.7 33.3 4.5 18.5 3.6 

北北西 13.9 2.7  7.7 2.3 19.9 2.7 20.2 2.9 15.4 2.7 

静穏  2.0 0.1  2.9 0.1  3.3 0.1  0.7 0.2  2.2 0.1 

合計・平均 100 2.3 100 2.0 100 2.0 100 3.1 100 2.3 

注：１．静穏はO.2m/s以下である。 

２．風向頻度は四捨五入を行っているため、個々の項目の合計と総数は一致しない場合がある。 

〔「過去の気象データ検索」(気象庁HP、閲覧：平成 30 年 10 月）より作成 〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔「過去の気象データ検索」(気象庁HP、閲覧：平成 30 年 10 月）より作成 〕 

第 3.1-2 図  川辺地域気象観測所の風配図（平成 29 年） 
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2. 大気質の状況 

事業実施想定区域の周囲における測定局として、一般環境大気測定局（以下、「一般局」とい

う。）が御坊市に 6 局、美浜町に 1 局の計 7 局が設置されている。 

また、ダイオキシン類の測定については、定期的に 1 局で測定が行われている。 

測定局の概要及び測定項目は第 3.1-4 表、位置は第 3.1-3 図のとおりである。 

 

第 3.1-4 表  測定局の概要及び測定項目（平成 29 年度） 

区分 市町名 図中番号 測定局名 

測定項目 

二
酸
化
硫
黄 

二
酸
化
窒
素 

浮
遊
粒
子
状
物
質 

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト

非
メ
タ
ン
炭
化
水
素

一
酸
化
炭
素 

微
小
粒
子
状
物
質 

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類 

一般局 
御坊市 

① 湯川 ○ ○ ○ － － － － －
② 藤田 ○ ○ ○ － － － － －

③ 野口 ○ ○ ○ － － － － －

④ 御坊監視支所 ○ ○ ○ － － － ○ ○

⑤ 塩屋 ○ ○ ○ － － － － －

⑥ 名田 ○ ○ ○ － － － － －

美浜町 ⑦ 美浜町役場 ○ ○ ○ － － － － －

注：「○」は測定が行われていること、「－」は行われていないことを示す。 

「平成 29 年度 環境保全データ集」（和歌山県、平成 30 年） 

「環境数値データベース 測定局データ」 

（独立行政法人国立環境研究所HP、閲覧：平成 30 年 10 月）より作成 
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第 3.1-3 図  大気測定局の位置 
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(1) 二酸化硫黄（ＳＯ２） 

平成 29 年度における二酸化硫黄の測定結果は第 3.1-5 表のとおりであり、全ての局で環境基

準に適合している。 

また、過去 5 年間における年平均値の経年変化は、第 3.1-6 表及び第 3.1-4 図のとおりである。 

 

※環境基準とその評価 

環境基準 ：1 時間値の 1 日平均値が 0.04ppm以下であり、かつ、1 時間値が 0.1ppm以下であること。 

短期的評価：1 時間値の 1 日平均値が 0.04ppm以下であり、かつ、1 時間値が 0.1ppm以下であること。 

長期的評価：1 日平均値の年間 2％除外値が 0.04ppm以下であること。ただし、1 日平均値が 0.04ppmを超えた

日が 2 日以上連続しないこと。 

 

第 3.1-5 表  二酸化硫黄の測定結果（平成 29 年度） 

区
分 

市町名 

図
中
番
号 

測定局名 

有効 

測定 

日数 

測定 

時間 

年平 

均値 

１時間値が

0.1ppm

を超えた

時間数と

その割合

日平均値が

0.04ppm

を超えた

日数と 

その割合

１時間値

の最高値

日平均値 

の年間２％ 

除外値 

日平均値 

の年間２％ 

除外値が

0.04ppmを 

超えた日数 

日平均値が

0.04ppm 

を超えた日

が２日以上

連続した 

ことの有無

(日) (時間) (ppm) (時間) (日) (ppm) (ppm) (日) 有×無○ 

一
般
局 

御坊市 

① 湯川 365 8,726 0.004 0 0 0.019 0.007 0 ○ 

② 藤田 364 8,727 0.005 0 0 0.019 0.008 0 ○ 

③ 野口 365 8,729 0.004 0 0 0.019 0.007 0 ○ 

④ 御坊監視支所 364 8,734 0.001 0 0 0.010 0.002 0 ○ 

⑤ 塩屋 365 8,724 0.004 0 0 0.017 0.007 0 ○ 

⑥ 名田 363 8,710 0.005 0 0 0.018 0.008 0 ○ 

 美浜町 ⑦ 美浜町役場 365 8,729 0.004 0 0 0.017 0.008 0 ○ 

〔「平成 29 年度 環境保全データ集」（和歌山県、平成 30 年）より作成 〕 
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第 3.1-6 表  二酸化硫黄の経年変化（平成 25～29 年度） 

(単位：ppm) 

区分 市町名 
図中 
番号 

測定局名 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

一般局 
御坊市 

① 湯川 0.004 0.005 0.004 0.004 0.004 
② 藤田 0.004 0.004 0.004 0.004 0.005 

③ 野口 0.004 0.004 0.004 0.004 0.004 

④ 御坊監視支所 0.001 0.001 0.002 0.001 0.001 

⑤ 塩屋 0.004 0.004 0.004 0.004 0.004 

⑥ 名田 0.004 0.004 0.004 0.004 0.005 

美浜町 ⑦ 美浜町役場 0.005 0.004 0.004 0.004 0.004 

〔「平成 25～29 年度 環境保全データ集」(和歌山県、平成 26～30 年）より作成 〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：測定局（7 局）における年平均値の平均を示す。 

 

〔「平成 25～29 年度 環境保全データ集」(和歌山県、平成 26～30 年）より作成 〕 

第 3.1-4 図  二酸化硫黄の経年変化（平成 25～29 年度） 

 

0.000

0.001

0.002

0.003

0.004

0.005

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

一般局

（ppm）



 

3.1-9 

(31) 

(2) 二酸化窒素（ＮＯ２） 

平成 29 年度における二酸化窒素の測定結果は第 3.1-7 表のとおりであり、全ての局で環境基

準に適合している。 

また、過去 5 年間における年平均値の経年変化は、第 3.1-8 表及び第 3.1-5 図のとおりである。 

 

※環境基準とその評価 

環境基準 ：1 時間値の 1 日平均値が 0.04ppmから 0.06ppmまでのゾーン内又はそれ以下であること。 

長期的評価：1 日平均値の年間 98％値が 0.06ppmを超えないこと。 

 

第 3.1-7 表  二酸化窒素の測定結果（平成 29 年度） 

区
分 

市町名 

図
中
番
号 

測定局名 

有効 

測定 

日数 

測定 

時間 
年平均値

１時間値

の最高値

日平均値が
0.04ppm以上
0.06ppm以下の

日数 

日平均値が 
0.06ppmを超えた 

日数 

日平均値 
の年間 
98％値 

98%値評価
による 

日平均値が
0.06ppm 
を超えた
日数 

(日) (時間) (ppm) (ppm) (日) (日) (ppm) (日) 

一
般
局 

御坊市 

① 湯川 365 8,677 0.003 0.034 0 0 0.008 0 

② 藤田 364 8,673 0.004 0.031 0 0 0.009 0 

③ 野口 365 8,676 0.004 0.031 0 0 0.009 0 

④ 御坊監視支所 365 8,633 0.005 0.038 0 0 0.011 0 

⑤ 塩屋 365 8,674 0.003 0.036 0 0 0.008 0 

⑥ 名田 363 8,659 0.003 0.032 0 0 0.007 0 

美浜町 ⑦ 美浜町役場 365 8,678 0.003 0.035 0 0 0.008 0 

〔「平成 29 年度 環境保全データ集」（和歌山県、平成 30 年）より作成 〕 
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第 3.1-8 表  二酸化窒素の経年変化（平成 25～29 年度） 

(単位：ppm) 

区分 市町名 
図中 
番号 

測定局名 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

 
一般局 

御坊市 

① 湯川 0.004 0.003 0.004 0.003 0.003 

② 藤田 0.004 0.003 0.004 0.004 0.004 

③ 野口 0.004 0.003 0.004 0.003 0.004 

④ 御坊監視支所 0.006 0.005 0.005 0.005 0.005 

⑤ 塩屋 0.004 0.003 0.004 0.003 0.003 

⑥ 名田 0.003 0.003 0.003 0.003 0.003 

美浜町 ⑦ 美浜町役場 0.004 0.003 0.004 0.003 0.003 

〔「平成 25～29 年度 環境保全データ集」(和歌山県、平成 26～30 年）より作成 〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：測定局（7 局）における年平均値の平均を示す。 

 

〔「平成 25～29 年度 環境保全データ集」(和歌山県、平成 26～30 年）より作成 〕 

第 3.1-5 図  二酸化窒素の経年変化（平成 25～29 年度） 

0.000

0.010

0.020

0.030

0.040

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

一般局

（ppm）



 

3.1-11 

(33) 

(3) 浮遊粒子状物質（ＳＰＭ） 

平成 29 年度における浮遊粒子状物質の測定結果は第 3.1-9 表のとおりであり、全ての局で環

境基準に適合している。 

また、過去 5 年間における年平均値の経年変化は、第 3.1-10 表及び第 3.1-6 図のとおりであ

る。 

 

※環境基準とその評価 

環境基準 ：1 時間値の 1 日平均値が 0.10mg/m3以下であり、かつ、1 時間値が 0.20mg/m3以下であること。 

短期的評価：1 時間値の 1 日平均値が 0.10mg/m3以下であり、かつ、1 時間値が 0.20mg/m3以下であること。 

長期的評価：日平均値の年間 2％除外値が 0.10mg/m3 以下であること。ただし、1 日平均値が 0.10mg/m3 を超

えた日が 2 日以上連続しないこと。 

 

第 3.1-9 表  浮遊粒子状物質の測定結果（平成 29 年度） 

区
分 

市町名 

図
中
番
号 

測定局名 

有効 

測定 

日数 

測定 

時間 

年平 

均値 

１時間値が
0.20mg/m3

を超えた
時間数と

その割合

日平均値が
0.10mg/m3

を超えた
日数と 

その割合

１時間値

の最高値

日平均値 

の年間 

２％ 

除外値 

日平均値が 
0.10mg/m3 

を超えた日 
が２日以上 
連続した 
ことの有無 

環境基準の
長期的評価
による 

日平均値が
0.10mg/m3 

を超えた 
日数 

(日) (時間) (mg/m3) (時間) (日) (mg/m3) (mg/m3) 有×無○ (日) 

一
般
局 

御坊市 

① 湯川 365 8,711 0.017 0 0 0.093 0.040 ○ 0 

② 藤田 364 8,723 0.015 0 0 0.110 0.037 ○ 0 

③ 野口 365 8,719 0.015 0 0 0.128 0.035 ○ 0 

④ 御坊監視支所 363 8,716 0.018 0 0 0.117 0.036 ○ 0 

⑤ 塩屋 365 8,707 0.017 0 0 0.131 0.040 ○ 0 

⑥ 名田 363 8,703 0.017 0 0 0.098 0.041 ○ 0 

美浜町 ⑦ 美浜町役場 359 8,632 0.017 0 0 0.126 0.037 ○ 0 

〔「平成 29 年度 環境保全データ集」（和歌山県、平成 30 年）より作成 〕 
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第 3.1-10 表  浮遊粒子状物質の経年変化（平成 25～29 年度） 

(単位：mg/m3) 

区分 市町名 
図中 
番号 

測定局名 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

一般局 
御坊市 

① 湯川 0.023 0.021 0.018 0.016 0.017 

② 藤田 0.021 0.019 0.017 0.014 0.015 

③ 野口 0.019 0.017 0.016 0.017 0.015 

④ 御坊監視支所 0.020 0.016 0.018 0.018 0.018 

⑤ 塩屋 0.023 0.022 0.019 0.016 0.017 

⑥ 名田 0.023 0.024 0.022 0.017 0.017 

美浜町 ⑦ 美浜町役場 0.023 0.020 0.022 0.017 0.017 

〔「平成 25～29 年度 環境保全データ集」(和歌山県、平成 26～30 年）より作成 〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：測定局（7 局）における年平均値の平均を示す。 

 

〔「平成 25～29 年度 環境保全データ集」(和歌山県、平成 26～30 年）より作成 〕 

第 3.1-6 図  浮遊粒子状物質の経年変化（平成 25～29 年度） 

 

 

(4) 光化学オキシダント（Ｏｘ） 

事業実施想定区域の周囲において、光化学オキシダントの測定は行われていない。 

 

(5) 非メタン炭化水素（ＨＣ） 

事業実施想定区域の周囲において、非メタン炭化水素の測定は行われていない。 

 

(6) 一酸化炭素（ＣＯ） 

事業実施想定区域の周囲において、一酸化炭素の測定は行われていない。 
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(7) 微小粒子状物質（ＰＭ2.5） 

平成 29 年度における微小粒子状物質の測定結果は第 3.1-11 表のとおりであり、環境基準に適

合している。 

 

※環境基準 

環境基準 ：1 年平均値が 15μg/m3以下であり、かつ、1 日平均値が 35μg/m3以下であること。 

環境基準の長期基準：1 年平均値が 15μg/m3以下であること。 

環境基準の短期基準：1 日平均値の年間 98％値が 35μg/m3以下であること。 

 

第 3.1-11 表  微小粒子状物質の測定結果（平成 29 年度） 

区
分 

市町名 

図
中
番
号

測定局名 

有効

日数
年平均値

日平均値が 
35μg/m3を 

超えた日数と

その割合 

日平均値
の最高値 

日平均値の 
年間98％値 

（日） (μg/m3) (日) (％) (μg/m3) (μg/m3) 

一
般
局

御坊市 ④ 御坊監視支所 360 10.0 0 0 27.8 25.0 

〔「平成 29 年度 環境保全データ集」(和歌山県、平成 30 年）より作成 〕 

 

(8) ダイオキシン類 

平成 29 年度におけるダイオキシン類の測定結果は第 3.1-12 表のとおりであり、環境基準に適

合している。 

 

※環境基準（大気）：0.6pg-TEQ/m3以下であること。 

第 3.1-12 表  ダイオキシン類の測定結果（平成 29 年度） 

市町名 
図中

番号
調査地点名 

調査結果（pg-TEQ/m3） 

夏季 冬季 年平均 

御坊市 ④ 御坊監視支所 0.0048 0.0094 0.0071 

〔「平成 29 年度 環境保全データ集」(和歌山県、平成 30 年）より作成 〕 

 

(9) 大気汚染に係る苦情の発生状況 

「平成 29 年度 環境保全データ集」(和歌山県、平成 30 年)によると、平成 30 年度の大気汚

染に係る公害苦情受理件数は、御坊市、日高町及び美浜町ともに 0 件である。 
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3. 騒音の状況 

(1) 環境騒音の状況 

事業実施想定区域及びその周囲における環境騒音の状況について、御坊市の 24 地点で調査が

行われており、調査結果は第 3.1-13 表、位置は第 3.1-7 図のとおりである。 

 

第 3.1-13 表  環境騒音の調査結果（平成 29 年度） 

（単位：デシベル） 

市町 
名 

図中 

番号 
測定地点名 

用途 
地域 

２車線以上
の道路に面
する地点

騒音レベル（Ｌeq） 

夜間 
(4:00～6:00)

昼間 

(9:00～11:00) 

昼間 

(14:00～16:00) 

夜間 

(22:00～24:00)

御 

坊 

市 

１ 
湯川町富安 1659 番地(西富安

集会場) 
未指定  51.0 53.0 59.3 54.7 

２ 
湯川町小松原 410 番地 1(丸仁

商店西側) 
商業  55.1 59.2 58.4 55.9 

３ 
湯川町財部 859 番地 2(御坊保

健所前) 
準住居  41.7 50.3 47.3 44.1. 

４ 
湯川町財部 651 番地(日高振興

局正面玄関前) 
準住居 ○ 44.6 61.1 61.8 61.5 

５ 
湯川町財部 651 番地 3(御坊広

域行政事務組合前) 
第二種住居  43.7 55.0 53.3 49.5 

６ 
薗 16 番地 6(旧サイカワパチ

ンコ店駐車場) 
準工業 ○ 67.0 67.0 66.0 59.4 

７ 島 10 番地(御坊中学校前) 
第一種中高層

住居専用 
 44.1 53.6 55.5 52.0 

８ 薗 350 番地(御坊市役所前) 近隣商業 ○ 55.3 63.8 70.1 61.4 

９ 
薗 258 番地 2(市民文化会館

前) 
第一種住居 ○ 49.0 59.4 57.4 40.4 

10 島 486 番地 1(島会館前) 第二種住居 ○ 53.2 58.9 61.0 63.4 

11 島 584 番地(大洋化学東側) 準工業  50.2 57.9 53.7 55.0 

12 
薗 571 番地 18(ファッション

センタータイヨー北側) 
商業 ○ 60.0 66.6 66.1 62.9 

13 
御坊 148 番地(きのくに信用金

庫御坊営業部前) 
近隣商業  49.3 59.6 57.2 49.7 

14 
薗 980 番地 2(津波避難タワー

前) 

第一種中高層

住居専用 
○ 52.9 53.0 55.3 49.0 

15 薗 642 番地(小竹八幡神社前) 第一種住居  45.1 56.3 53.3 46.5 

16 
藤田町藤井 2031 番地 6(藤井

郵便局前) 
未指定  46.7 58.1 64.6 48.9 

17 
野口 254 番地(野口コミュニテ

ィセンター前) 
未指定  48.1 50.7 54.7 45.6 

18 熊野 988 番地(熊野会館前) 未指定  54.0 52.1 56.2 48.5 

19 
塩屋町北塩屋 676 番地（天田

区北側県道御坊中津線） 
未指定 ○ 63.8 60.4 61.0 61.7 

20 
塩屋町北塩屋 521 番地 1(御坊

工業団地北側) 
未指定 ○ 37.8 61.2 56.1 40.0 

21 
塩屋町北塩屋 1973 番地 8 先

(猪野々会館北側国道 425 号) 
未指定 ○ 36.2 57.5 56.7 47.6 

22 
塩屋町南塩屋 447 番地(爪書大

師堂前) 
未指定  44.1 50.9 38.0 43.3 

23 
塩屋町南塩屋 449 番地先(南塩

屋会館西側日高港湾隣接地) 
工業  48.1 49.7 45.6 43.7 

24 
名田町上野 1348 番地 15(名田中

学校前) 
未指定  41.2 50.7 55.9 41.3 

注：測定時間は、各測定時間帯のうち 10 分間、騒音レベルはＡ特性である。 

〔「平成 30 年度 御坊市の環境」(御坊市、平成 30 年）より作成 〕 
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第 3.1-7 図  環境騒音測定点の位置 
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(2) 道路交通騒音の状況 

事業実施想定区域及びその周囲における道路交通騒音の状況について、御坊市及び日高川町で

調査が行われており、調査結果は第 3.1-14 表、位置は第 3.1-8 図のとおりである。事業実施想

定区域の周囲における道路交通騒音については、要請限度を下回っている。 

 

※自動車騒音の要請限度：「騒音規制法」の規定により、市町村長は、自動車騒音が要請限度を超えている

ことにより道路周辺の生活環境が著しく損なわれると認めるときは、都道府県公

安委員会に対し、道路交通法の規定による措置をとるよう要請できる。 

 

第 3.1-14 表  道路交通騒音の調査結果（平成 29 年度） 

（単位：デシベル） 

市町名 
図中 

番号 
調査地点名 

昼間(6:00～22:00) 夜間(22:00～6:00) 

騒音レベル

(ＬAeq) 
要請限度 

騒音レベル 

(ＬAeq) 
要請限度 

御坊市 １ 御坊市熊野 64.7 75 58.9 70 

日高川町 ２ 日高川町小熊 67.1 75 62.8 70 

注：昼間、夜間とも 2 回分のＬAeqのエネルギー平均値である。 

〔「平成 29 年度 環境保全データ集」(和歌山県、平成 30 年）より作成 〕 

 

 

(3) 騒音に係る苦情の発生状況 

「平成 29 年度 環境保全データ集」(和歌山県、平成 30 年)によると、平成 29 年度の騒音に

係る公害苦情受理件数は、御坊市が 3 件、日高町及び美浜町が 0 件である。 
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第 3.1-8 図  道路交通騒音調査地点の位置 
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4. 振動の状況 

(1) 環境振動の状況 

事業実施想定区域及びその周囲における環境振動の状況について、和歌山県及び御坊市におい

て公表された測定結果はない。 

 

(2) 道路交通振動の状況 

事業実施想定区域及びその周囲における環境振動の状況について、和歌山県及び御坊市におい

て公表された測定結果はない。 

 

(3) 振動に係る苦情の発生状況 

「平成 29 年度 環境保全データ集」(和歌山県、平成 30 年)によると、平成 29 年度の振動に

係る公害苦情受理件数は、御坊市、日高町及び美浜町ともに 0 件である。 

 

 

5. その他の大気に係る環境の状況 

(1) 悪臭の状況 

事業実施想定区域及びその周囲における悪臭の状況について、和歌山県及び御坊市において公

表された測定結果はない。 

 

(2) 悪臭に係る苦情の発生状況 

「平成 29 年度 環境保全データ集」(和歌山県、平成 30 年)によると、平成 29 年度の悪臭に

係る公害苦情受理件数は、御坊市、日高町及び美浜町ともに 0 件である。 
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3.1.2 水環境の状況 

1. 水象の状況 

(1) 海域 

事業実施想定区域は第 3.1-9 図のとおり、日高地先から御坊地先の海域に位置している。 

 

(2) 河川 

事業実施想定区域及びその周囲の河川の状況は、日高川水系の日高川及び切目川水系の切目川

があり、どちらも二級河川である。 

日高川は、その源を紀伊半島中部山岳地帯の龍神岳（標高 1,382ｍ）に発し、山地部を蛇行し

ながら西に流下し、日高川町和佐において江川を合わせ、御坊市内を貫流し、河口部において西

川を合わせ紀州灘に注ぐ、幹川流路延長約 127km、流域面積約 651.8km2の県下最大の二級河川で

ある。 

切目川は、その源を三里ヶ峰（標高 768.4ｍ）付近に発し、室川などの支流を合わせ、印南町

を貫流し紀州灘に注ぐ、幹川流路延長約 35km、流域面積約 75.6km2の二級河川である。 

 

(3) 湖沼 

事業実施想定区域及びその周囲には、環境基準の水域類型に指定された湖沼はない。 
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第 3.1-9 図  海域の状況 
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(4) 潮位 

事業実施想定区域及びその周囲における潮位観測地点として、御坊の 1 地点が存在し、観測地

点については第 3.1-15 表、位置は第 3.1-10 図のとおりである。御坊における潮位は第 3.1-11

図、潮汐概況は第 3.1-16 表のとおりである。御坊の観測基準面の標高は-266.0m、平成 29 年の

平均潮位は 276.4cm、最高潮位は 390cm、最低潮位は 133cmとなっている。 

 

第 3.1-15 表  事業実施想定区域の周辺海域における潮位観測地点 

観測地点名 所在地 緯度経度 観測の方式 
観測基準面の標高 

（cm） 

御坊 和歌山県御坊市名田町 
緯度  33°51′ 

経度 135°10′ 
電波式 -266.0 

〔「潮位観測掲載地点一覧表」(気象庁HP、閲覧：平成 30 年 10 月)より作成 〕 
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第 3.1-10 図  潮位観測地点の位置 
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〔「各種データ・資料」「潮位観測情報」（気象庁HP、閲覧：平成30年10月）より作成〕 

第 3.1-11 図  御坊における潮位 

 

第 3.1-16 表  御坊における潮汐概況（2017 年） 

（単位：cm） 

月 平均潮位 
5 年 

平均潮位 
最高潮位 最低潮位

朔望潮位 最高潮位偏差 

朔 望 
過高 過低 

満潮 干潮 満潮 干潮 

１ 269.6 268.5 360 155 355 162 360 155 25 -21 

２ 266.1 263.8 345 154 355 165 344 154 32 -13 

３ 271.3 267.2 365 169 365 181 347 169 25 -11 

４ 274.6 275.2 370 160 363 160 370 190 31 -16 

５ 266.5 279.1 357 141 357 141 347 183 5 -27 

６ 274.6 284.1 366 161 366 161 337 171 17 -27 

７ 294.8 286.8 382 181 382 181 369 203 19 -9 

８ 295.6 293.8 382 184 370 184 382 199 76 -7 

９ 286.0 293.7 382 193 364 195 368 193 88 -24 

10 288.5 291.3 390 189 390 214 374 189 47 -27 

11 270.0 277.6 361 157 352 167 361 157 -1 -32 

12 258.9 269.7 352 133 329 157 352 133 11 -32 

年統計値 276.4 279.2 390 133 362.3 172.3 359.3 174.7 88 -32 

注：5 年平均潮位は、当年を含む 5 年間（2013～2017 年）の年平均潮位である。 

〔「潮位観測情報」（気象庁HP、閲覧：平成 30 年 10 月)より作成 〕 
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(5) 流況 

事業実施想定区域の周囲の沿岸域における流況の状況として、流向別流速頻度分布図は第

3.1-12 図のとおりである。 

由良港の海域は、流速 0.2kn以下が約 83％、流向は南南東～南方向が卓越している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：本図は「平成13年度由良至有田潮流観測報告」（第五管区海上保安本部、平成14年10

月）を引用した。 

第 3.1-12 図  事業実施想定区域周囲の流向別流速頻度分布図 
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(6) 波浪 

事業実施想定区域の周囲における波浪の状況として、和歌山南西沖で波高・波向が観測されて

おり、平成 27 年の最大有義波及び対応最高波は第 3.1-17 表、波高・波向別出現頻度図について

は第 3.1-13 図のとおりである。平成 27 年の最大有義波は波高 11.15m、周期 13.3sであり、対応

最高波は波高 14.48m、周期 12.8sである。 

 

第 3.1-17 表  最大有義波及び対応最高波（平成 27 年） 

地点名 
水深 

（ｍ） 

最大有義波 対応最高波 
起時 発生要因

波高（ｍ） 周期（ｓ） 波高（ｍ） 周期（ｓ）

和歌山南西沖 -201.0 11.15 13.3 14.48 12.8 7 月 16 日 23 時 20 分 台風 1511 号

注：水深は水表面から海底までの距離の平均値より主要 4 分潮の半振幅の和(いわゆるZ0)を減じた値である。 

「港湾空港技術研究所資料NO.1333」 

（国立研究開発法人 海上・港湾・航空技術研究所、平成 29 年）より作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：本図は、「港湾空港技術研究所資料 No.1333 2015 年図表集」（国立研究開発法人 海上・港湾・航空技

術研究所HP、平成 30 年 10 月閲覧）を引用した。 

 

第 3.1-13 図 波高・波向別出現頻度図（和歌山南西沖：平成 27 年） 
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2. 水質の状況 

(1) 海域の水質 

事業実施想定区域及びその周囲においては、由良海域及び日高海域で第 3.1-18 表及び第 3.1-

14 図のとおり、7 地点で水質測定が実施されている。平成 29 年度の測定結果は、化学的酸素要

求量は環境基準に適合している。健康項目及びダイオキシン類についても、環境基準に適合して

いる。 

 

第 3.1-18 表(1)  海域の水質測定結果（生活環境項目：平成 29 年度） 

図 
中 
番 
号 

海域名 地点名 
海域
類型

水素イオン濃度 
〔ｐＨ〕 

溶存酸素量 〔ＤＯ〕 
(mg/L） 

化学的酸素要求量 〔ＣＯＤ〕 
(mg/L） 

最小 最大 m/n 最小 最大 m/n 平均 最小 最大 m/n 
日間平均値 環境

基準平均 75％値

１ 由良湾海域 St.1 Ａ 8.1 8.3 0/6 6.5 8.9 2/6 7.6 <0.5 1.2 0/6 0.8 1.0 － 

２ 由良湾海域 St.5 Ａ 8.2 8.3 0/12 6.6 9.1 7/18 7.6 0.5 1.3 0/12 0.8 1.0

2以下

３ 由良湾海域 St.6 Ａ 8.2 8.3 0/12 6.6 8.9 7/18 7.6 <0.5 1.4 0/12 0.8 0.8

４ 日高海域 St.1 Ａ 8.2 8.3 0/6 6.7 8.9 3/6 7.6 <0.5 1.2 0/6 0.9 1.1 － 

５ 日高海域 St.3 Ａ 8.1 8.3 0/12 6.5 9.6 8/18 7.8 0.6 3.2 1/12 1.4 1.5 2以下

６ 日高海域 St.6 Ａ 8.2 8.3 0/6 7.0 8.4 3/6 7.6 <0.5 1.2 0/6 1.0 1.2 － 

７ 日高海域 St.7 Ａ 8.1 8.3 0/12 6.5 9.6 8/18 7.7 0.7 1.8 0/12 1.3 1.7 2以下

注：１．「m/n」の「ｍ」は環境基準に適合しない日数を、「ｎ」は総測定日数を示す。 

  ２．ゴシック体は、化学的酸素要求量（ＣＯＤ）の環境基準点を示す。 

〔「平成 29 年度 環境保全データ集」（和歌山県、平成 30 年）より作成 〕 

 

 

第 3.1-18 表(2)  海域の水質測定結果（生活環境項目：平成 29 年度） 

図 
中 
番 
号 

海域名 地点名 
海域 
類型 

ｎ－ヘキサン抽出物質 

〔油分等〕(mg/L） 

大腸菌群数 

（MPN/100mL） 

最小 最大 m/n 最小 最大 m/n 平均 

１ 由良湾海域 St.1 Ａ － <0.5 0/6 0.0 4.9×10 0/6 1.6×10

２ 由良湾海域 St.5 Ａ － <0.5 0/6 0.0 4.9×10 0/12 1.4×10

３ 由良湾海域 St.6 Ａ － <0.5 0/6 0.0 3.3×10 0/12 1.3×10

４ 日高海域 St.1 Ａ － <0.5 0/6 0.0 1.3×103 1/6 2.2×102

５ 日高海域 St.3 Ａ － <0.5 0/6 6.8 1.3×104 3/12 1.4×103

６ 日高海域 St.6 Ａ － <0.5 0/6 0.0 2.3×10 0/6 9.8 

７ 日高海域 St.7 Ａ － <0.5 0/6 0.0 2.3×103 2/12 4.1×102

注：「m/n」の「ｍ」は環境基準に適合しない日数を、「ｎ」は総測定日数を示す。 

〔「平成 29 年度 環境保全データ集」（和歌山県、平成 30 年）より作成 〕 
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第 3.1-18 表(3)  海域の水質測定結果（生活環境項目：平成 29 年度） 

（単位：mg/L） 

図 
中 
番 
号 

海域名 地点名 
海域 
類型 

全窒素 〔Ｔ-Ｎ〕 全燐 〔Ｔ-Ｐ〕 全亜鉛 

最小 最大 m/n 平均
環境
基準

最小 最大 m/n 平均
環境 
基準 

最小 最大 m/n 平均

１ 由良湾海域 St.1 Ⅱ 0.09 0.24 0/6 0.16

－ 

0.013 0.030 0/6 0.022

－ 

－ － － － 

２ 由良湾海域 St.5 Ⅱ 0.07 0.31 1/12 0.16 0.003 0.029 0/12 0.016 0.002 0.006 -/6 0.004

３ 由良湾海域 St.6 Ⅱ 0.05 0.21 0/12 0.13
0.3
以下

0.004 0.027 0/12 0.016
0.03 
以下 

0.002 0.005 -/6 0.004

４ 日高海域 St.1 － 0.07 0.17 -/6 0.12 － <0.003 0.021 -/6 0.014 － － － － － 

５ 日高海域 St.3 － 0.07 0.42 -/12 0.19 － 0.010 0.29 -/12 0.046 － 0.002 0.007 -/6 0.004

６ 日高海域 St.6 － 0.06 0.18 -/6 0.13 － 0.003 0.023 -/6 0.013 － － － － － 

７ 日高海域 St.7 － 0.06 0.20 -/6 0.14 － 0.010 0.15 -/6 0.034 － 0.003 0.006 -/6 0.005

注：１．「m/n」の「ｍ」は環境基準に適合しない日数を、「ｎ」は総測定日数を示す。 

  ２．ゴシック体は、全窒素（Ｔ-Ｎ）及び全燐（Ｔ-Ｐ）の環境基準点を示す。 

〔「平成 29 年度 環境保全データ集」（和歌山県、平成 30 年）より作成 〕 

 

第 3.1-18 表(4)  海域の水質測定結果（健康項目：平成 29 年度） 

（単位：mg/L） 

図 
中 
番 
号 

海域名 地点名 

カドミウム 全シアン 鉛 六価クロム ヒ素 総水銀 アルキル水銀

[0.003以下] [検出されないこと] [0.01以下] [0.05以下] [0.01以下] [0.0005以下] [検出されないこと]

最大 m/n 最大 m/n 最大 m/n 最大 m/n 最大 m/n 最大 m/n 最大 m/n

１ 由良湾海域 St.1 － － － － － － － － － － － － － －

２ 由良湾海域 St.5 <0.0003 0/2 <0.1 0/2 <0.005 0/2 <0.02 0/2 0.001 0/2 <0.0005 0/2 － －

３ 由良湾海域 St.6 0.0003 0/2 <0.1 0/2 <0.005 0/2 <0.02 0/2 0.002 0/2 <0.0005 0/2 － －

４ 日高海域 St.1 － － － － － － － － － － － － － －

５ 日高海域 St.3 <0.0003 0/2 <0.1 0/2 <0.005 0/2 <0.02 0/2 0.002 0/2 <0.0005 0/2 － －

６ 日高海域 St.6 － － － － － － － － － － － － － －

７ 日高海域 St.7 <0.0003 0/2 <0.1 0/2 <0.005 0/2 <0.02 0/2 0.002 0/2 <0.0005 0/2 － －

注：１．「m/n」の「ｍ」は環境基準に適合しない日数を、「ｎ」は総測定日数を示す。 

  ２．［ ］内は、環境基準の基準値を示す。 

〔「平成 29 年度 環境保全データ集」（和歌山県、平成 30 年）より作成 〕 
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第 3.1-18 表(5)  海域の水質測定結果（健康項目：平成 29 年度） 

（単位：mg/L） 

図 
中 
番 
号 

海域名 地点名 

ＰＣＢ 
ジクロロ 
メタン 

四塩化炭素
1,2- 

ジクロロ 
エタン 

1,1- 
ジクロロ 
エチレン 

シス-1,2- 
ジクロロ 
エチレン 

1,1,1- 
トリクロロ

エタン 

[検出されないこと] [0.02以下] [0.002以下] [0.004以下] [0.1以下] [0.04以下] [1以下] 

最大 m/n 最大 m/n 最大 m/n 最大 m/n 最大 m/n 最大 m/n 最大 m/n

１ 由良湾海域 St.1 － － － － － － － － － － － － － －

２ 由良湾海域 St.5 <0.0005 0/2 <0.002 0/2 <0.0002 0/2 <0.0004 0/2 <0.002 0/2 <0.004 0/2 <0.01 0/2

３ 由良湾海域 St.6 <0.0005 0/2 <0.002 0/2 <0.0002 0/2 <0.0004 0/2 <0.002 0/2 <0.004 0/2 <0.01 0/2

４ 日高海域 St.1 － － － － － － － － － － － － － －

５ 日高海域 St.3 <0.0005 0/2 <0.002 0/2 <0.0002 0/2 <0.0004 0/2 <0.002 0/2 <0.004 0/2 <0.01 0/2

６ 日高海域 St.6 － － － － － － － － － － － － － －

７ 日高海域 St.7 <0.0005 0/2 <0.002 0/2 <0.0002 0/2 <0.0004 0/2 <0.002 0/2 <0.004 0/2 <0.01 0/2

注：１．「m/n」の「ｍ」は環境基準に適合しない日数を、「ｎ」は総測定日数を示す。 

  ２．［ ］内は、環境基準の基準値を示す。 

〔「平成 29 年度 環境保全データ集」（和歌山県、平成 30 年）より作成 〕 

 

第 3.1-18 表(6)  海域の水質測定結果（健康項目：平成 29 年度） 

（単位：mg/L） 

図 
中 
番 
号 

海域名 地点名 

1,1,2- 
トリクロロ 

エタン 

トリクロロ 
エチレン 

テトラ 
クロロ 

エチレン 

1,3- 
ジクロロ 
プロペン 

チウラム シマジン 
チオベン 
カルブ 

[0.006以下] [0.01以下] [0.01以下] [0.002以下] [0.006以下] [0.003以下] [0.02以下] 

最大 m/n 最大 m/n 最大 m/n 最大 m/n 最大 m/n 最大 m/n 最大 m/n

１ 由良湾海域 St.1 － － － － － － － － － － － － － －

２ 由良湾海域 St.5 <0.0006 0/2 <0.001 0/2 <0.001 0/2 <0.0002 0/2 <0.0006 0/2 <0.0003 0/2 <0.002 0/2

３ 由良湾海域 St.6 <0.0006 0/2 <0.001 0/2 <0.001 0/2 <0.0002 0/2 <0.0006 0/2 <0.0003 0/2 <0.002 0/2

４ 日高海域 St.1 － － － － － － － － － － － － － －

５ 日高海域 St.3 <0.0006 0/2 <0.001 0/2 <0.001 0/2 <0.0002 0/2 <0.0006 0/2 <0.0003 0/2 <0.002 0/2

６ 日高海域 St.6 － － － － － － － － － － － － － －

７ 日高海域 St.7 <0.0006 0/2 <0.001 0/2 <0.001 0/2 <0.0002 0/2 <0.0006 0/2 <0.0003 0/2 <0.002 0/2

注：１．「m/n」の「ｍ」は環境基準に適合しない日数を、「ｎ」は総測定日数を示す。 

  ２．［ ］内は、環境基準の基準値を示す。 

〔「平成 29 年度 環境保全データ集」（和歌山県、平成 30 年）より作成 〕 
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第 3.1-18 表(7)  海域の水質測定結果（健康項目：平成 29 年度） 

（単位：mg/L） 

図中 
番号 

海域名 地点名

ベンゼン セレン 
硝酸性窒素及び 
亜硝酸性窒素 

1,4- 
ジオキサン 

[0.01以下] [0.01以下] [10以下] [0.05以下] 

最大 m/n 最大 m/n 最大 m/n 最大 m/n 

1 由良湾海域 St.1 － － － － － － － － 

2 由良湾海域 St.5 <0.001 0/2 <0.001 0/2 0.02 0/2 <0.005 0/2 

3 由良湾海域 St.6 <0.001 0/2 <0.001 0/2 <0.02 0/2 <0.005 0/2 

4 日高海域 St.1 － － － － － － － － 

5 日高海域 St.3 <0.001 0/2 <0.001 0/2 <0.02 0/2 <0.005 0/2 

6 日高海域 St.6 － － － － － － － － 

7 日高海域 St.7 <0.001 0/2 <0.001 0/2 0.03 0/2 <0.005 0/2 

注：１．「m/n」の「ｍ」は環境基準に適合しない日数を、「ｎ」は総測定日数を示す。 

  ２．［ ］内は、環境基準の基準値を示す。 

〔「平成 29 年度 環境保全データ集」（和歌山県、平成 30 年）より作成 〕 

 

 

第 3.1-18 表(8)  海域の水質測定結果（ダイオキシン類：平成 29 年度） 

（pg-TEQ/L） 

図中番号 測定地点名称 所在地 測定結果 環境基準 

3 由良海域 St.6 由良港沖 0.044 

１以下 

5 日高海域 St.3 日高港沖 0.052 

〔「平成 29 年度 環境保全データ集」（和歌山県、平成 30 年）より作成 〕 
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第 3.1-14 図  水質測定地点（海域） 
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(2) 河川の水質 

事業実施想定区域及びその周囲においては、3 河川で第 3.1-19 表及び第 3.1-15 図のとおり、

水質測定が実施されている。平成 29 年度の測定結果では、生物学的酸素要求量は環境基準に適

合している。健康項目及びダイオキシン類についても環境基準に適合している。 

 

第 3.1-19 表(1)  河川の水質測定結果（生活環境項目：平成 29 年度） 

図 
中 
番 
号 

水域名 地点名 
類
型

水素イオン濃度 
〔ｐＨ〕 

溶存酸素量 〔ＤＯ〕 
(mg/L） 

生物化学的酸素要求量 〔ＢＯＤ〕 
(mg/L） 

最小 最大 m/n 最小 最大 m/n 平均 最小 最大 m/n 
日間平均値 環境

基準平均 75％値

１ 日高川 若野橋 Ａ 7.5 7.9 0/6 7.4 12 1/6 9.7 <0.5 0.5 0/6 0.5 0.5
2mg/L
以下

２ 日高川 野口橋 Ａ 7.6 8.1 0/6 8.4 13 0/6 10 <0.5 0.7 0/6 0.5 <0.5 － 

３ 西川 西川大橋 － 7.3 8.3 -/6 6.3 10 -/6 8.3 <0.5 1.3 -/6 0.7 0.8 － 

４ 切目川 新切目橋 － 7.6 8.1 -/6 8.3 12 -/6 9.8 <0.5 0.8 -/6 0.6 0.7 － 

注：１．「m/n」の「ｍ」は環境基準に適合しない日数を、「ｎ」は総測定日数を示す。 

  ２．ゴシック体は、生物化学的酸素要求量（ＢＯＤ）の環境基準点を示す。 

〔「平成 29 年度 環境保全データ集」（和歌山県、平成 30 年）より作成 〕 

 

 

第 3.1-19 表(2)  河川の水質測定結果（生活環境項目：平成 29 年度） 

図 
中 
番 
号 

水域名 地点名 
類
型 

浮遊粒子状物質 

〔ＳＳ〕(mg/L） 

大腸菌群数 

（MPN/100mL） 

最小 最大 m/n 平均 最小 最大 m/n 平均 

１ 日高川 若野橋 Ａ － <1 0/6 － 4.9×10 1.7×103 2/6 6.1×102

２ 日高川 野口橋 Ａ <1 1 0/6 1 2.3×102 7.0×103 4/6 2.8×103

３ 西川 西川大橋 － 1 5 -/6 2 1.3×103 7.9×104 -/6 1.8×104

４ 切目川 新切目橋 <1 6 -/6 3 4.9×102 3.3×104 -/6 8.8×103

注：「m/n」の「ｍ」は環境基準に適合しない日数を、「ｎ」は総測定日数を示す。 

〔「平成 29 年度 環境保全データ集」（和歌山県、平成 30 年）より作成 〕 
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第 3.1-19 表(3)  河川の水質測定結果（生活環境項目：平成 29 年度） 

（単位：mg/L） 

図 
中 
番 
号 

水域名 地点名 類型 

全窒素 〔Ｔ-Ｎ〕 全燐 〔Ｔ-Ｐ〕 

最小 最大 m/n 平均 最小 最大 m/n 平均 

１ 日高川 若野橋 － 0.07 0.21 -/6 0.13 <0.003 0.012 -/6 0.007

２ 日高川 野口橋 － 0.06 0.36 -/6 0.18 <0.003 0.031 -/6 0.014

３ 西川 西川大橋 － 0.56 0.98 -/6 0.70 0.082 0.170 -/6 0.120

４ 切目川 新切目橋 － 0.26 0.47 -/6 0.35 0.006 0.030 -/6 0.020

注：「m/n」の「ｍ」は環境基準に適合しない日数を、「ｎ」は総測定日数を示す。 

〔「平成 29 年度 環境保全データ集」（和歌山県、平成 30 年）より作成 〕 

 

 

第 3.1-19 表(4)  河川の水質測定結果（生活環境項目：平成 29 年度） 

（単位：mg/L） 

図 
中 
番 
号 

水域名 地点名 類型 

全亜鉛 ノニルフェノール 
直鎖アルキルベンゼ
ンスルホン酸及びそ
の塩 

最小 最大 m/n 平均
環境 
基準 

最大 m/n
環境 
基準 

最大 m/n 
環境 
基準 

１ 日高川 若野橋 
生物
Ｂ 

0.001 0.005 0/6 0.003
0.03 
以下 

<0.00006 0/1
0.002 
以下 

0.0007 0/1 
0.05 
以下 

２ 日高川 野口橋 
生物
Ｂ 

0.001 0.004 0/6 0.003 － － － － 

３ 西川 西川大橋 － 0.003 0.007 -/6 0.006 － － － － － － － 

４ 切目川 新切目橋 － 0.003 0.026 -/6 0.008 － － － － － － － 

注：１．「m/n」の「ｍ」は環境基準に適合しない日数を、「ｎ」は総測定日数を示す。 

  ２．ゴシック体は、水生生物の保全に関する環境基準点を示す。 

〔「平成 29 年度 環境保全データ集」（和歌山県、平成 30 年）より作成 〕 
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第 3.1-19 表(5)  河川の水質測定結果（健康項目：平成 29 年度） 

（単位：mg/L） 

図 
中 
番 
号 

水域名 地点名 
カドミウム 全シアン 鉛 六価クロム ヒ素 総水銀 アルキル水銀

[0.003以下] [検出されないこと] [0.01以下] [0.05以下] [0.01以下] [0.0005以下] [検出されないこと]
最大 m/n 最大 m/n 最大 m/n 最大 m/n 最大 m/n 最大 m/n 最大 m/n

１ 日高川 若野橋 <0.0003 0/4 <0.1 0/4 <0.005 0/4 <0.02 0/4 <0.001 0/4 <0.0005 0/4 － －

２ 日高川 野口橋 － － － － － － － － － － － － － －

３ 西川 西川大橋 <0.0003 0/4 <0.1 0/4 <0.005 0/4 <0.02 0/4 0.001 0/4 <0.0005 0/4 － －

４ 切目川 新切目橋 <0.0003 0/4 <0.1 0/4 <0.005 0/4 <0.02 0/4 <0.001 0/4 <0.0005 0/4 － －

注：１．「m/n」の「ｍ」は環境基準に適合しない日数を、「ｎ」は総測定日数を示す。 

  ２．［ ］内は、環境基準の基準値を示す。 

〔「平成 29 年度 環境保全データ集」（和歌山県、平成 30 年）より作成 〕 

 

 

第 3.1-19 表(6)  河川の水質測定結果（健康項目：平成 29 年度） 

（単位：mg/L） 

図 
中 
番 
号 

水域名 地点名 
ＰＣＢ 

ジクロロ 
メタン 

四塩化炭素
1,2- 

ジクロロ 
エタン 

1,1- 
ジクロロ 
エチレン 

シス-1,2- 
ジクロロ 
エチレン 

1,1,1- 
トリクロロ
エタン 

[検出されないこと] [0.02以下] [0.002以下] [0.004以下] [0.1以下] [0.04以下] [1以下] 
最大 m/n 最大 m/n 最大 m/n 最大 m/n 最大 m/n 最大 m/n 最大 m/n

１ 日高川 若野橋 <0.0005 0/4 <0.002 0/4 <0.0002 0/4 <0.0004 0/4 <0.002 0/4 <0.004 0/4 <0.01 0/4

２ 日高川 野口橋 － － － － － － － － － － － － － －

３ 西川 西川大橋 <0.0005 0/4 <0.002 0/4 <0.0002 0/4 <0.0004 0/4 <0.002 0/4 <0.004 0/4 <0.01 0/4

４ 切目川 新切目橋 <0.0005 0/4 <0.002 0/4 <0.0002 0/4 <0.0004 0/4 <0.002 0/4 <0.004 0/4 <0.01 0/4

注：１．「m/n」の「ｍ」は環境基準に適合しない日数を、「ｎ」は総測定日数を示す。 

  ２．［ ］内は、環境基準の基準値を示す。 

〔「平成 29 年度 環境保全データ集」（和歌山県、平成 30 年）より作成 〕 
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第 3.1-19 表(7)  河川の水質測定結果（健康項目：平成 29 年度） 

（単位：mg/L） 

図 
中 
番 
号 

水域名 地点名 

1,1,2- 
トリクロロ 
エタン 

トリクロロ
エチレン 

テトラクロロ
エチレン 

1,3- 
ジクロロ 
プロペン 

チウラム シマジン 
チオベン 
カルブ） 

[0.006以下] [0.01以下] [0.01以下] [0.002以下] [0.006以下] [0.003以下] [0.02以下] 
最大 m/n 最大 m/n 最大 m/n 最大 m/n 最大 m/n 最大 m/n 最大 m/n

１ 日高川 若野橋 <0.0006 0/4 <0.001 0/4 <0.001 0/4 <0.0002 0/4 <0.0006 0/4 <0.0003 0/4 <0.002 0/4

２ 日高川 野口橋 － － － － － － － － － － － － － －

３ 西川 西川大橋 <0.0006 0/4 <0.001 0/4 <0.001 0/4 <0.0002 0/4 <0.0006 0/4 <0.0003 0/4 <0.002 0/4

４ 切目川 新切目橋 <0.0006 0/4 <0.001 0/4 <0.001 0/4 <0.0002 0/4 <0.0006 0/4 <0.0003 0/4 <0.002 0/4

注：１．「m/n」の「ｍ」は環境基準に適合しない日数を、「ｎ」は総測定日数を示す。 

  ２．［ ］内は、環境基準の基準値を示す。 

〔「平成 29 年度 環境保全データ集」（和歌山県、平成 30 年）より作成 〕 

 

 

第 3.1-19 表(8)  河川の水質測定結果（健康項目：平成 29 年度） 

（単位：mg/L） 

図 
中 
番 
号 

水域名 地点名 
ベンゼン セレン 

硝酸性窒素
及び 

亜硝酸性窒素
ふっ素 ほう素 

1,4- 
ジオキサン

[0.01以下] [0.01以下] [10以下] [0.8以下] [1以下] [0.05以下] 
最大 m/n 最大 m/n 最大 m/n 最大 m/n 最大 m/n 最大 m/n

１ 日高川 若野橋 <0.001 0/4 <0.001 0/4 0.11 0/4 <0.1 0/4 <0.1 0/4 <0.005 0/4

２ 日高川 野口橋 － － － － － － － － － － － －

３ 西川 西川大橋 <0.001 0/4 <0.001 0/4 0.40 0/4 0.5 0/4 2.1 0/4 <0.005 0/4

４ 切目川 新切目橋 <0.001 0/4 <0.001 0/4 0.32 0/4 <0.1 0/4 <0.1 0/4 <0.005 0/4

注：１．「m/n」の「ｍ」は環境基準に適合しない日数を、「ｎ」は総測定日数を示す。 

  ２．［ ］内は、環境基準の基準値を示す。 

〔「平成 29 年度 環境保全データ集」（和歌山県、平成 30 年）より作成 〕 

 

 

第 3.1-19 表(9)  河川の水質測定結果（ダイオキシン類：平成 29 年度） 

（pg-TEQ/L） 

図中番号 測定地点名称 所在地 測定結果 環境基準 

１ 日高川 若野橋 日高川町 0.10 １以下 

〔「平成 29 年度 環境保全データ集」（和歌山県、平成 30 年）より作成 〕 
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第 3.1-15 図  水質測定地点（河川） 
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(3) 地下水の水質 

事業実施想定区域の周囲においては、日高町で第 3.1-20 表のとおり、地下水の概況調査が実

施されている。平成 28 年度の測定結果では、各項目で環境基準に適合している。 

 

第 3.1-20 表(1)  地下水の概況調査結果（平成 28 年度） 

（単位：mg/L） 

市町村 日高町 
環境基準 

測定地点 原野 

カドミウム <0.0003 0.003以下 

全シアン <0.1 検出されないこと。 

鉛 <0.005 0.01以下 

六価クロム <0.02 0.05以下 

ヒ素 <0.005 0.01以下 

総水銀 <0.0005 0.0005以下 

アルキル水銀 － 検出されないこと。 

ＰＣＢ <0.0005 検出されないこと。 

ジクロロメタン <0.002 0.02以下 

四塩化炭素 <0.0002 0.002以下 

塩化ビニルモノマー <0.0002 0.002以下 

1,2-ジクロロエタン <0.0004 0.004以下 

1,1-ジクロロエチレン <0.01 0.1以下 

1,2-ジクロロエチレン <0.004 0.04以下 

1,1,1-トリクロロエタン <0.1 １以下 

1,1,2-トリクロロエタン <0.0006 0.006以下 

トリクロロエチレン <0.001 0.01以下 

テトラクロロエチレン <0.001 0.01以下 

1,3-ジクロロプロペン <0.0002 0.002以下 

チウラム <0.0006 0.006以下 

シマジン <0.0003 0.003以下 

チオベンカルブ <0.002 0.02以下 

ベンゼン <0.001 0.01以下 

セレン <0.002 0.01以下 

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 6.4 10以下 

ふっ素 <0.1 0.8以下 

ほう素 <0.1 １以下 

1,4-ジオキサン <0.005 0.05以下 

注：「検出されないこと」とは、定められた方法により測定した場合において、その結

果が当該方法の定量限界を下回ることをいう。 

〔「地下水（井戸水）水質調査」（和歌山県HP、閲覧：平成 30 年 10 月）より作成 〕 
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第 3.1-20 表(2)  地下水の水質測定結果（ダイオキシン類：平成 29 年度） 

（pg-TEQ/L） 

測定地点 
測定結果 環境基準 

市町村名 所在地 

御坊市 野口 0.038 １以下 

〔「平成 29 年度 環境保全データ集」（和歌山県、平成 30 年）より作成 〕 

 

 

(4) 水質汚濁に係る苦情の発生状況 

「平成 29 年度 環境保全データ集」(和歌山県、平成 30 年)によると、平成 29 年度の水質汚

濁に係る公害苦情受理件数は、美浜町で 2 件、御坊市及び日高町では 0 件である。 

 

 

3. 水底の底質の状況 

和歌山県における底質の状況について、平成 29 年度は公共用水域の測定が行われているが、事

業実施想定区域及びその周囲において測定は実施されていない。 

また、「ダイオキシン類対策特別措置法」（平成 11 年法律第 105 号、最終改正：平成 26 年 6

月 18 日）第 27 条第 1 項の規定に基づき、事業実施想定区域及びその周囲においては、海域 4 地

点で第 3.1-21 表及び第 3.1-16 図のとおり測定が実施されている。平成 29 年度の測定結果では、

全ての地点で環境基準に適合している。 

 

第 3.1-21 表  底質の測定結果（ダイオキシン類（海域）：平成 29 年度） 

（pg-TEQ/L） 

図中番号 測定地点名称 所在地 測定結果 環境基準 

１ 由良海域 St.1 由良港 8.8 

150 以下 
２ 由良海域 St.6 由良港沖 1.2 

３ 日高海域 St.1 日高港沖 0.73 

４ 日高海域 St.7 日高港沖 3.3 

〔「平成 29 年度 環境保全データ集」（和歌山県、平成 30 年）より作成 〕 
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第 3.1-16 図  底質測定地点 



 

3.1-39 

(61) 

3.1.3 土壌及び地盤の状況 

1. 土壌の状況 

(1) 土壌 

事業実施想定区域の周囲における土壌の状況は第 3.1-17 図のとおりである。 

事業実施想定区域の周囲は残積性未熟土壌、乾性褐色森林土壌、砂丘未熟土壌、細粒灰色低地

土壌等が分布している。 

 

(2) 土壌汚染 

事業実施想定区域の周囲においては、御坊市 1 地点で第 3.1-22 表のとおり、ダイオキシン類

の測定が実施されており、環境基準値を満足している。 

 

第 3.1-22 表  ダイオキシン類の結果（平成 29 年度） 

（pg-TEQ/L） 

測定地点 
測定結果 環境基準 

市町村名 所在地 

御坊市 島 1.2 1,000 

〔「平成 29 年度 環境保全データ集」（和歌山県、平成 30 年）より作成 〕 

 

また、「土壌汚染対策法に基づく要措置区域等一覧」（環境省HP、閲覧：平成 30 年 10 月）に

よると、平成 30 年 9 月 30 日現在、「土壌汚染対策法」（平成 14 年法律第 53 号、最終改正：平

成 29 年 6 月 2 日）に基づく要措置区域及び形質変更時要届出区域について、御坊市、日高町及

び美浜町には指定はない。 

 

(3) 土壌汚染に係る苦情の発生状況 

「平成 29 年度 環境保全データ集」(和歌山県、平成 30 年)によると、平成 29 年度の土壌汚

染に係る公害苦情受理件数は、御坊市、日高町及び美浜町ともに 0 件である。 

 

 

2. 地盤の状況 

(1) 地盤沈下の状況 

「平成 28 年度全国の地盤沈下地域の概況」（環境省、平成 30 年）によると、和歌山県におい

て地盤沈下は確認されていない。 

 

(2) 地盤沈下に係る苦情の発生状況 

「平成 29 年度 環境保全データ集」(和歌山県、平成 30 年)によると、平成 29 年度の地盤沈

下に係る公害苦情受理件数は、御坊市、日高町及び美浜町ともに 0 件である。 
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第 3.1-17 図  土壌図 
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3.1.4 地形及び地質の状況 

1. 地形の状況 

事業実施想定区域の周囲における地形の状況は第 3.1-18 図のとおりであり、小起伏山地、三角

州性低地、自然堤防・砂州・砂丘等が分布している。 

なお、事業実施想定区域及びその周囲における海底地形は、第 3.1-19 図のとおりであり、事業

実施想定区域のうち風力発電機を設置する範囲の水深は約 30～60ｍである。 

 

2. 地質の状況 

(1) 表層地質の状況 

事業実施想定区域の周囲における表層地質の状況は第 3.1-20 図のとおりである。事業実施想

定区域の周囲は泥岩、砂岩・泥岩・互層、砂等が分布している。 

 

(2) 海底地質の状況 

事業実施想定区域及びその周囲の海域における海底地質の状況は第 3.1-21 図のとおりである。

事業実施想定区域は主に砂、礫及び石・岩等が分布している。 

 

3. 重要な地形、地質 

事業実施想定区域及びその周囲の重要な地形及び地質選定基準は第 3.1-23 表、重要な地形及び

地質の状況は第 3.1-24 表、それらの位置は第 3.1-22 図のとおりである。 

事業実施想定区域及びその周囲における重要な地形及び地質として、白崎（白崎海岸）、日ノ

御崎、煙樹ヶ浜等の 19 件が存在する。 

 

第 3.1-23 表  重要な地形及び地質の選定基準 

選定基準 カテゴリー 

ａ 

「文化財保護法」（昭和 25 年法律第 214 号）及び

「和歌山県文化財保護条例」（昭和 31 年和歌山県

条例第 40 号）、「御坊市文化財保護条例」（昭和

41 年御坊市条例第 3 号）により指定されているも

の 

・国指定特別天然記念物（特別） 

・国指定天然記念物（国天） 

・和歌山県指定天然記念物（県天） 

・和歌山市指定天然記念物（市天） 

ｂ 

「第３回自然環境保全基礎調査 和歌山県自然環

境情報図」（環境庁、平成元年）にとりあげられ

ているもの 

・地形・地質、自然環境に係る自然景観資源 

ｃ 
「日本の典型地形について」（国土地理院ホーム

ページ）にとりあげられているもの 

・典型地形 

ｄ 

「日本の地形 レッドデータブック第１集－危機

にある地形－」（古今書院、平成 12 年）において

保存すべき地形として選定されているもの 

・変動地形 

・火山地形 

・河川のつくる地形 

・気候を反映した地形 

・海岸地形 

・地質を反映した地形 

・その他の重要な地形 

ｅ 

「和歌山県レッドデータブック」（和歌山県ホー

ムページ）において、重要な地形及び地質として

選定されているもの 

・国際的に貴重なもの（Ａ） 

・全国的に貴重なもの（Ｂ） 

・和歌山県として貴重なもの（Ｃ） 

・地域的（市町村単位）に貴重なもの（Ｄ） 
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第 3.1-24 表  重要な地形及び地質の状況 

図中

番号 
名称 項目 

重要な地形及び地質の選定状況 

a b c d e 

1 戸津井の鍾乳洞 
（地形）鍾乳洞 

（地質）風化・侵食作用 
 〇 〇 

 
D 

2 白崎（白崎海岸） 

（地形）カルスト地形、カッ

レンフェルト、ドリーネ 

（地質）オリストリス 

 〇 〇 〇 B 

3 門前の大岩 （地質）石灰岩 国天    D 

4 藤滝 （地形）滝     D 

5 水滝不動 （地形）滝  〇   D 

6 白馬山脈 （地形）山脈     D 

7 蛇尾の滝 （地形）滝  〇   D 

8 鈴川の滝 （地形）滝  〇   D 

9 西山 （地形）非火山性孤峰  〇   D 

10 阿尾湿地 （地形）湖沼  〇   C 

11 煙樹ヶ浜 （地形）砂浜、礫浜  〇  B 

12 潮吹岩 （地形）潮吹岩  〇 〇  D 

13 蜑取島 （地形）岩礁     D 

14 日ノ御崎 （地形）海食崖  〇 〇  D 

15 塩屋海岸 （地形）砂浜     D 

16 
日高郡印南の海成

段丘 
（地形）海成段丘   〇   

17 丸山 （地質）生痕化石     C 

18 切目浜 （地形）礫浜     D 

19 切目崎 （地形）海食崖  〇   D 

注：１．重要な地形及び地質の選定基準は表 3.1-23 参照。 

  ２．図中番号は、第 3.1-22 図を参照。 
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第 3.1-18 図  地形の状況（地形分類図） 
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第 3.1-19 図  地形の状況（海底地形） 
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第 3.1-20 図  表層地質図 
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第 3.1-21 図  海底地質図 
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第 3.1-22 図  重要な地形 
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3.1.5 動植物の生息又は生育、植生及び生態系の状況 
1. 動物の生息の状況（陸域） 

陸域動物の生息状況は、当該地域の自然特性を勘案して事業実施想定区域及びその周囲を対象

に、第 3.1-25 表に示す文献等により整理した。 

 

第 3.1-25 表  文献その他の資料による調査範囲、調査対象（陸域動物） 

文献名 調査範囲 調査対象 

「第２回動植物分布調査－自然環境調査 

Web-GIS－」（環境省生物多様性センター

HP、閲覧：平成 30 年 10 月） 

御坊市、日高町及び美浜町が含まれ

る２次メッシュ 
哺乳類、鳥類、昆虫類 

「第３回動植物分布調査－自然環境調査 

Web-GIS－」（環境省生物多様性センター

HP、閲覧：平成 30 年 10 月） 

御坊市、日高町及び美浜町が含まれ

る２次メッシュ 
鳥類 

「第４回動植物分布調査－自然環境調査 

Web-GIS－」（環境省生物多様性センター

HP、閲覧：平成 30 年 10 月） 

御坊市、日高町及び美浜町が含まれ

る２次メッシュ 

哺乳類、爬虫類、両生

類、汽水・淡水魚類、

昆虫類 

「第５回動植物分布調査－自然環境調査 

Web-GIS－」（環境省生物多様性センター

HP、閲覧：平成 30 年 10 月） 

御坊市、日高町及び美浜町が含まれ

る２次メッシュ 

哺乳類、爬虫類、両生

類、汽水・淡水魚類、

昆虫類 

「第６回動植物分布調査－自然環境調査 

Web-GIS－」（環境省生物多様性センター

HP、閲覧：平成 30 年 10 月） 

御坊市、日高町及び美浜町が含まれ

る５㎞メッシュ 
哺乳類 

「保全上重要なわかやまの自然－和歌山県レ

ッドデータブック【2012 改定版】－」（和歌

山県、平成 24 年） 

御坊市、日高町及び美浜町 

哺乳類、鳥類、爬虫

類、両生類、汽水・淡

水魚類、昆虫類 

「生物多様性情報システム ガンカモ類の生

息調査」（環境省生物多様性センターHP、閲

覧：平成 30 年 10 月） 

御坊市、日高町及び美浜町 鳥類 

「鳥類等に関する風力発電施設立地適正化の

ための手引き（環境省、平成 23 年、平成 27

年修正版） 

事業実施想定区域及びその周囲 鳥類 

「和歌山県野生鳥獣調査報告書」（和歌山

県、昭和 62 年） 
御坊市、日高町及び美浜町 哺乳類、鳥類 

「和歌山県鳥類目録 2018 年版」（和歌山県

立日高高等学校生物部・日本野鳥の会和歌山

支部、平成 30 年） 

御坊市、日高町及び美浜町 鳥類 

「和歌山県におけるコウモリ類の記録」（福

井 大、南紀生物 58(2)、平成 28 年） 
御坊市 哺乳類 

「御坊市史」（御坊市、昭和 56 年） 御坊市 

哺乳類、鳥類、爬虫

類、両生類、汽水・淡

水魚類、昆虫類 

「日高町誌」（日高町、昭和 52 年） 日高町 

哺乳類、鳥類、爬虫

類、両生類、汽水・淡

水魚類 

「美浜町史」（美浜町、昭和 63 年） 美浜町 

哺乳類、鳥類、爬虫

類、両生類、汽水・淡

水魚類、昆虫類 

「国指定文化財データベース」（文化庁HP、

閲覧：平成 30 年 10 月） 
事業実施想定区域及びその周囲 

哺乳類、鳥類、爬虫

類、両生類、汽水・淡

水魚類、昆虫類 

「美浜町文化財一覧」（美浜町教育委員会、

平成 30 年） 
事業実施想定区域及びその周囲 

哺乳類、鳥類、爬虫

類、両生類、汽水・淡

水魚類、昆虫類 



3.1-49 
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(1) 動物相（陸域）の概要 

事業実施想定区域及びその周囲の動物相（陸域）の概要は、第 3.1-26 表のとおりであり、哺

乳類は、7 目 14 科 26 種、鳥類は、22 目 64 科 322 種、爬虫類は、2 目 8 科 14 種、両生類は、2

目 7 科 12 種、汽水・淡水魚類は、10 目 19 科 43 種、昆虫類は、12 目 111 科 414 種が確認されて

いる。 

事業実施想定区域及びその周囲の鳥類の渡りの経路は第 3.1-23～25 図に、ガンカモ類渡来状

況は第 3.1-27 表に、生息調査地点は第 3.1-26 図に示すとおりである。 

「鳥類等に関する風力発電施設立地適正化のための手引き」（環境省、平成 23 年、平成 27 年

修正版）によると、事業実施想定区域及びその周囲において、サシバが春季にハチクマが秋季に

渡り経路が確認されている。「生物多様性情報システム ガンカモ類の生息調査」（環境省生物

多様性センターHP、閲覧：平成 30 年 10 月）によると、事業実施想定区域及びその周囲において、

平成 28 年度ではオシドリ、マガモ、カルガモ、コガモ、ヨシガモ、オカヨシガモ、ヒドリガモ、

オナガガモ、ホシハジロ、アメリカヒドリが確認されている。 

 

 

第 3.1-26 表(1)  動物相（陸域）の概要 

分類 確認種数 主な確認種 

哺乳類 7 目 14 科 26 種 

ヒミズ、アズマモグラ、コウベモグラ、キクガシラコウモリ、ア

ブラコウモリ、テングコウモリ、ユビナガコウモリ、ニホンザ

ル、ノウサギ、ニホンリス、タイワンリス（クリハラリス）、ワ

カヤマムササビ、アカネズミ、ハツカネズミ、クマネズミ、ドブ

ネズミ、ホンドタヌキ、ホンドキツネ、ホンドテン、チョウセン

イタチ、ホンドイタチ、ニホンアナグマ、ハクビシン、ニホンイ

ノシシ、ニホンジカ、カモシカ 

鳥類 22 目 64 科 322 種 

ウズラ、オシドリ、カイツブリ、キジバト、アビ、オオミズナギ

ドリ、コウノトリ、コグンカンドリ、カツオドリ、カワウ、アオ

サギ、ヘラサギ、ナベヅル、オオバン、ホトトギス、ヨタカ、ヒ

メアマツバメ、ケリ、ミヤコドリ、セイタカシギ、イソシギ、タ

マシギ、ツバメチドリ、ウミネコ、クロトウゾクカモメ、ウミス

ズメ、ミサゴ、トビ、フクロウ、ヤツガシラ、カワセミ、ブッポ

ウソウ、コゲラ、ハヤブサ、サンショウクイ、サンコウチョウ、

モズ、カケス、キクイタダキ、ツリスガラ、ヤマガラ、ヒバリ、

イワツバメ、ヒヨドリ、ウグイス、エナガ、センダイムシクイ、

メジロ、ウチヤマセンニュウ、オオヨシキリ、セッカ、ヒレンジ

ャク、ミソサザイ、ムクドリ、カワガラス、イソヒヨドリ、カヤ

クグリ、スズメ、キセキレイ、カワラヒワ、ホオジロ、セキセイ

インコ、ソウシチョウ、ベニスズメ等 

爬虫類 2 目 8 科 14 種 

ニホンイシガメ、クサガメ、ミシシッピアカミミガメ、ニホンヤ

モリ、ニホントカゲ、ニホンカナヘビ、タカチホヘビ、シマヘ

ビ、アオダイショウ、ジムグリ、シロマダラ、ヒバカリ、ヤマカ

ガシ、ニホンマムシ 

両生類 2 目 7 科 12 種 

カスミサンショウウオ、アカハライモリ、ニホンヒキガエル、ニ

ホンアマガエル、ニホンアカガエル、ヤマアカガエル、トノサマ

ガエル、ウシガエル、ツチガエル、ヌマガエル、シュレーゲルア

オガエル、カジカガエル 
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第 3.1-26 表(2)  動物相（陸域）の概要 

分類 確認種数 主な確認種 

汽水・淡水魚類 10 目 19 科 43 種 

スナヤツメ、ニホンウナギ、コイ、ドジョウ、ギギ、ナマズ、ア

カザ、アユ、サツキマス、ミナミメダカ、ヨウジウオ、タウナ

ギ、カマキリ、コトヒキ、ブルーギル、ボラ、ドンコ、カワアナ

ゴ、トビハゼ等 

昆虫類 12 目 111 科 414 種 

マエグロヒメフタオカゲロウ、フタバコカゲロウ、シロタニガワ

カゲロウ、チラカゲロウ、クロマダラカゲロウ、ホソミオツネン

トンボ、ホソミイトトンボ、モノサシトンボ、ハグロトンボ、ア

オヤンマ、オオエゾトンボ、ミヤマサナエ、ムカシヤンマ、オニ

ヤンマ、トラフトンボ、ショウジョウトンボ、オオゴキブリ、モ

リチャバネゴキブリ、ヤマトクロカワゲラ、ヤマトフタツメカワ

ゲラ、フライソンアミメカワゲラ、タイワンクツワムシ、サトク

ダマキモドキ、ホシササキリ、ケラ、クチキコオロギ、ハラオカ

メコオロギ、イソカネタタキ、マダラスズ、マダラバッタ、オン

ブバッタ、ミツハシテングスケバ、カタビロクサビウンカ、クマ

ゼミ、マツアワフキ、ビロウドサシガメ、オオホシカメムシ、ク

モヘリカメムシ、スナコバネナガカメムシ、ヨコヅナツチカメム

シ、ウシカメムシ、オオキンカメムシ、コセアカアメンボ、ケシ

カタビロアメンボ、ミヤケミズムシ、コオイムシ、タイコウチ、

ツノトンボ、ホシウスバカゲロウ、ヨツボシクサカゲロウ、コガ

タシマトビケラ、ヒゲナガカワトビケラ、イノプスヤマトビケ

ラ、ヒゲナガトビケラの一種、オオモモブトスカシバ、クロツバ

メ、キバネセセリ、ヤクシマルリシジミ、コムラサキ、ジャコウ

アゲハ本土種、ツマキチョウ本土種、イボタガ、オオミズアオ、

メンガタスズメ、モンシロモドキ、ハマボウチビガ、ハマオモト

ヨトウ、ウスバガガンボ、キアシツメトゲブユ、ナガレユスリ

カ、ビロウドツリアブ、ニトベベッコウハナアブ、ムシヒキアブ

の一種、ナカグロナギナタミバエ、ニクバエ、マイマイカブリ、

ニワハンミョウ、マメゲンゴロウ、ミズスマシ、コガシラミズム

シ、コツブゲンゴロウ、ガムシ、ハマベエンマムシ、オオヒラタ

シデムシ、オオハネカクシ、オオセンチコガネ、ヒラタクワガタ

本土亜種、オオサカスジコガネ、ウバタマムシ、オオダイルリヒ

ラタコメツキ、ジョウカイボン、ゲンジボタル、ナミテントウ、

ヨツボシオオキスイ、ヨツボシケシキスイ、ハイイロカミキリモ

ドキ、ヤマトオサムシダマシ、クビアカドウガネハナカミキリ、

ウリハムシ、シロスジヒメバチ、ゴマダラオトシブミ、サビヒョ

ウタンゾウムシ、マツノキクイムシ、チュウレンジハバチ、ヒメ

バチ、アメイロオオアリ、フタモンアシナガバチ本土亜種、ベッ

コウバチ、ハラナガツチバチ、クロアナバチ本土亜種、ニホンミ

ツバチ等 
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〔「鳥類等に関する風力発電施設立地適正化のための手引き」（環境省、平成 23 年、平成 27 年修正版）より作成 〕 

第 3.1-23 図(1)  ノスリの渡りの出現規模と経路（春季） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔「鳥類等に関する風力発電施設立地適正化のための手引き」（環境省、平成 23 年、平成 27 年修正版）より作成 〕 

第 3.1-23 図(2)  ノスリの渡りの出現規模と経路（秋季）

事業実施想定区域 

事業実施想定区域 

事業実施想定区域 

事業実施想定区域
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〔「鳥類等に関する風力発電施設立地適正化のための手引き」（環境省、平成 23 年、平成 27 年修正版）より作成 〕 

第 3.1-24 図(1)  サシバの渡りの出現規模と経路（春季） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔「鳥類等に関する風力発電施設立地適正化のための手引き」（環境省、平成 23 年、平成 27 年修正版）より作成 〕 

第 3.1-24 図(2)  サシバの渡りの出現規模と経路（秋季） 

事業実施想定区域 

事業実施想定区域 

事業実施想定区域

事業実施想定区域 
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〔「鳥類等に関する風力発電施設立地適正化のための手引き」（環境省、平成 23 年、平成 27 年修正版）より作成 〕 

第 3.1-25 図(1)  ハチクマの渡りの出現規模と経路（春季） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔「鳥類等に関する風力発電施設立地適正化のための手引き」（環境省、平成 23 年、平成 27 年修正版）より作成 〕 

第 3.1-25 図(2)  ハチクマの渡りの出現規模と経路（秋季） 

事業実施想定区域 

事業実施想定区域

事業実施想定区域 

事業実施想定区域 
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第 3.1-27 表  ガンカモ類の渡来状況 

（単位：羽） 

調査地点 年度 

オ
シ
ド
リ 

マ
ガ
モ 

カ
ル
ガ
モ 

コ
ガ
モ 

ヨ
シ
ガ
モ 

オ
カ
ヨ
シ
ガ
モ 

ヒ
ド
リ
ガ
モ 

オ
ナ
ガ
ガ
モ 

ハ
シ
ビ
ロ
ガ
モ 

ホ
シ
ハ
ジ
ロ 

キ
ン
ク
ロ
ハ
ジ
ロ 

ホ
オ
ジ
ロ
ガ
モ 

カ
ワ
ア
イ
サ 

ア
メ
リ
カ
ヒ
ド
リ 

コ
ウ
ラ
イ
ア
イ
サ 

計

御坊市 

(No.1～13) 

平成 24 年度  93 138 40 32 139 175 17   1  635

平成 25 年度  109 144 136 31 103 450 6   1  980

平成 26 年度 2 202 54 81 39 136 431 1 1 1  1 1 12 962

平成 27 年度  61 17 17 25 89 196 6 25   1 1 438

平成 28 年度 8 98 75 15 20 30 336 26   2 33 643

日高町 

(No.25～31) 

平成 24 年度  100 100 142 1     343

平成 25 年度 10 105      115

平成 26 年度 40 210 7 4     261

平成 27 年度 3 181 33 1    218

平成 28 年度 3 50 25     78

美浜町 

(No.14～24) 

平成 24 年度   5 2 115     122

平成 25 年度 6 11 50 22 116     205

平成 26 年度 16  56 5 4 65 4     150

平成 27 年度   89 21 122 5     237

平成 28 年度   43 12 35 38 2     130

注：調査地点欄のNo.は、第 3.1-27 図の番号を示す。 

「生物多様性情報システム ガンカモ類の生息調査」 

（環境省生物多様性センターHP、閲覧：平成 30 年 10 月）より作成 
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第 3.1-26 図  ガンカモ類の生息調査地点 
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(2) 動物（陸域）の重要な種 

動物の重要な種（陸域）は、前項の文献その他の資料で確認された種について、第 3.1-28 表

の選定根拠に基づき、学術上または希少性の観点から選定した。選定結果は、第 3.1-29～34 表

に示すとおりである。 

哺乳類では、キクガシラコウモリ、ユビナガコウモリ、テングコウモリ、ニホンリス、カモシ

カの 5 種、鳥類では、ウズラ、ヒシクイ、シラコバト、コウノトリ、ヒメウ、サンカノゴイ、ク

ロツラヘラサギ、マナヅル、シマクイナ、ヨタカ、アマツバメ、ケリ、セイタカシギ、ヤマシギ、

タマシギ、ツバメチドリ、ズグロカモメ、ウミスズメ、ミサゴ、ハチクマ、オオコノハズク、ア

カショウビン、ブッポウソウ、アカゲラ、ハヤブサ、サンショウクイ、サンコウチョウ、アカモ

ズ、コシアカツバメ、オオムシクイ、マキノセンニュウ、トラツグミ、シマアオジ等の 92 種、

爬虫類では、ニホンイシガメの 1 種、両生類では、カスミサンショウウオ、アカハライモリ、ニ

ホンヒキガエル、ニホンアカガエル、ヤマアカガエル、トノサマガエル、ツチガエル、カジカガ

エルの 8 種、汽水・淡水魚類では、スナヤツメ南方種、ニホンウナギ、オオウナギ、ハス、アブ

ラハヤ、イトモロコ、ドジョウ、ホトケドジョウ、ギギ、アカザ、サツキマス（アマゴ）、ミナ

ミメダカ、カマキリ、ドンコ、トビハゼ、チワラスボ、ウキゴリの 17 種、昆虫類では、コバネ

アオイトトンボ、モートンイトトンボ、ニホンカワトンボ、アオヤンマ、ミヤマサナエ、ムカシ

ヤンマ、トラフトンボ、コフキトンボ、フライソンアミメカワゲラ、タイワンクツワムシ、カヤ

キリ、ミツハシテングスケバ、アカエゾゼミ、ゴトウヒサゴナガカメムシ、ハマベツチカメムシ、

ミヤケミズムシ、コオイムシ、キバネセセリ、タイワンツバメシジミ、オオウラギンヒョウモン、

ツマグロキチョウ、メンガタスズメ、ニトベベッコウハナアブ、オオヒョウタンゴミムシ、ナミ

ハンミョウ、ゲンゴロウ、ミズスマシ、ガムシ、オオサカスジコガネ、アヤムネスジタマムシ、

オオダイルリヒラタコメツキ、ヤマトオサムシダマシ、クロサワヒメコバネカミキリ、モンスズ

メバチ等の 56 種が確認されている。 
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第 3.1-28 表  動物の重要な種（陸域）の選定基準 

選定根拠 

① 

「文化財保護法」（昭和 25 年法律

第 214 号、最終改正：平成 26 年 6

月 13 日）又は「和歌山県文化財保

護条例」（昭和 31 年和歌山県条例

第 40 号） 

・特天：特別天然記念物 

・天 ：天然記念物 

・県天：県指定天然記念物 

② 

「絶滅のおそれのある野生動植物の

種の保存に関する法律」（平成 4 年

法律第 75 号、最終改正：平成 29 年

6 月 2 日） 

・国内：国内希少野生動植物 

・国際：国際希少野生動植物 

③ 

「環境省レッドリスト 2018」（環境

省、平成 30 年） 

・ＥＸ ：絶滅（我が国ではすでに絶滅したと考えられる種） 

・ＥＷ ：野生絶滅（飼育・栽培下、あるいは自然分布域の明らか

に外側で野生化した状態でのみ存続している種） 

・ＣＲ＋ＥＮ：絶滅危惧Ｉ類（絶滅の危機に瀕している種） 

・ＣＲ ：絶滅危惧ＩＡ類（ごく近い将来における絶滅の危険性が

極めて高いもの） 

・ＥＮ ：絶滅危惧ＩＢ類（ＩＡ類ほどではないが、近い将来にお

ける絶滅の危険性が高いもの） 

・ＶＵ ：絶滅危惧Ⅱ類（絶滅の危険が増大している種） 

・ＮＴ ：準絶滅危惧（現時点では絶滅危険度は小さいが、生息条

件の変化によっては「絶滅危惧」に移行する可能性のあ

る種） 

・ＤＤ ：情報不足（評価するだけの情報が不足している種） 

・ＬＰ ：絶滅のおそれのある地域個体群（地域的に孤立している

個体群で、絶滅のおそれが高いもの） 

④ 

「和歌山版レッドデータブック

（2012 年改定版）」（和歌山県、平

成 24 年） 

・ＥＸ ：絶滅（県内ではすでに絶滅したと考えられる種：過去に

県内に生息、生育していたことが確認されているが、現

在では既に絶滅したと考えられる種） 

・ＣＲ＋ＥＮ：絶滅危惧Ｉ類（絶滅の危機に瀕している種：現在の状態

をもたらした圧迫要因が引き続き作用する場合、野生で

の存続が困難なもの） 

・ＣＲ ：絶滅危惧ＩＡ類（ごく近い将来における野生での絶滅の

危険性が極めて高いもの） 

・ＥＮ ：絶滅危惧ＩＢ類（ＩＡ類ほどではないが、近い将来にお

ける野生での絶滅の危険性が高いもの：絶滅危惧Ⅰ類に

相当するが、絶滅危惧ⅠＡ類の要件は満たさないもの）

・ＶＵ ：絶滅危惧Ⅱ類（絶滅の危機が増大している種：現在の状

態をもたらした圧迫要因が引き続き作用する場合、近い

将来絶滅危惧Ⅰ類のランクに移行することが確実と考え

られるもの） 

・ＮＴ ：準絶滅危惧（存続基盤が脆弱な種：現時点での絶滅危険

度は小さいが、生息条件の変化によっては絶滅危惧とし

て上位ランクに移行する可能性を有するもの） 

・ＤＤ ：情報不足（評価するだけの情報が不足している種：環境

条件の変化によって容易に絶滅危惧のカテゴリーに移行

し得る属性を有しているが、生息状況をはじめとして、

ランクを判定するに足る情報が得られていない） 

・ＳＩ ：学術的重要（分布または生態等の特性において学術的に

価値を有する種） 
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第 3.1-29 表  文献その他の資料による哺乳類の重要な種 

No. 目名 科名 種名 
選定基準 

① ② ③ ④ 

１ コウモリ目（翼手目） キクガシラコウモリ科 キクガシラコウモリ    NT 

２  ヒナコウモリ科 ユビナガコウモリ    NT 

３   テングコウモリ    DD 

４ ネズミ目（齧歯目） リス科 ニホンリス    NT 

５ ウシ目（偶蹄目） ウシ科 カモシカ 特天   NT 

計 3 目 4 科 5 種 1 種 0 種 0 種 5 種 

注：１．配列及び名称は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成 29 年度生物リスト」（河川環境データベ

ース 国土交通省、平成 29 年）に準拠した。 

  ２．選定基準及び原記載は、第 3.1-28 表に対応する。 

 

第 3.1-30 表(1)  文献その他の資料による鳥類の重要な種 

No. 目名 科名 種名 
選定基準 

① ② ③ ④ 

１ キジ目 キジ科 ウズラ VU EN 

２ キジ目 キジ科 ヤマドリ NT 

３ カモ目 カモ科 ヒシクイ 天 VU 

４ カモ目 カモ科 マガン 天 NT 

５ カモ目 カモ科 コクガン 天 VU 

６ カモ目 カモ科 ツクシガモ VU 

７ カモ目 カモ科 アカツクシガモ DD 

８ カモ目 カモ科 オシドリ DD NT 

９ カモ目 カモ科 トモエガモ VU VU 

10 カモ目 カモ科 アカハジロ DD 

11 ハト目 ハト科 シラコバト   EN  

12 コウノトリ目 コウノトリ科 コウノトリ 特天 国内 CR 

13 カツオドリ目 ウ科 ヒメウ EN 

14 ペリカン目 サギ科 サンカノゴイ EN 

15 ペリカン目 サギ科 ヨシゴイ NT VU 

16 ペリカン目 サギ科 オオヨシゴイ CR CR 

17 ペリカン目 サギ科 ミゾゴイ VU CR 

18 ペリカン目 サギ科 ササゴイ VU 

19 ペリカン目 サギ科 チュウサギ NT NT 

20 ペリカン目 サギ科 クロサギ VU 

21 ペリカン目 サギ科 カラシラサギ NT 

22   ヘラサギ   DD  

23 ペリカン目 トキ科 クロツラヘラサギ EN 

24 ツル目 ツル科 マナヅル  国際 VU  

25 ツル目 ツル科 ナベヅル  国際 VU VU 

26 ツル目 クイナ科 シマクイナ   EN  

27 ツル目 クイナ科 クイナ    NT 

28 ツル目 クイナ科 ヒクイナ   NT VU 

29 ヨタカ目 ヨタカ科 ヨタカ   NT CR 

30 アマツバメ目 アマツバメ科 アマツバメ    SI 

31 チドリ目 チドリ科 ケリ   DD  

32 チドリ目 チドリ科 イカルチドリ    NT 

33 チドリ目 チドリ科 シロチドリ   VU NT 

34 チドリ目 セイタカシギ科 セイタカシギ   VU  

35 チドリ目 シギ科 ヤマシギ    EN 
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第 3.1-30 表(2)  文献その他の資料による鳥類の重要な種 

No. 目名 科名 種名 
選定基準 

① ② ③ ④ 

36 チドリ目 シギ科 オオジシギ NT 

37 チドリ目 シギ科 オオソリハシシギ VU 

38 チドリ目 シギ科 コシャクシギ 国際 EN 

39 チドリ目 シギ科 ホウロクシギ 国際 VU 

40 チドリ目 シギ科 ツルシギ VU 

41 チドリ目 シギ科 アカアシシギ VU 

42   カラフトアオアシシギ  国内 CR  

43 チドリ目 シギ科 タカブシギ VU 

44 チドリ目 シギ科 ハマシギ NT 

45 チドリ目 タマシギ科 タマシギ VU EN 

46 チドリ目 ツバメチドリ科 ツバメチドリ VU 

47 チドリ目 カモメ科 ズグロカモメ VU 

48 チドリ目 カモメ科 ウミネコ 県天 SI 

49 チドリ目 カモメ科 コアジサシ VU EN 

50 チドリ目 カモメ科 エリグロアジサシ VU 

51  ウミスズメ科 ウミスズメ   CR  

52   カンムリウミスズメ 天  VU  

53 タカ目 ミサゴ科 ミサゴ NT NT 

54 タカ目 タカ科 ハチクマ NT NT 

55   オオワシ 天 国内 VU  

56 タカ目 タカ科 チュウヒ 国内 EN VU 

57 タカ目 タカ科 ハイイロチュウヒ NT 

58 タカ目 タカ科 ツミ NT 

59 タカ目 タカ科 ハイタカ NT NT 

60 タカ目 タカ科 オオタカ NT VU 

61 タカ目 タカ科 サシバ VU NT 

62 タカ目 タカ科 イヌワシ 天 国内 EN 

63 タカ目 タカ科 クマタカ  国内 EN EN 

64 フクロウ目 フクロウ科 オオコノハズク    VU 

65 フクロウ目 フクロウ科 コノハズク    EN 

66 フクロウ目 フクロウ科 フクロウ    VU 

67 フクロウ目 フクロウ科 アオバズク    VU 

68 フクロウ目 フクロウ科 コミミズク    EN 

69 ブッポウソウ目 カワセミ科 アカショウビン    EN 

70 ブッポウソウ目 カワセミ科 ヤマセミ    EN 

71 ブッポウソウ目 ブッポウソウ科 ブッポウソウ   EN CR 

72 キツツキ目 キツツキ科 アカゲラ    NT 

73 ハヤブサ目 ハヤブサ科 ハヤブサ  国内 VU VU 

74 スズメ目 サンショウクイ科 サンショウクイ   VU VU 

75 スズメ目 カササギヒタキ科 サンコウチョウ    VU 

76 スズメ目 モズ科 アカモズ   EN  

77 スズメ目 ツバメ科 コシアカツバメ    NT 

78  ムシクイ科 オオムシクイ   DD  

79   イイジマムシクイ   VU  

80 スズメ目 センニュウ科 マキノセンニュウ   NT  

81 スズメ目 センニュウ科 ウチヤマセンニュウ   EN VU 

82 スズメ目 センニュウ科 オオセッカ  国内 EN  

83 スズメ目 ヒタキ科 トラツグミ    NT 

84 スズメ目 ヒタキ科 クロツグミ    NT 

85 スズメ目 ヒタキ科 アカコッコ 天  EN  

86 スズメ目 ヒタキ科 コマドリ    EN 
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第 3.1-30 表(3)  文献その他の資料による鳥類の重要な種 

No. 目名 科名 種名 
選定基準 

① ② ③ ④ 

87 スズメ目 ヒタキ科 コルリ VU 

88 スズメ目 ヒタキ科 コサメビタキ    NT 

89 スズメ目 ヒタキ科 キビタキ    NT 

90 スズメ目 ホオジロ科 シマアオジ  国内 CR  

91 スズメ目 ホオジロ科 ノジコ NT 

92 スズメ目 ホオジロ科 コジュリン VU 

計 15 目 33 科 92 種 8 種 13 種 66 種 50 種

注：１．配列及び名称は「日本鳥類目録 改訂第７版」（日本鳥学会、平成 24 年）に準拠した。 

２．選定基準及び原記載は、第 3.1-28 表に対応する。 

 

第 3.1-31 表  文献その他の資料による爬虫類の重要な種 

No. 目名 科名 種名 
選定基準 

① ② ③ ④ 

１ イシガメ科 イシガメ属 ニホンイシガメ   NT 

計 1 目 1 科 1 種 0 種 0 種 1 種 0 種 

注：１．配列及び名称は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成 29 年度生物リスト」（河川環境データベ

ース 国土交通省、平成 29 年）に準拠した。 

２．選定基準及び原記載は、第 3.1-28 表に対応する。 

 

第 3.1-32 表  文献その他の資料による両生類の重要な種 

No. 目名 科名 種名 
選定基準 

① ② ③ ④ 

１ 有尾目 サンショウウオ科 カスミサンショウウオ VU VU 

２ 有尾目 イモリ科 アカハライモリ NT NT 

３ 無尾目 ヒキガエル科 ニホンヒキガエル NT 

４ 無尾目 アカガエル科 ニホンアカガエル CR+EN

５ 無尾目 アカガエル科 ヤマアカガエル NT 

６ 無尾目 アカガエル科 トノサマガエル NT NT 

７ 無尾目 アカガエル科 ツチガエル NT 

８ 無尾目 アオガエル科 カジカガエル NT 

計 2 目 5 科 8 種 0 種 0 種 3 種 8 種

注：１．配列及び名称は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成 29 年度生物リスト」（河川環境データベ

ース 国土交通省、平成 29 年）に準拠した。 

２．選定基準及び原記載は、第 3.1-28 表に対応する。 
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第 3.1-33 表  文献その他の資料による汽水・淡水魚類の重要な種 

No. 目名 科名 種名 
選定基準 

① ② ③ ④ 

１ ヤツメウナギ目 ヤツメウナギ科 スナヤツメ南方種 VU CR+EN

２ ウナギ目 ウナギ科 ニホンウナギ EN 

３ ウナギ目 ウナギ科 オオウナギ NT 

４ コイ目 コイ科 ハス VU 

５ コイ目 コイ科 アブラハヤ SI 

６ コイ目 コイ科 イトモロコ NT 

７ コイ目 ドジョウ科 ドジョウ NT NT 

８ コイ目 ドジョウ科 ホトケドジョウ EN 

９ ナマズ目 ギギ科 ギギ NT 

10 ナマズ目 アカザ科 アカザ VU VU 

11 サケ目 サケ科 サツキマス（アマゴ） NT CR+EN

12 ダツ目 メダカ科 ミナミメダカ VU VU 

13 カサゴ目 カジカ科 カマキリ VU CR+EN

14 スズキ目 ドンコ科 ドンコ NT 

15 スズキ目 ハゼ科 トビハゼ NT NT 

16 スズキ目 ハゼ科 チワラスボ EN VU 

17   ウキゴリ NT 

計 8 目 11 科 17 種 0 種 0 種 11 種 14 種

注：１．配列及び名称は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成 29 年度生物リスト」（河川環境データベ

ース 国土交通省、平成 29 年）に準拠した。 

２．選定基準及び原記載は、第 3.1-28 表に対応する。 

 

第 3.1-34 表(1)  文献その他の資料による昆虫類の重要な種 

No. 目名 科名 種名 
選定基準 

① ② ③ ④ 

１ トンボ目 アオイトトンボ科 コバネアオイトトンボ EN CR+EN

２ （蜻蛉目） アオイトトンボ科 オツネントンボ NT 

３ イトトンボ科 モートンイトトンボ NT NT 

４ イトトンボ科 オオイトトンボ NT 

５ カワトンボ科 ニホンカワトンボ NT 

６ ヤンマ科 アオヤンマ NT CR+EN

７ サナエトンボ科 ミヤマサナエ NT 

８ サナエトンボ科 キイロサナエ NT VU 

９ サナエトンボ科 タベサナエ NT 

10 サナエトンボ科 フタスジサナエ NT NT 

11 ムカシヤンマ科 ムカシヤンマ NT 

12 エゾトンボ科 トラフトンボ NT 

13 エゾトンボ科 ハネビロエゾトンボ VU NT 

14 トンボ科 コフキトンボ NT 

15 トンボ科 キトンボ NT 

16 トンボ科 ナニワトンボ VU NT 

17 トンボ科 マイコアカネ NT 

18 トンボ科 ミヤマアカネ NT 

19 トンボ科 タイリクアカネ NT 

20 
カワゲラ目 

（セキ翅目） 

アミメカワゲラ科 フライソンアミメカワ

ゲラ   
NT 
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第 3.1-34 表(2)  文献その他の資料による昆虫類の重要な種 

No. 目名 科名 種名 
選定基準 

① ② ③ ④ 

21 バッタ目 クツワムシ科 タイワンクツワムシ NT 

22 （直翅目） キリギリス科 カヤキリ NT 

23 カメムシ目 テングスケバ科 ミツハシテングスケバ NT 

24 （半翅目） セミ科 アカエゾゼミ    VU 

25  ナガカメムシ科 
ゴトウヒサゴナガカメ

ムシ 
   SI 

26 ツチカメムシ科 ハマベツチカメムシ NT 

27 カメムシ目（半翅 ミズムシ（昆）科 ミヤケミズムシ NT VU 

28 カメムシ目（半翅 コオイムシ科 コオイムシ NT NT 

29 カメムシ目（半翅 コオイムシ科 タガメ VU CR+EN

30 チョウ目 セセリチョウ科 キバネセセリ EX 

31 （鱗翅目）  オオチャバネセセリ    VU 

32 シジミチョウ科 タイワンツバメシジミ EX 

33   ウラナミアカシジミ    NT 

34 
 

シジミチョウ科 

クロツバメシジミ中国

地方・四国・九州内陸

亜種 
  

NT VU 

35   シルビアシジミ   EN  

36 
 タテハチョウ科 オオウラギンヒョウモ

ン   
CR EX 

37 チョウ（鱗翅目） タテハチョウ科 クモガタヒョウモン    NT 

38 チョウ目（鱗翅目 シロチョウ科 ツマグロキチョウ   EN NT 

39 チョ目（鱗翅目） スズメガ科 メンガタスズメ    NT 

40 
ハエ目（双翅目） ハナアブ科 ニトベベッコウハナア

ブ 
   NT 

41 
コウチュウ目（鞘翅目） オサムシ科 オオヒョウタンゴミム

シ 
  NT CR+EN

42 ュ ハンミョウ科 ナミハンミョウ    NT 

43 コウチュウ目（ ゲンゴロウ科 ゲンゴロウ   VU CR+EN

44   ケシゲンゴロウ   NT  

45 コウチュウ目（ ゲンゴロウ科 マルチビゲンゴロウ   NT DD 

46 コウチュウ目（鞘 ミズスマシ科 ミズスマシ   VU  

47 コウチュウ目（鞘 ガムシ科 ガムシ   NT NT 

48 コウチュウ目（鞘 コガネムシ科 オオサカスジコガネ    NT 

49 コウチュウ目（鞘 コガネムシ科 シロスジコガネ    NT 

50 コウチュウ目（ タマムシ科 アヤムネスジタマムシ    CR+EN

51 コウチュウ目（鞘 タマムシ科 クロマダラタマムシ    NT 

52 コウチュウ目（鞘 コメツキムシ科 
オオダイルリヒラタコ

メツキ 
   VU 

53  ゴミムシダマシ科 ヤマトオサムシダマシ   NT CR+EN

54  
カミキリムシ科 クロサワヒメコバネカ

ミキリ 
   VU 

55 コウチュウ目（） ゾウムシ科 
オオホソコバネカミキ

リ 
   NT 

56 ハチ目（膜翅目） スズメバチ科 モンスズメバチ   DD  

計 8 目 34 科 56 種 0 種 0 種 24 種 50 種

注：１．配列及び名称は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成 29 年度生物リスト」（河川環境データベ

ース 国土交通省、平成 29 年）に準拠した。 

２．選定基準及び原記載は、第 3.1-28 表に対応する。 
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(3) 動物（陸域）の注目すべき生息地 

事業実施想定区域及びその周囲において、動物（陸域）の注目すべき生息地は第 3.1-35 表に

示す海猫の繁殖地である美浜町弁天島が存在する。 

 

(4) 動物（陸域）の天然記念物 

事業実施想定区域及びその周囲において、動物（陸域）の天然記念物は第 3.1-27 図に示す和

歌山県指定の「海猫及び海猫繁殖地 弁天島」が存在する。 

 

第 3.1-35 表  注目すべき生息地及び天然記念物（動物（陸域）関係） 

市町 指定 名称 指定年月日 所在地 

美浜町 県 海猫及び海猫繁殖地 弁天島 昭和 33 年 4 月 1 日 美浜町西浜海岸 

〔「わかやま文化財ガイド」（和歌山県文化遺産活用活性化委員会HP、閲覧：平成 30 年 10 月）より作成 〕 
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第 3.1-27 図  天然記念物等の位置（動物） 
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2. 植物の生育及び植生の状況（陸域） 

植物相及び植生の状況は、当該地域の自然特性を勘案し、事業実施想定区域及びその周囲を対

象に、第 3.1-36 表に示す文献その他の資料等により整理した。 

 

第 3.1-36 表  文献その他の資料による調査範囲、調査対象（陸域植物） 

文献名 調査範囲 調査対象 

「御坊市史」（御坊市、昭和 56 年） 御坊市 植物相 

「日高町誌」（日高町、昭和 52 年） 日高町 植物相 

「美浜町史」（美浜町、昭和 63 年） 美浜町 植物相 

「保全上重要なわかやまの自然－和歌山県レ

ッドデータブック【2012 改定版】－」（和歌

山県、平成 24 年） 

御坊市、日高町及び美浜町 植物相 

「第２回自然環境保全基礎調査 特定植物群

落一覧表（全国版）」（環境庁、昭和 54

年） 

事業実施想定区域及びその周囲 巨樹・巨木 

「第３回自然環境保全基礎調査 特定植物群

落一覧表（全国版）」（環境庁、昭和 63

年） 

事業実施想定区域及びその周囲 植生 

「第５回自然環境保全基礎調査 特定植物群

落一覧表（全国版）」（環境庁、平成 12

年） 

事業実施想定区域及びその周囲で確

認された種を対象とした。 
植生 

「第４回自然環境保全基礎調査 日本の巨

樹・巨木林 近畿版」（環境庁、平成 3 年）
事業実施想定区域及びその周囲 巨樹・巨木 

「1/2.5 万現存植生図（和歌山県）のGISデー

タ」（環境省生物多様性センターHP、閲覧：

平成 30 年 10 月） 

事業実施想定区域及びその周囲 植生 

「自然環境調査Web-GIS 巨樹・巨木林」

（環境省HP、閲覧：平成 30 年 10 月） 
事業実施想定区域及びその周囲 巨樹・巨木 

「植物群落レッドデータ・ブック」（NACS-

J.WWFJapan、平成 8 年） 
事業実施想定区域及びその周囲 植生 

「わかやま文化財ガイド」（和歌山県文化遺

産活用活性化委員会HP、閲覧：平成 30 年 10

月） 

事業実施想定区域及びその周囲  

「国指定文化財データベース」（文化庁HP、

閲覧：平成 30 年 10 月） 
事業実施想定区域及びその周囲  

「御坊市指定文化財」（御坊市HP、閲覧：平

成 30 年 10 月） 
事業実施想定区域及びその周囲  

｢日高町文化財一覧｣（日高町教育委員会資

料、平成 30 年） 
事業実施想定区域及びその周囲  

｢美浜町文化財一覧｣（美浜町教育委員会資

料、平成 30 年） 
事業実施想定区域及びその周囲  
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(1) 植物相（陸域）の概要 

事業実施想定区域及びその周囲の植物相の概要は第 3.1-37 表のとおり、維管束植物（シダ植

物及び種子植物）145 科 828 種が確認されている。 

 

第 3.1-37 表  植物相（陸域）の概要 

分類 主な確認種 

シダ植物    

マツバラン、ヒカゲノカズラ、スギナ、コヒロハハナヤス

リ、ゼンマイ、コシダ、カニクサ、フモトシダ、ホラシノ

ブ、タチシノブ、オオバノイノモトソウ、トラノオシダ、シ

シガシラ、イタチシダ、ミゾシダ、メシダ、イワヒトデ、デ

ンジソウ等 

（18 科 48 種）

種子植物 

裸子植物   

ソテツ、イチョウ、アイグロマツ、キトゴヨウマツ、モミ、

ヒマラヤスギ、アカマツ、クロマツ、ツガ、スギ、コウヤマ

キ、ヒノキ、ヒムロ、ネズミサシ、メタセコイア、イブキ、

ネズ、イヌマキ、ナギ 

（6 科 19 種）

被子植物 

双子葉類 

離弁花類

ヤマモモ、オニグルミ、ワヤナギ、ハンノキ、カシ、ムクノ

キ、ヒメイタビカズラ、オニヤブマオ、ヤマモガシ、カナビ

キソウ、ヒノキバヤドリ、ミズヒキ、イカダカズラ、ツル

ナ、スベリヒユ、ハコベ、ホコガタアカザ、イノコヅチ、タ

イサンボク、サネカズラ、カゴノキ、ヒメウズ、ナンテン、

アケビ、アオツヅラフジ、ハス、マツモ、ドクダミ、フウト

ウカズラ、アツミカンアオイ、ヤブツバキ、オトギリソウ、

イシモチソウ、キケマン、ナズナ、イスノキ、コモチマンネ

ングサ、ウツギ、セイヨウスグリ、トベラ、サクラ、ハギ、

ハナカタバミ、アメリカフウロ、エノキグサ、ヒメユズリ

ハ、マツカゼソウ、シンジュ、センダン、ヒメハギ、ヌル

デ、トウカエデ、ムクロジ、ヤマビワ、イヌツゲ、ツルウメ

モドキ、ゴンズイ、クマヤナギ、ヤブガラシ、ホルトノキ、

ハマボウ、アオギリ、コガンピ、オオバグミ、クスドイゲ、

ナガバタチツボスミレ、キブシ、スズメウリ、サルスベリ、

ユーカリ、アカバナ、ホザキノフサモ、アオキ、タラノキ、

ウシノミツバ、ザクロ等 

（76 科 342 種）

合弁花類

イチヤクソウ、ミヤコツツジ、マンリョウ、オカトラノオ、

カキノキ、ミミズバイ、オリーブ、ハルリンドウ、アサザ、

スズメノオゴケ、イヨカズラ、ヤマムグラ、コヒルガオ、ハ

ナイバナ、ムラサキシキブ、コバノタツナミ、フユサンゴ、

アゼナ、ノウゼンカズラ、オギノツメ、タヌキモ、ハエドク

ソウ、オオバコ、スイカズラ、オミナエシ、ツリガネニンジ

ン、ヤマシロギク等 

（27 科 205 種）

単子葉類  

オモダカ、オオカナダモ、イトモ、タマノカンザシ、アオノ

リュウゼツラン、ハマオモト、トコロ、ヒオウギ、イ、ツユ

クサ、カズノコグサ、シュロ、マムシグサ、アオウキクサ、

ヒメガマ、アイバソウ、クマタケラン、ギンラン等 

（18 科 214 種）

合計 145 科 828 種 

「美浜町史」（美浜町、昭和 63 年） 

「御坊市史」（御坊市、昭和 56 年） 

「日高町誌」（日高町、昭和 52 年）より作成 
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(2) 植生（陸域）の概要 

事業実施想定区域及びその周囲の現存植生図は第 3.1-28 図のとおりである。 

事業実施想定区域及びその周囲は、ヤブツバキクラス域代償植生であるタブノキ－ヤブニッケ

イ二次林、ウバメガシ二次林等が分布し、海岸沿いではヤブツバキクラス域自然植生であるトベ

ラ－ウバメガシ群集が分布している。また、海岸沿いは自然裸地の背景にアカマツ、クロマツ植

林が分布している。 
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第 3.1-28 図  文献その他の資料による現存植生図 
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(3) 植物の重要な種及び重要な群落（陸域） 

植物の重要な種の選定基準は第 3.1-38 表のとおりである。文献その他の資料により確認され

た植物の重要な種（陸域）は第 3.1-39 表のとおりである。 

事業実施想定区域及びその周囲では、マツバラン、オシダ、デンジソウ、イブキ、アコウ、サ

デクサ、ヒツジグサ、イシモチソウ、ハチジョウイチゴ、ハマボウ、ハイノキ、アサザ、タチカ

モメヅル、ハクチョウゲ、ノアサガオ、ムラサキ、ジュウニヒトエ、マルバハダカホオズキ、イ

ヌノフグリ、タヌキモ、オミナエシ、ツルギキョウ、オオハマグルマ、セキショウモ、イトモ、

キキョウラン、ハマオモト、ウキシバ、キノクニスゲ、ギンラン等、53 種の重要な植物種が確

認されている。 

また、重要な植物群落（陸域）は第 3.1-40 表及び第 3.1-29 図に示すとおりである。事業実施

想定区域及びその周囲に「アコウ個体群」、「海跡池沼植物群落」、「三尾海岸オオハグルマ群

落」、「三尾のノアサガオ群落」、「煙樹ヶ浜松林」等が存在する。 
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第 3.1-38 表(1)  植物の重要な種（陸域）の選定基準 

選定根拠 

① 

「文化財保護法」（昭和 25 年法律

第 214 号、最終改正：平成 26 年 6

月 13 日）又は「和歌山県文化財保

護条例」（昭和 31 年和歌山県条例

第 40 号） 

・特天：特別天然記念物 

・天 ：天然記念物 

・県天：県指定天然記念物 

② 

「絶滅のおそれのある野生動植物の

種の保存に関する法律」（平成 4 年

法律第 75 号、最終改正：平成 29 年

6 月 2 日） 

・国内：国内希少野生動植物 

・国際：国際希少野生動植物 

③ 

「環境省レッドリスト 2018」（環境

省、平成 30 年） 

・ＥＸ ：絶滅（我が国ではすでに絶滅したと考えられる種） 

・ＥＷ ：野生絶滅（飼育・栽培下、あるいは自然分布域の明らかに外側で野生

化した状態でのみ存続している種） 

・ＣＲ＋ＥＮ：絶滅危惧Ｉ類（絶滅の危機に瀕している種） 

・ＣＲ ：絶滅危惧ＩＡ類（ごく近い将来における絶滅の危険性が極めて高いも

の） 

・ＥＮ ：絶滅危惧ＩＢ類（ＩＡ類ほどではないが、近い将来における絶滅の危

険性が高いもの） 

・ＶＵ ：絶滅危惧Ⅱ類（絶滅の危険が増大している種） 

・ＮＴ ：準絶滅危惧（現時点では絶滅危険度は小さいが、生息条件の変化によ

っては「絶滅危惧」に移行する可能性のある種） 

・ＤＤ ：情報不足（評価するだけの情報が不足している種） 

・ＬＰ ：絶滅のおそれのある地域個体群（地域的に孤立している個体群で、絶

滅のおそれが高いもの） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 

和歌山版レッドデータブック（2012

年改定版）」（和歌山県、平成 24

年） 

・ＥＸ ：絶滅（県内ではすでに絶滅したと考えられる種：過去に県内に生息、

生育していたことが確認されているが、現在では既に絶滅したと考え

られる種） 

・ＣＲ＋ＥＮ：絶滅危惧Ｉ類（絶滅の危機に瀕している種：現在の状態をもたらした

圧迫要因が引き続き作用する場合、野生での存続が困難なもの） 

・ＣＲ ：絶滅危惧ＩＡ類（ごく近い将来における野生での絶滅の危険性が極め

て高いもの） 

・ＥＮ ：絶滅危惧ＩＢ類（ＩＡ類ほどではないが、近い将来における野生での

絶滅の危険性が高いもの：絶滅危惧Ⅰ類に相当するが、絶滅危惧ⅠＡ

類の要件は満たさないもの） 

・ＶＵ ：絶滅危惧Ⅱ類（絶滅の危機が増大している種：現在の状態をもたらし

た圧迫要因が引き続き作用する場合、近い将来絶滅危惧Ⅰ類のランク

に移行することが確実と考えられるもの） 

・ＮＴ ：準絶滅危惧（存続基盤が脆弱な種：現時点での絶滅危険度は小さい

が、生息条件の変化によっては絶滅危惧として上位ランクに移行する

可能性を有するもの） 

・ＤＤ ：情報不足（評価するだけの情報が不足している種：環境条件の変化に

よって容易に絶滅危惧のカテゴリーに移行し得る属性を有している

が、生息状況をはじめとして、ランクを判定するに足る情報が得られ

ていない） 

・ＳＩ ：学術的重要（分布または生態等の特性において学術的に価値を有する

種） 

 

 ・植物群落 

・A ：原生林もしくはそれに近い自然林 

・B ：国内若干地域に分布するが、極めて希な植物群落または個体群 

・C ：比較的普通に見られるものであても、南限、北限、隔離分布等、分布限

界になる産地にみられる。植物群落または個体群 

・D ：砂丘、断崖地、塩沼地、湖沼、河川、湿地、高山、石灰岩地及び蛇紋岩

地等の特殊な立地に特有な植物群落または個体群で、その群落の特徴が

典型的なもの 

・E ：郷土景観を代表する植物群落で、とくにその群落の特徴が典型的なもの 

・F ：過去において人工的に栽培されたことが明らかな森林であっても、長期

にわたって伐採等の手がはいっていないもの。 

・G ：乱獲その他人為の影響によって、当該都道府県内で極端に少なくなるお

それのある植物群落または個体群 

・H ：その他、学術上重要な植物群落または個体群 
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第 3.1-38 表(2)  植物の重要な種（陸域）の選定基準 

選定根拠 

⑤ 

「植物群落レッドデータ・ブック」

（NACS-J.WWF Japan、平成 8 年）の掲載種 

・植物群落 

ランク１：要注意、 ランク２：破壊の危機 

ランク３：対策必要、ランク４：緊急に対策必要 

⑥ 

「第２回自然環境保全基礎調査（緑の国勢

調査）特定植物群落調査報告書 日本の重

要な植物群落の分布 全国版」（環境庁、

昭和 57 年）、「第３回自然環境保全基礎

調査 特定植物群落調査報告書 全国版」

（環境庁、昭和 63 年）、「第５回 自然

環境保全基礎調査 特定植物群落調査報告

書」（環境庁、平成 12 年）の掲載種 

 

・特定植物群落 

Ａ：原生林もしくはそれに近い自然林 

Ｂ：国内若干地域に分布するが、極めて稀な植物群落または個体群 

Ｃ：比較的普通に見られるものであっても、南限・北限・隔離分布など分

布限界になる産地に見られる植物群落または個体群 

Ｄ：砂丘、断崖地、塩沼地、湖沼、河川、湿地、高山、石灰岩地などの特

殊な立地に特有な植物群落または個体群で、その群落の特徴が典型的

なもの 

Ｅ：郷土景観を代表する植物群落で、特にその群落の特徴が典型的なもの

Ｆ：過去において人工的に植栽されたことが明らかな森林であっても、長

期にわたって伐採などの手が入っていないもの 

Ｇ：乱獲、その他人為の影響によって、当該都道府県内で極端に少なくな

るおそれのある植物群落または個体群 

Ｈ：その他、学術上重要な植物群落 
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第 3.1-39 表(1)  文献その他の資料による植物の重要な種（陸域） 

No. 分類群 科名 種名 
選定基準 

① ② ③ ④ 

１ シダ植物 マツバラン科 マツバラン   NT VU 

２ シダ植物 オシダ科 オシダ    CR 

３ 裸子植物 デンジソウ科 デンジソウ   VU CR 

４ 離弁花類 ヒノキ科 イブキ    NT 

５ 離弁花類 クワ科 アコウ    NT 

６ 離弁花類 タデ科 サデクサ    CR 

７ 離弁花類 スイレン科 ヒツジグサ    NT 

８ 離弁花類 モウセンゴケ科 イシモチソウ   NT EN 

９ 離弁花類 バラ科 ハチジョウイチゴ    NT 

10 離弁花類 アオイ科 ハマボウ    NT 

11 合弁花類 ハイノキ科 ハイノキ    VU 

12 合弁花類 ミツガシワ科 アサザ   NT EN 

13 合弁花類 ガガイモ科 タチカモメヅル    NT 

14 合弁花類 ガガイモ科 キジョラン    NT 

15 合弁花類 アカネ科 ハクチョウゲ   EN  

16 合弁花類 ヒルガオ科 ノアサガオ    EN 

17 合弁花類 ムラサキ科 ムラサキ   EN EX 

18 合弁花類 シソ科 ジュウニヒトエ    EN 

19 合弁花類 シソ科 ニシキゴロモ    EN 

20 合弁花類 シソ科 キセワタ   VU  

21 合弁花類 シソ科 コナミキ   VU CR 

22 合弁花類 ナス科 マルバハダカホオズキ    CR 

23 合弁花類 ナス科 メジロホオズキ    VU 

24 合弁花類 ゴマノハグサ科 イヌノフグリ   VU VU 

25 合弁花類 ゴマノハグサ科 カワヂシャ   NT NT 

26 合弁花類 タヌキモ科 タヌキモ   NT  

27 合弁花類 オミナエシ科 オミナエシ    NT 

28 合弁花類 キキョウ科 ツルギキョウ   VU VU 

29 合弁花類 キキョウ科 キキョウ   VU NT 

30 合弁花類 キク科 オオハマグルマ    EN 

31 合弁花類 キク科 キノクニシオギク    NT 

32 合弁花類 キク科 タイキンギク   NT NT 

33 合弁花類 キク科 ウラギク   NT VU 

34 合弁花類 キク科 フジバカマ   NT  

35 合弁花類 キク科 サワオグルマ    VU 

36 合弁花類 キク科 クマノギク    VU 

37 合弁花類 キク科 オナモミ   VU EX 

38 単子葉類 トチカガミ科 セキショウモ    NT 

39 単子葉類 ヒルムシロ科 イトモ   NT NT 

40 単子葉類 ヒルムシロ科 コバノヒルムシロ   VU CR 

41 単子葉類 ヒルムシロ科 ササバモ    NT 

42 単子葉類 ユリ科 キキョウラン    NT 

43 単子葉類 ユリ科 キバナノアマナ    CR 

44 単子葉類 ユリ科 カノコユリ   VU  

45 単子葉類 ユリ科 ヤマカシュウ    NT 

46 単子葉類 ヒガンバナ科 ハマオモト    EN 

47 単子葉類 イネ科 ウキシバ    NT 

48 単子葉類 イネ科 オニシバ    EN 

49 単子葉類 カヤツリグサ科 キノクニスゲ   NT NT 

50 単子葉類 ラン科 ギンラン    EN 
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第 3.1-39 表(2)  文献その他の資料による植物の重要な種（陸域） 

No. 分類群 科名 種名 
選定基準 

① ② ③ ④ 

51 単子葉類 ラン科 キンラン   VU VU 

52 単子葉類 ラン科 クマガイソウ   VU EN 

53 単子葉類 ラン科 アキザキヤツシロラン    VU 

計 - 30 科 53 種 0 種 0 種 17 種 37 種

注：１．配列及び名称は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成 29 年度生物リスト」（河川環

境データベース 国土交通省、平成 29 年）に準拠した。 

  ２．選定基準及び原記載は、第 3.1-38 表に対応する。 

 

第 3.1-40 表  重要な植物群落（陸域） 

所在市町 名称 
選定基準 

④ ⑤ ⑥ 

日高町、美浜

町、御坊市 
西部海岸地域のアコウ個体群 ＣＥ ３ Ｃ 

日高町 蟻島のタブノキ林 Ａ ２ Ａ 

御霊神社のイヌマキ林 Ｆ  Ｆ 

阿尾の湿地植生 Ｄ ２、３ Ｄ 

美浜町 日ノ山ウバメガシ海岸 Ｄ ２ Ｄ 

龍王神社の社寺林 Ｅ １ Ｅ 

煙樹ヶ浜の松林 Ｆ ３ Ｆ 

松原王子神社の社寺林 Ｅ  Ｅ 

三尾海岸オオハグルマ群落  ３ ＣＤ 

三尾のノアサガオ群落  ３ Ｃ 

水薮遺跡のモチノキ林  ２ Ｅ 

御坊市 日高川河口の湿地植生 Ｄ  Ｄ 

注：選定基準は、第 3.1-38 表に対応する。 

「和歌山版レッドデータブック（2012 年改定版）」（和歌山県、平成 24 年） 

「第２回自然環境保全基礎調査 特定植物群落一覧表（全国版）」（環境庁、昭和 54 年） 

「第３回自然環境保全基礎調査 特定植物群落一覧表（全国版）」（環境庁、昭和 63 年） 

「第５回自然環境保全基礎調査 特定植物群落一覧表（全国版）」（環境庁、平成 12 年） 

「植物群落レッドデータ・ブック」（NACS-J.WWFJapan、平成 8 年）      より作成 
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第 3.1-29 図  重要な植物群落（陸域） 
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(4) 巨樹・巨木林、天然記念物 

事業実施想定区域及びその周囲の植物に係る天然記念物は第 3.1-41 表及び第 3.1-30 図に示す

とおりである。また、巨樹・巨木林は第 3.1-42 表及び第 3.1-31 図に示すとおりである。 

事業実施想定区域及びその周囲には、県指定が 5、市指定が 1、町指定が 6 の計 12 の植物に係

る天然記念物が分布している。また、「第４回自然環境保全基礎調査 巨樹・巨木林 近畿版」

（環境庁、平成 3 年）によると、樹林が 10、単木が 27、並木が 4 の計 41 の巨樹・巨木林が分布

している。 

 

第 3.1-41 表  天然記念物（植物関係） 

No. 市 指定 名称 指定年月日 所在地 

１ 日高町 町 イヌマキの純林 昭和53年 5月 1日 日高町大字小浦 174 

２ 日高町 町 誓願寺のイブキ 昭和48年 6月 9日 日高町大字小中 1147 

３ 日高町 町 玉置邦太郎宅クスノキ 昭和48年 6月 9日 日高町大字高家 

４ 日高町 町 ナギの巨木 昭和53年 5月 1日 日高町大字産湯 168 

５ 日高町 町 産湯の榕樹 昭和48年 6月 9日 日高町大字産湯 150 

６ 美浜町 県 姥目の老樹 
昭和33年 4月 1日

平成18年 5月 9日
美浜町和田 

７ 美浜町 県 龍王神社のアコウ 昭和43年 4月16日 美浜町三尾 

８ 美浜町 町 龍王神社の社叢 昭和51年 6月 1日 美浜町三尾 

９ 美浜町 県 松原王子神社の社叢 昭和46年 3月22日 美浜町吉原 

10 御坊市 県 日高別院の公孫樹 昭和33年 4月 1日 御坊市御坊 

11 御坊市 市 ハマボウ（浜朴）の群生 昭和43年 4月24日 御坊市塩屋町北塩谷 

12 御坊市 県 光専寺の柏槙 昭和33年 4月 1日 御坊市塩屋町 

「わかやま文化財ガイド」（和歌山県文化遺産活用活性化委員会HP、閲覧：平成 30 年 10 月） 

「御坊市 天然記念物」（御坊市HP、閲覧：平成 30 年 10 月） 

「美浜町 指定文化財目録」（美浜町教育委員会資料、平成 30 年 3 月） 

「日高町 指定文化財目録」（美浜町教育委員会資料、平成 30 年 3 月）      より作成 
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第 3.1-30 図  天然記念物等の位置（植物関係） 
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第 3.1-42 表  巨樹・巨木林 

No. 樹種 区分 幹周(cm) 樹高(m) 所在地 

１ 
エノキ 樹林 374 17.5 

御坊市古田春三方 
クスノキ 樹林 363 20.0 

２ ツブラジイ 単木 430 25.0 御坊市穴そう場 

３ クスノキ 単木 800 19.0 御坊市小松原（湯川神社） 

４ クスノキ 単木 320 19.0 御坊市小松原（湯川神社） 

５ イチョウ 単木 478 23.0 御坊市御坊別院 

６ イチョウ 単木 370 15.0 御坊市源行寺 

７ 

クスノキ 樹林 459 22.0 

御坊市北塩屋（塩屋王子） ヤマモモ 樹林 371 19.0 

クスノキ 樹林 505 20.0 

８ クスノキ 単木 435 22.0 御坊市北塩屋（塩屋王子） 

９ イブキ 単木 327 15.0 御坊市森岡（西福寺） 

10 イブキ 単木 620 15.0 御坊市光専寺 

11 

クスノキ 樹林 334 22.0 

美浜町松原，王子神社 

クスノキ 樹林 347 25.0 

クスノキ 樹林 367 25.0 

クスノキ 樹林 343 24.0 

ウバメガシ 樹林 357 16.0 

12 クスノキ 単木 310 14.0 美浜町和田小学校 

13 クスノキ 単木 348 14.0 美浜町和田小学校 

14 ウバメガシ 単木 508 11.5 美浜町和田御崎神社 

15 ウバメガシ 単木 342 10.0 美浜町和田御崎神社境内 

16 アコウ 単木 387 11.5 美浜町和田龍王神社 

17 アコウ 単木 879  6.0 美浜町三尾龍王神社境内 

18 ムクノキ 単木 310 13.2 日高町原谷 

19 クスノキ 単木 394 20.5 日高町内原王子 

20 クスノキ 単木 626 14.0 日高町高家 

21 クスノキ 単木 342 16.0 日高町小浦 

22 クスノキ 単木 321 14.0 日高町小浦 

23 イブキ 単木 482 15.0 日高町小中（誓願寺） 

24 アコウ 単木 551 12.4 日高町津久野 

25 

アコウ 並木 543 11.0 

日高町比井 
アコウ 並木 562 11.5 

アコウ 並木 421  8.4 

アコウ 並木 314  6.5 

26 アコウ 単木 604  8.4 日高町比井 

27 アコウ 単木 554 10.5 日高町比井 

28 アコウ 単木 572 12.5 日高町比井 

29 アコウ 単木 475  8.2 日高町比井 

30 アコウ 単木 870 14.8 日高町産湯 

31 アコウ 単木 1112 13.5 日高町産湯 

「第４回自然環境保全基礎調査 巨樹・巨木林 近畿版」（環境庁、平成 3 年） 

「自然環境調査Web-GIS 巨樹・巨木林」（環境省HP、閲覧：平成 30 年 10 月）より作成 
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第 3.1-31 図  巨樹・巨木の位置 
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3. 動物の生息の状況（海域） 

海域動物の生息状況は、当該地域の自然特性を勘案して事業実施想定区域及びその周囲を対象

に、第 3.1-43 表に示す文献その他の資料等により整理した。 

 

第 3.1-43 表 文献その他資料一覧（海域動物） 

番号 資料名 調査項目 調査範囲及び調査対象種 

① 

「海棲哺乳類ストランディングデータ

ベース」（国立科学博物館HP、閲覧：

平成 30 年 10 月） 

海棲哺乳類 
御坊市、日高町及び美浜町に分布該当した

種を対象とした。 

② 

「第４回動植物分布調査－自然環境調

査 Web-GIS－」（環境省生物多様性セ

ンターHP、閲覧：平成 30 年 10 月） 

海棲爬虫類 
事業実施想定区域及びその周囲で確認され

た種を対象とした。 

③ 

「第５回動植物分布調査－自然環境調

査 Web-GIS－」（環境省生物多様性セ

ンターHP、閲覧：平成 30 年 10 月） 

海棲爬虫類 
事業実施想定区域及びその周囲で確認され

た種を対象とした。 

④ 

「第５回自然環境保全基礎調査 浅海

域生態系調査（ウミガメ調査）報告

書」（環境省、平成 14 年） 

海棲爬虫類 
御坊市、日高町及び美浜町に分布該当した

種を対象とした。 

⑤ 

「保全上重要なわかやまの自然－和歌

山県レッドデータブック【2012 改定

版】－」（和歌山県、平成 24 年） 

海棲爬虫類 
御坊市、日高町及び美浜町に分布該当した

種を対象とした。 

⑥ 「御坊市史」（御坊市、昭和 56 年） 

海棲爬虫類、 

魚類、 

無脊椎動物（潮

間帯生物、底生

生物） 

御坊市に分布該当した種を対象とした。 

⑦ 「日高町誌」（日高町、昭和 52 年） 

海棲哺乳類、 

海棲爬虫類、 

魚類、 

無脊椎動物（潮

間帯生物、底生

生物） 

日高町に分布該当した種を対象とした。 

⑧ 「美浜町史」（美浜町、昭和 63 年） 

海棲爬虫類、 

魚類、 

無脊椎動物（潮

間帯生物、底生

生物） 

美浜町に分布該当した種を対象とした。 

⑨ 

「御坊市名田海岸の岩礁生物 1～5」

（布施慎一郎・西川輝昭・阿部直哉・

福井康雄・山本虎夫・山西良平、南紀

生物 21(1)、昭和 54～57 年） 

無脊椎動物（潮

間帯生物） 
掲載種を対象とした。 

⑩ 

「和歌山県中部の造礁性サンゴ類」

（野村恵一・廣辻日出夫、南紀生物

43(2)、平成 13 年） 

無脊椎動物（底

生生物） 
掲載種を対象とした。 
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(1) 動物相（海域） 

① 海棲哺乳類 

事業実施想定区域及びその周囲における海棲哺乳類の出現状況は第 3.1-44 表のとおりである。 

事業実施想定区域及びその周囲では、コマッコウ、スナメリの 2 種が確認されている。 

 

第 3.1-44 表 事業実施想定区域及びその周囲における海棲哺乳類の出現状況 

No. 目名 科名 種名 
対象文献 

① ⑦ 

１ クジラ目 マッコウクジラ科 コマッコウ ○ 

２ ネズミイルカ科 スナメリ ○ ○ 

- 種不明のイルカ ○ 

計 1 目 2 科 2 種 2 種 1 種 

注：１．配列及び名称は、「鯨類の分類リスト」（東京海洋大学水産資料館HP、閲覧：平成 30 年 10 月）に準

拠した。 

２．対象文献は、第 3.1-43 表に対応する。 

「海棲哺乳類ストランディングデータベース」 

（国立科学博物館HP、閲覧：平成 30 年 10 月） 

「日高町誌」（日高町、昭和 52 年） より作成 

 

② 海棲爬虫類 

事業実施想定区域及びその周囲における海棲爬虫類の出現状況は第 3.1-45 表のとおりである。 

事業実施想定区域及びその周囲では、カメ目のアオウミガメ、タイマイ、アカウミガメ、オ

サガメの 4 種が、有鱗目のエラブウミヘビの 1 種が確認されている。アカウミガメは、御坊市

の南塩屋、美浜町の煙樹ヶ浜、日高町の小浦で上陸・産卵が確認されている。 

 

第 3.1-45 表 事業実施想定区域及びその周囲における海棲爬虫類の出現状況 

No. 目名 科名 種名 
対象文献 

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 

１ カメ目 ウミガメ科 アオウミガメ    ○ ○  

２   タイマイ      ○  

３ アカウミガメ ○ ○ ○ ○ ○  ○ 

４  オサガメ科 オサガメ     ○   

５ 有鱗目 コブラ科 エラブウミヘビ      ○  

計 2 目 3 科 5 種 1 種 1 種 1 種 1 種 3 種 3 種 1 種

注：１．配列及び名称は、「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成 29 年度生物リスト」（河川環境デ

ータベース 国土交通省、平成 29 年）に準拠した。 

２．対象文献は、第 3.1-43 表に対応する。 

「第４回動植物分布調査－自然環境調査 Web-GIS－」（環境省生物多様性センターHP、閲覧：平成 30 年 10 月） 

「第５回動植物分布調査－自然環境調査 Web-GIS－」（環境省生物多様性センターHP、閲覧：平成 30 年 10 月） 

「第５回自然環境保全基礎調査 浅海域生態系調査（ウミガメ調査）報告書」（環境省、平成 14 年） 

「保全上重要なわかやまの自然－和歌山県レッドデータブック【2012 改定版】－」（和歌山県、平成 24 年） 

「御坊市史」（御坊市、昭和 56 年） 

「日高町誌」（日高町、昭和 52 年） 

「美浜町史」（美浜町、昭和 63 年）                            より作成 
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③ 魚類（海域） 

事業実施想定区域及びその周囲における魚類は第 3.1-46 表のとおりである。 

事業実施想定区域及びその周囲では、軟骨魚綱のネコザメ、ヨシキリザメ、カエルザメ、ア

カエイ等、硬骨魚綱のマイワシ、カライワシ、ニホンウナギ、アユ、ゴンズイ、ヒメ、アカエ

ソ、ダツ、ヘラヤガラ、ウミテング、エゾイソアイナメ、イタチウオ、アンコウ、キンメダイ、

アカマンボウ、ヒシダイ、ギンイソイワシ、ホシセミホウボウ、イボオコゼ、ミサキウバウボ、

ダルマガレイ、イトマキフグ等 2 綱 26 目 151 科 402 種が確認された。 

 

御坊市、美浜町、日高町の主要な魚種別漁獲量は第 3.1-47 表のとおりである。 

平成 28 年の漁獲量合計は、御坊市が 2,515 トン、美浜町が 109 トン、日高町が 1,824 トンで、

あじ類、さば類の漁獲量が多くなっている。 
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第 3.1-46 表(1) 事業実施想定区域及びその周囲の魚類の出現状況 

No. 綱名 目名 科名 種名 
対象文献 

⑥ ⑦ ⑧ 

1 軟骨魚綱 ネコザメ目 ネコザメ科 ネコザメ  ○  

2 ネズミザメ目 メジロザメ科 ヨシキリザメ  ○  

3  ネズミザメ科 アオザメ  ○  

4  テンジクザメ科 オオセ  ○  

5  トラザメ科 ナガサキトラザメ  ○  

6  シュモクザメ科 シュモクザメ科  ○  

7  ドチザメ科 ホシザメ  ○  

8 ツノザメ目 ツノザメ科 カエルザメ  ○  

9  カスザメ科 カスザメ  ○  

10 エイ目 アカエイ科 アカエイ  ○  

11    ズグエイ  ○  

12   ヤッコエイ  ○  

13   ホシエイ  ○  

14  ツバクロエイ科 ツバクロエイ  ○  

15  トビエイ科 トビエイ  ○  

16  ウチワザメ科 ウチワザメ  ○  

17  ガンギエイ科 ガンギエイ  ○  

18  サカタザメ科 コモンサカタザメ  ○  

19   サカタザメ  ○  

20    トンガリサカタザメ  ○  

21  シビレエイ科 シビレエイ  ○  

22  ヒラタエイ科 ヒラタエイ  ○  

23 硬骨魚綱 ニシン目 ニシン科 マイワシ ○ ○ ○ 

24   サッパ ○ ○ 

25   コノシロ ○ ○ ○ 

26   ウルメイワシ  ○ 

27   キビナゴ  ○ ○ 

28   ヒラ  ○ 

29  カタクチイワシ科 カタクチイワシ ○ ○ ○ 

30 カライワシ目 カライワシ科 カライワシ ○ 

31 ウナギ目 ウナギ科 ニホンウナギ ○ ○ 

32  アナゴ科 ゴテンアナゴ ○ 

33  マアナゴ ○ ○ ○ 

34  メクラアナゴ科 メクラアナゴ ○ 

35  ハモ科 ハシナガアナゴ ○ 

36   ハモ ○ 

37  ウツボ科 ウツボ ○ ○ ○ 

38   コケウツボ ○ ○ ○ 

39   トラウツボ ○ 

40  シギウナギ科 シギウナギ ○ 

41  ウミヘビ科 ダイナンウミヘビ ○ 

42 サケ目 アユ科 アユ ○ ○ ○ 

43  シラウオ科 シラウオ ○ 

44 ナマズ目 ゴンズイ科 ゴンズイ ○ ○ ○ 

45 ヒメ目 ヒメ科 ヒメ ○ 

46 ハダカイワシ目 エソ科 アカエソ ○ 

47   オキエソ ○ 

48    マエソ  ○ ○ 

49 ダツ目 ダツ科 ダツ ○ 

50 サンマ科 サンマ ○ 
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第 3.1-46 表(2) 事業実施想定区域及びその周囲の魚類の出現状況 

No. 綱名 目名 科名 種名 
対象文献 

⑥ ⑦ ⑧ 

51 硬骨魚綱 ダツ目 トビウオ科 アヤトビウオ  ○  

52    トビウオ  ○  

53   サヨリ科 サヨリ ○  ○ 

54  ヨウジウオ目 ヘラヤガラ科 ヘラヤガラ  ○  

55   ヤガラ科 アオヤガラ  ○  

56    アカヤガラ  ○  

57   カミソリウオ科 カミソリウオ  ○  

58   ヨウジウオ科 ヨウジウオ ○ ○ ○ 

59    タカクラタツ ○ ○ ○ 

60    タツノオトシゴ  ○  

61    トゲヨウジ  ○  

62    ハナタツ  ○  

63  ウミテング目 ウミテング科 ウミテング  ○  

64  タラ目 チゴダラ科 エゾイソアイナメ   ○ 

65  アシロ目 アシロ科 イタチウオ  ○ ○ 

66    ヨロイイタチウオ  ○  

67  アンコウ目 アンコウ科 アンコウ  ○  

68   カエルアンコウ科 カエルアンコウ  ○ ○ 

69    オオモンカエルアンコウ  ○  

70    ベニカエルアンコウ  ○  

71    ハナオコゼ  ○  

72   アカグツ科 アカグツ  ○  

73  キンメダイ目 キンメダイ科 キンメダイ  ○  

74   イットウダイ科 イットウダイ  ○  

75    アカマツカサ  ○  

76    エビスダイ  ○  

77   マツカサウオ科 マツカサウオ  ○  

78  アカマンボウ目 アカマンボウ科 アカマンボウ  ○  

79   アカナマダ科 アカナマダ  ○  

80   リュウグウノツカイ科 リュウグウノツカイ  ○  

81   フリソデウオ科 テンガイハタ  ○  

82  マトウダイ目 ヒシダイ科 ヒシダイ  ○  

83    ベニヒシダイ  ○  

84   マトウダイ科 カゴマトウダイ  ○  

85    ベニマトウダイ  ○  

86    カガミダイ  ○  

87    ソコマトウダイ  ○  

88    マトウダイ  ○  

89  スズキ目 トウゴロウイワシ科 ギンイソイワシ  ○  

90    トウゴロウイワシ ○ ○ ○ 

91   ナミノハナ科 ナミノハナ  ○  

92   ボラ科 ボラ ○ ○ ○ 

93    メナダ  ○  

94   ツバメコノシロ科 ツバメコノシロ  ○  

95   カマス科 アカカマス  ○  

96   カマス科 ヤマトカマス  ○  

97   イカナゴ科 イカナゴ  ○  

98   テンジクダイ科 オオスジイシモチ ○  ○ 

99    クロイシモチ  ○  

100    テンジクダイ  ○  



3.1-84 

(106) 

第 3.1-表 46(3) 事業実施想定区域及びその周囲の魚類の出現状況 

No. 綱名 目名 科名 種名 
対象文献 

⑥ ⑦ ⑧ 

101 硬骨魚綱 スズキ目 テンジクダイ科 ネンブツダイ ○ ○ ○ 

102   チョウセンバカマ科 チョウセンバカマ  ○  

103   シマガツオ科 シマガツオ  ○  

104    リュウグウノヒメ  ○  

105   アマダイ科 アカアマダイ  ○  

106    シロアマダイ  ○  

107   アジ科 イトヒキアジ  ○  

108    クボアジ  ○  

109    オアカムロ  ○  

110    オニアジ  ○  

111    カイワリ ○ ○ ○ 

112    クサヤモロ  ○  

113    シマアジ  ○  

114    ツムブリ  ○ ○ 

115    ブリモドキ  ○  

116    マルアジ  ○  

117    ムロアジ  ○  

118    オキアジ  ○  

119    コバンアジ  ○  

120    ヒラマサ  ○  

121    ブリ ○  ○ 

122    マアジ ○ ○ ○ 

123    メアジ  ○  

124   アカタチ科 アカタチ  ○  

125    イッテンアカタチ  ○  

126   チョウチョウウオ科 ゲンロクダイ  ○  

127    コクテンカタギ   ○ 

128    ゴマチョウチョウウオ  ○  

129    シラコダイ  ○  

130    チョウチョウウオ ○ ○ ○ 

131    チョウハン ○  ○ 

132    トゲチョウチョウウオ   ○ 

133    ニセフウライチョウチョウウオ  ○  

134    ハタタテダイ  ○  

135   ワニギス科 ワニギス  ○  

136   タカノハダイ科 タカノハダイ ○ ○ ○ 

137    ミギマキ  ○  

138    ユウダチタカノハ  ○  

139   ゴンベ科 オキゴンベ  ○  

140   シイラ科 エビスシイラ  ○  

141    シイラ  ○  

142   ウミタナゴ科 ウミタナゴ  ○  

143   スダレダイ科 ツバメウオ  ○  

144   クロサギ科 クロサギ   ○ 

145   メジナ科 オキナメジナ ○ ○ ○ 

146    クロメジナ ○ ○ ○ 

147    メジナ ○ ○ ○ 

148   ヌノサラシ科 キハッソク  ○  

149    ルリハタ  ○  

150   ユゴイ科 ギンユゴイ ○  ○ 
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第 3.1-46 表(4) 事業実施想定区域及びその周囲の魚類の出現状況 

No. 綱名 目名 科名 種名 
対象文献 

⑥ ⑦ ⑧ 

151 硬骨魚綱 スズキ目 イスズミ科 イスズミ  ○  

152    テンジクイサキ  ○  

153   タカベ科 タカベ ○ ○ ○ 

154   ベラ科 イラ  ○  

155    キツネダイ  ○  

156    コブダイ  ○  

157    イトヒキベラ  ○  

158    タコベラ  ○  

159    テンスモドキ  ○  

160    テンス  ○  

161    アカササノハベラ ○ ○ ○ 

162    キュウセン ○ ○ ○ 

163    ホンベラ  ○  

164    オハグロベラ  ○  

165    ニシキベラ ○ ○ ○ 

166   ヒイラギ科 オキヒイラギ  ○  

167    ヒイラギ  ○  

168   フエフキダイ科 イトフエフキ  ○  

169    ハマフエフキ  ○  

170    フエフキダイ  ○  

171    メイチダイ  ○  

172   フエダイ科 タカサゴ  ○  

173    ハマダイ  ○  

174    ウメイロ ○ ○ ○ 

175    クロホシフエダイ（モンツキ） ○  ○ 

176    センネンダイ  ○  

177    ヨコスジフエダイ（タルミ）  ○  

178    ヨスジフエダイ（スジタルミ）  ○  

179   ギンカガミ科 ギンカガミ  ○  

180   ヒメジ科 ウミヒゴイ  ○  

181    オキナヒメジ  ○  

182    ヒメジ ○ ○ ○ 

183    ヨメヒメジ  ○  

184   イトヨリダイ科 イトヨリダイ  ○  

185    ソコイトヨリ  ○  

186   イシダイ科 イシガキダイ ○ ○ ○ 

187    イシダイ ○ ○ ○ 

188   ハタンポ科 ミナミハタンポ  ○ ○ 

189   カワビシャ科 ツボダイ  ○  

190    テングダイ  ○  

191   スズキ科 スズキ ○ ○ ○ 

192   タナバタウオ科 タナバタウオ   ○ 

193   キンチャクダイ科 キンチャクダイ  ○  

194    サザナミヤッコ  ○ ○ 

195    タテジマキンチャクダイ  ○  

196   スズメダイ科 イソスズメダイ   ○ 

197    オヤビッチャ ○ ○ ○ 

198    クマノミ  ○  

199    シマスズメダイ ○ ○ ○ 

200    ロクセンスズメダイ   ○ 
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第 3.1-46 表(5) 事業実施想定区域及びその周囲の魚類の出現状況 

No. 綱名 目名 科名 種名 
対象文献 

⑥ ⑦ ⑧ 

201 硬骨魚綱 スズキ目 スズメダイ科 スズメダイ ○ ○ ○ 

202    ソラスズメダイ ○ ○ ○ 

203    ルリスズメダイ ○   

204   イサキ科 シマセトダイ  ○  

205    セトダイ  ○  

206    ヒゲソリダイ  ○  

207    ヒゲダイ  ○  

208    イサキ ○ ○ ○ 

209    コショウダイ  ○  

210    コロダイ  ○  

211   キントキダイ科 キントキダイ  ○  

212    クルマダイ  ○  

213    チカメキントキ  ○  

214    ホウセキキントキ  ○  

215   スギ科 スギ  ○  

216   ブダイ科 アオブダイ  ○  

217    ヒブダイ  ○  

218    ブダイ  ○  

219   ニベ科 シログチ ○ ○ ○ 

220    ニベ  ○  

221   ムツ科 ムツ  ○  

222   カゴカキダイ科 カゴカキダイ ○ ○ ○ 

223   ハタ科 アカイサキ  ○  

224    サクラダイ  ○  

225    アカハタ  ○  

226    キジハタ  ○  

227    クエ ○ ○ ○ 

228    ノミノクチ ○ ○ ○ 

229    ホウセキハタ  ○  

230    マハタ  ○  

231    モヨウハタ  ○  

232   キス科 シロギス ○ ○ ○ 

233   タイ科 キダイ（レンコダイ）  ○  

234    チダイ  ○ ○ 

235    マダイ  ○  

236    キチヌ  ○  

237    クロダイ ○ ○ ○ 

238    ヘダイ  ○  

239   シマイサキ科 コトヒキ  ○ ○ 

240    シマイサキ  ○  

241   コバンザメ科 コバンザメ  ○  

242   マカジキ科 バショウカジキ   ○ 

243   クロタチカマス科 クロタチカマス  ○  

244    クロシビカマス  ○  

245    バラムツ  ○  

246   サバ科 カマスサワラ  ○  

247    スマ  ○  

248    ヒラソウダ  ○  

249    マルソウダ  ○  

250    ウシサワラ  ○  
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第 3.1-46 表(6) 事業実施想定区域及びその周囲の魚類の出現状況 

No. 綱名 目名 科名 種名 
対象文献 

⑥ ⑦ ⑧ 

251 硬骨魚綱 スズキ目 サバ科 カツオ ○ 

252    キハダ ○ 

253    クロマグロ ○ 

254    ゴマサバ ○ 

255    サワラ ○ 

256    ハガツオ ○ 

257    ビンナガ ○ 

258    マサバ ○ ○ ○ 

259    メバチ ○ 

260   タチウオ科 タチウオ  ○  

261   ニザダイ科 カンランハギ ○ 

262    シマハギ ○ ○ 

263    テングハギ ○ 

264    ニザダイ ○ ○ ○ 

265    ヒレナガハギ ○ 

266   アイゴ科 アイゴ ○ 

267   ツノダシ科 ツノダシ  ○  

268   イボダイ科 イボダイ ○ 

269    メダイ ○ 

270   エボシダイ科 ボウズコンニャク ○ 

271   マナガツオ科 マナガツオ ○ 

272   ハゼ科 アカハゼ ○ 

273    マハゼ ○ ○ ○ 

274    クモハゼ ○ 

275    アカウオ ○ 

276    アゴハゼ ○ ○ 

277    イトヒキハゼ ○ 

278    セジロハゼ ○ ○ 

279    ドロメ ○ ○ 

280    シロウオ ○ ○ ○ 

281    ミミズハゼ ○ 

282    トビハゼ ○ 

283    キヌバリ ○ ○ ○ 

284    チワラスボ ○ ○ 

285    ボウズハゼ ○ 

286    アカオビシマハゼ ○ 

287    クロイトハゼ ○ 

288    チチブ ○ 

289   イソギンポ科 イソギンポ ○ 

290    クモギンポ ○ ○ 

291    ナベカ ○ 

292    カエルウオ ○  ○ 

293    タネギンポ ○ ○ 

294    ホシギンポ ○ ○ 

295    シマギンポ ○ ○ 

296   コケギンポ科 コケギンポ ○ 

297   トラギス科 アカトラギス ○ 

298    クラカケトラギス ○ 

299    コウライトラギス ○ 

300    トラギス ○ 
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第 3.1-46 表(7) 事業実施想定区域及びその周囲の魚類の出現状況 

No. 綱名 目名 科名 種名 
対象文献 

⑥ ⑦ ⑧ 

301 硬骨魚綱 スズキ目 ニシキギンポ科 ギンポ ○ ○ ○ 

302  タウエガジ科 フサギンポ ○ ○ 

303   ダイナンギンポ ○ ○ 

304  ヘビギンポ科 ヒメギンポ ○ 

305   ヘビギンポ ○ 

306  ミシマオコゼ科 ミシマオコゼ ○ 

307 セミホウボウ目 セミホウボウ科 ホシセミホウボウ ○ 

308 カサゴ目 イボオコゼ科 イボオコゼ ○ 

309  ハオコゼ科 ハオコゼ ○ 

310  キホウボウ科 キホウボウ ○ 

311  フサカサゴ科 ハチ ○ 

312   エボシカサゴ ○ 

313   ヒメヤマノカミ ○ 

314   ミノカサゴ ○ 

315   イズカサゴ ○ 

316   フサカサゴ ○ 

317   ハナカサゴ ○ 

318   イソカサゴ ○ ○ 

319   オニカサゴ ○ 

320   サツマカサゴ ○ 

321   アヤメカサゴ ○ 

322   カサゴ ○ ○ ○ 

323   キツネメバル ○ 

324   クロソイ ○ 

325   ゴマソイ ○ 

326   タケノコメバル ○ 

327   メバル ○ ○ ○ 

328   キチジ ○ 

329  オニオコゼ科 オニオコゼ ○ 

330   ダルマオコゼ ○ 

331   ヒメオコゼ ○ 

332  ホウボウ科 イゴダカホデリ ○ 

333   オニカナガシラ ○ 

334   カナガシラ ○ 

335   カナド ○ 

336   ソコカナガシラ ○ 

337   トゲカナガシラ ○ 

338   ホウボウ ○ 

339  ハリゴチ科 ハリゴチ ○ 

340  コチ科 アカゴチ ○ 

341   イネゴチ ○ 

342   トカゲゴチ ○ 

343   オニゴチ ○ 

344   マゴチ ○ 

345   メゴチ ○ 

346  アイナメ科 アイナメ ○ 

347   クジメ ○ 

348  カジカ科 カジカ ○ 

349   アサヒアナハゼ ○ 

350 ウバウオ目 ウバウオ科 ミサキウバウオ ○ ○ 
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第 3.1-46 表(8) 事業実施想定区域及びその周囲の魚類の出現状況 

No. 綱名 目名 科名 種名 
対象文献 

⑥ ⑦ ⑧ 

351 硬骨魚綱 ウバウオ目 ネズッポ科 トビヌメリ ○ 

352    ネズミゴチ ○ 

353  カレイ目 ダルマガレイ科 ダルマガレイ ○ 

354   ヒラメ科 ガンゾウビラメ ○ 

355    ヒラメ ○ ○ 

356   カレイ科 ホシガレイ  ○ 

357   ウシノシタ科 アカシタビラメ ○ 

358    イヌノシタ ○ 

359    クロウシノシタ ○ 

360    ゲンコ ○ 

361   ササウシノシタ科 ツノウシノシタ ○ 

362    シマウシノシタ ○ 

363  フグ目 イトマキフグ科 イトマキフグ ○ 

364   モンガラカワハギ科 アミモンガラ ○ 

365    モンガラカワハギ ○ 

366   カワハギ科 ウスバハギ ○ 

367    ソウシハギ ○ 

368    ウマヅラハギ ○ 

369    カワハギ ○ ○ ○ 

370    サラサハギ ○ 

371    ヨソギ ○ ○ 

372   ハコフグ科 ウミスズメ ○ 

373    コンゴウフグ ○ 

374    シマウミスズメ ○ 

375    ハコフグ ○ ○ ○ 

376    ハマフグ ○ 

377   ギマ科 ギマ ○ 

378   ベニカワムキ科 ミスジカワムキ ○ 

379    ベニカワムキ ○ 

380   ハリセンボン科 ハリセンボン ○ 

381    イシガキフグ ○ 

382   マンボウ科 クサビフグ ○ 

383    マンボウ ○ 

384   フグ科 キタマクラ ○ ○ ○ 

385    サザナミフグ ○ ○ 

386    ホシフグ ○ 

387    モヨウフグ ○ 

388    アカメフグ ○ 

389    カナフグ ○ 

390    カラス ○ 

391    クサフグ ○ ○ ○ 

392    クマサカフグ  ○  

393    ゴマフグ  ○  

394    コモンフグ  ○  

395    シマフグ  ○  

396    ショウサイフグ  ○  

397    シロサバフグ  ○  

398    トラフグ ○ ○ ○ 

399    ナシフグ  ○  

400    ヒガンフグ  ○  
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第 3.1-46 表(9) 事業実施想定区域及びその周囲の魚類の出現状況 

No. 綱名 目名 科名 種名 
対象文献 

⑥ ⑦ ⑧ 

401 硬骨魚綱 フグ目 フグ科 マフグ ○ 

402   ウチワフグ科 ウチワフグ ○ 

計 2 綱 26 目 151 科 402 種 
70 

種 

361

種 

97 

種 

注：１．配列及び名称は、「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成 28 年度生物リスト」（河川環境データ

ベース 国土交通省、平成 29 年）に準拠した。 

２．対象文献は、第 3.1-43 表に対応する。 

「御坊市史」（御坊市、昭和 56 年） 

「日高町誌」（日高町、昭和 52 年） 

「美浜町史」（美浜町、昭和 63 年）より作成 
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第 3.1-47 表 事業実施想定区域及びその周囲における過去 5 年間の魚種別漁獲量 

(単位:ｔ) 

種類 
平成 24 年 平成 25 年 平成 26 年 平成 27 年 平成 28 年 

御坊市 美浜町 日高町 御坊市 美浜町 日高町 御坊市 美浜町 日高町 御坊市 美浜町 日高町 御坊市 美浜町 日高町

魚 

類 

まぐろ類 18 1 5 25 4 6 7 0 2 2 0 0 3 1 x

かじき類 0 -  -  0 - - 0 - - 0 -  -  -  - - 

かつお類 85 6 1 56 5 1 10 0 0 5 0 0 x  x x 

さめ類 0 -  -  0 - - - - - - -  -  x  - - 

さけ・ます類 -  -  -  -  - - - - - - -  -  -  - - 

このしろ -  -  -  -  - - - - - - -  -  -  - - 

にしん -  -  -  -  - - - - - - -  -  -  - - 

いわし類 39 26 112 17 21 32 17 24 24 20 x  38 x  x 2

あじ類 829 6 727 927 5 911 1,168 4 898 1,392 7 835 1,647 5 1,052

さば類 866 2 696 671 1 443 573 1 463 791 1 929 684 1 594

さんま -  -  -  -  - - - - - - -  -  -  - - 

ぶり類 3 7 1 2 5 4 15 7 1 4 5 2 5 3 1

ひらめ･かれい類 4 0 1 7 0 1 7 0 0 3 0 1 3 x 1

たら類 -  -  -  -  - - - - - - -  -  -  - - 

ほっけ -  -  -  -  - - - - - - -  -  -  - - 

きちじ -  -  -  -  - - - - - - -  -  -  - - 

はたはた -  -  -  -  - - - - - - -  -  -  - - 

にぎす類 -  -  -  -  - - - - - - -  -  -  - - 

あなご類 0 -  -  0 - - - - - - -  -  -  - - 

たちうお 21 17 14 13 4 2 2 9 14 17 8 6 21 17 15

たい類 1 4 4 1 2 4 1 3 4 1 3 4 1 3 3

いさき 14 10 4 11 13 3 15 2 3 15 15 2 12 21 2

さわら類 15 15 6 19 18 11 16 30 8 26 x  15 11 8 7

すずき類 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

いかなご -  -  -  -  - - - - - - -  -  -  - - 

あまだい類 0 0 0 0 0 0 0 - 0 0 -  0 0 - - 

ふぐ類 10 1 1 5 0 1 7 0 1 10 0 1 13 0 1

その他の魚類 82 7 77 50 6 86 60 2 187 78 3 297 57 2 115

えび類 5 8 4 6 7 3 5 9 4 6 10 3 5 11 3

かに類 0 -  0 0 - 0 0 - 0 0 -  0 0 - - 

おきあみ類 -  -  -  -  - - - - - - -  -  -  - - 

貝類 7 1 2 10 1 2 15 2 2 6 2 2 18 2 2

いか類 5 1 3 6 1 3 6 1 1 3 1 1 2 1 1

たこ類 0 -  1 0 - 2 1 - 2 0 -  1 0 - 1

うに類 0 -  -  -  - 1 - - 0 - -  -  -  - - 

海産ほ乳類 -  -  -  -  - - - - - - -  -  -  - - 

その他の水産動物類 2 0 0 2 0 0 3 - 0 2 0 0 1 0 0

海藻類 57 10 13 73 24 25 79 30 29 35 17 22 14 20 22

漁獲量合計 2,065 119 1,673 1,900 117 1,538 2,006 125 1,643 2,415 100 2,158 2,515 109 1,824

注：１．「-」：事実のないものを示す。 

  ２．「x」：個人又は法人その他団体に関する秘密を保護するため、統計数値を公表しないものを示す。 

  ３．「0」：単位に満たないもの（0.4t → 0t）を示す。 

〔「海面漁業生産統計 市町村別データ」（総務省統計局HP、閲覧：平成 30 年 10 月）より作成〕 
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④ 無脊椎動物 

事業実施想定区域及びその周囲における無脊椎動物の出現状況は第 3.1-48 表のとおりである。 

事業実施想定区域及びその周囲では、海綿動物のユズダマ、腔腸動物のカイウミヒドラ、ム

シクラゲ、ベルリイソギンチャク、扁形動物のオオツノヒラムシ、紐形動物のミサキヒモムシ、

星口動物のイケダホシムシ、タテホシムシ、環形動物のセグロイソメ、軟体動物のオオシマカ

セミミズ、オオクサズリガイ、ヤヨイハナガサ、ヤスリツノガイ、ゲンロクソデガイ、タコブ

ネ、節足動物のカブトガニ、オオシマイソウミグモ、カメノテ、棘皮動物のカクトゲクモヒト

デ、オオアカヒトデ、ガンガゼ、テツイロナマコ、原索動物のスミゾメボヤ等 10 門 23 綱 59 目

273 科 1,287 種が確認された。 
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第 3.1-48 表(1) 事業実施想定区域及びその周囲の無脊椎動物の出現状況 

No. 門名 綱名 目名 科名 種名 
対象文献 

⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

1 海綿動物門 尋常海綿綱 磯海綿目 ユズダマ科 ユズダマ ○

2 イソカイメン科 ダイダイイソカイメン ○

3  クロイソカイメン ○

4 単骨海綿目 カワナシカイメン科 ムラサキカイメン ○

5 腔腸動物門 ヒドロ虫綱 ヒドロ虫目 ウミヒドラ科 カイウミヒドラ ○

6 鉢水母綱 十文字水母目 アサガオクラゲ科 ムシクラゲ ○

7 ジュウモンジクラゲ科 ジュウモンジクラゲ ○

8 花虫綱 イソギンチャク目 ウメボシイソギンチャク科 Isanthus sp. ○

9  ベルリイソギンチャク ○

10  ウメボシイソギンチャク ○

11  ヨロイイソギンチャク ○

12 石珊瑚目 ヒラフキサンゴ科 アバタセンベイサンゴ ○

13 ヤスリサンゴ科 Coscinaraea crassa ○

14 ベルベットサンゴ ○

15 ミドリイシ科 Acropora sp.A ○

16  Acropora sp.B ○

17  ミレポラコモンサンゴ ○

18 タムナステリア科 アミメサンゴ ○

19 ハマサンゴ科 フタマタハマサンゴ ○

20 キクメイシ科 ウネカメノコキクメイシ ○

21  カメノコキクメイシ ○

22  キクメイシモドキ ○

23  ゴカクキクメイシ ○

24  コマルキクメイシ ○

25  タカクキクメイシ ○

26  チヂミノウサンゴ ○

27  ミダレカメノコキクメイシ ○

28  ルリサンゴ ○

29  フカトゲキクメイシ ○

30  キクメイシ ○

31  イボサンゴ ○

32 キサンゴ科 オオスリバチサンゴ ○

33 扁形動物門 渦虫綱 多岐腸目 ツノヒラムシ科 オオツノヒラムシ ○

34  ツノヒラムシ ○

35 紐形動物門 無針綱 異紐虫目 リネウス科 ミサキヒモムシ ○

36 星口動物門 スジホシムシ綱 フクロホシムシ目 フクロホシムシ科 イケダホシムシ ○

37     フクロホシムシ ○

38    エダホシムシ科 エダホシムシ ○

39  サメハダホシムシ綱 タテホシムシ目 Aspidosiphonidae 科 Aspidosiphon parvulus ○

40   タテホシムシ科 タテホシムシ ○

41   サメハダホシムシ目 Phascolosomatidae 科 Phascolosoma nigrescens ○

42   サメハダホシムシ科 ヤマトサメハダホシムシ ○

43 環形動物門 多毛綱 遊在目 ケバタウミケムシ科 Euphrosine mucosa ○

44    ノコリイソメ科 Protodorvillea sp. ○

45    セグロイソメ科 セグロイソメ ○

46    タンザクゴカイ科 Bhawania goodei ○

47    イソメ科 Eunice afra ○

48     Eunice antennata ○

49     Eunice sp.A ○

50     Eunice sp.B ○

51     Lysidice sp. ○

52     Palola siceliensis ○

53     シボリイソメ ○

54     ヒトモトイソメ ○

55    チロリ科 Glycera sp. ○

56    ギボシイソメ科 Lumbrineris nipponica ○

57    ビクイソメ科 アカムシ ○

58    ゴカイ科 Ceratonereis mirabilis ○

59     Nereis neoneanthes ○

60     Platynereis dumerilli ○

61     フツウゴカイ ○

62     クマドリゴカイ ○

63     ツルヒゲゴカイ ○

64    ナナテイソメ科 カナツブイソメ ○

65     スゴカイイソメ ○

66    サシバゴカイ科 Eteone japanensis ○

67     マダラサシバ ○

68     サミドリサシバ ○

69    ウロコムシ科 Lepidonotus sp. ○

70     Parahalosydna sp. ○

71     Thormora jukesii ○

72     ヤスデウロコムシ ○

73     マダラウロコムシ ○

74     ミロクウロコムシ ○

75     ヤチウロコムシ  ○
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第 3.1-48 表(2) 事業実施想定区域及びその周囲の無脊椎動物の出現状況 

No. 門名 綱名 目名 科名 種名 
対象文献 

⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

76 環形動物門 多毛綱 遊在目 シリス科 Tryphanosyllis taeniaformis    ○  

77     Typosyllis aciculatus orientalis    ○  

78     Typosyllis alternata    ○  

79     Typosyllis ehlersioides    ○  

80     Typosyllis hyalina    ○  

81     Typosyllis nipponica    ○  

82     Typosyllis regulata    ○  

83   定在目 ツバサゴカイ科 スナタバムシ    ○  

84    ミズヒキゴカイ科 Cirriformia chrysoderma    ○  

85     Dodecaceria sp.    ○  

86     クマノアシツキ    ○  

87     チグサミズヒキ    ○  

88     ミズヒキゴカイ    ○  

89    ハボウキゴカイ科 Pherusa parmata    ○  

90    タケフシゴカイ科 Axiothella sp.    ○  

91    オフェリアゴカイ科 Armandia lanceollata    ○  

92     カスリオフェリア    ○  

93    ホコサキゴカイ科 ツブラホコムシ    ○  

94    カンムリゴカイ科 Idanthyrsus armatus    ○  

95     Sabellaria sp.    ○  

96    ケヤリ科 Pseudopotamilla sp.    ○  

97     Sabella japonica    ○  

98     ムラクモケヤリ    ○  

99     ロウトケヤリ    ○  

100     ケヤリ    ○  

101    カンザシゴカイ科 Hydroides exaltata    ○  

102     Hydroides sp.    ○  

103     Spirobranchus sp.    ○  

104     Vermiliopsis sp.    ○  

105     イバラカンザシ    ○  

106     エゾカサネカンザシ    ○  

107     ヤッコカンザシ    ○  

108     ナガレカンザシ    ○  

109     ウズマキゴカイ    ○  

110    スピオ科 Polydora ciliata sensu    ○  

111     Prionospio sp.    ○  

112    フサゴカイ科 Amphitrite sp.    ○  

113     Thelepus japonicus    ○  

114     ハナサキフサゴカイ    ○  

115     フタエラフサゴカイ    ○  

116 軟体動物門 無板綱 珊瑚紐目 サンゴノホソヒモ科 オオシマカセミミズ ○  ○   

117  ヒザラガイ綱 ウスヒザラガイ目 クサズリガイ科 オオクサズリガイ  ○ ○   

118     マミズクサズリガイ  ○ ○   

119     アヤヒザラガイ  ○ ○   

120     ヒザラガイ ○     

121     クサズリガイ ○     

122     ニシキヒザラガイ ○ ○ ○   

123    ウスヒザラガイ科 モリシマヒザラガイ  ○ ○   

124     ヤスリヒザラガイ ○ ○ ○   

125     ホソウスヒザラガイ  ○ ○   

126     ウスヒザラガイ ○     

127    ヒゲヒザラガイ科 ババガセ ○     

128     ヒゲヒザラガイ  ○ ○   

129   ケハダヒザラガイ目 ケハダヒザラガイ科 ケハダヒザラガイ ○ ○ ○   

130     ビロウドヒザラガイ ○ ○ ○   

131     ヒメケハダヒザラガイ ○     

132     ケムシヒザラガイ ○ ○ ○   

133     ヒトデヒザラガイ  ○ ○   

134  腹足綱 原始腹足目 ユキノカサガイ科 ヤヨイハナガサ ○ ○ ○   

135     カモガイ  ○ ○   

136     コガモガイ  ○ ○   

137     キクコザラ ○     

138     コウダカアオガイ ○     

139     ヒメコザラ ○ ○ ○   

140     シボリガイ ○     

141     アオガイ ○     

142     シボリガイモドキ ○     

143     ウノアシ ○     

144    カタベガイ科 カタベガイ ○     

145    スソキレガイ科 スソキレガイ ○     

146     テンガイ ○     

147     クズヤガイ ○     

148     スソカケガイ ○     

149     ヒラスカシガイ ○ ○ ○   

150     スカシガイ  ○ ○   
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第 3.1-48 表(3) 事業実施想定区域及びその周囲の無脊椎動物の出現状況 

No. 門名 綱名 目名 科名 種名 
対象文献 

⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

151 軟体動物門 腹足綱 原始腹足目 スソキレガイ科 チドリガサ ○     

152     シロスソカケガイ ○ ○ ○   

153     アサテンガイ  ○ ○   

154     オトメガサ ○ ○ ○   

155    ミミガイ科 イボアナゴ  ○ ○   

156     クロアワビ ○     

157     トコブシ ○     

158     メガイアワビ ○ ○ ○   

159     マダカアワビ  ○ ○   

160    アマオブネガイ科 カノコガイ  ○ ○   

161     アマガイ ○     

162     アマオブネガイ ○ ○ ○   

163    ツタノハガイ科 ベッコウガサ ○ ○ ○   

164     ヨメガカサ ○ ○ ○   

165     マツバガイ  ○ ○   

166     ツタノハガイ ○     

167    サラサバイ科 サラサバイ ○     

168     ベニバイ ○ ○ ○   

169    クチキレエビスガイ科 クチキレエビスガイ  ○ ○   

170     スカシエビスガイ  ○ ○   

171    ワタゾコシタダミ科 オトギノスガイ ○     

172     カドマルオトギノスガイ ○     

173     ノボリガイ ○     

174     ヘソワゴマ  ○ ○   

175     ワダチシタダミ ○     

176    フルヤガイ科 ヒラヒメアワビ ○ ○ ○   

177     ヒメアワビ  ○ ○   

178    ニシキウズガイ科 アシヤガマ  ○ ○   

179     アナアキウズ ○     

180     イシダタミ ○ ○ ○   

181     イワカワチ ○     

182     イワカワチグサ  ○ ○   

183     ウズイチモンジ ○ ○ ○   

184     ウスイロナツモモ ○     

185     オニノハ  ○ ○   

186     キンタカハマ  ○ ○   

187     クビレクロツケ ○ ○ ○   

188     クルマチグサ ○ ○ ○   

189     クロヅケガイ ○ ○ ○   

190     コシダカガンガラ ○     

191     コマキアゲエビス ○ ○ ○   

192     サオトメエビス ○ ○ ○   

193     シモフリチグサガイ ○     

194     シロナツモモ  ○ ○   

195     シワアシヤガマ ○     

196     ナツモモ ○ ○ ○   

197     ハクシャウズ  ○ ○   

198     ハツカエビス ○ ○ ○   

199     ハナゴショグルマ ○     

200     ハナチグサ  ○ ○   

201     ヒナカゴサンショウガイモドキ ○     

202     ヒラコマ  ○ ○   

203     フルヤガイ ○     

204     ヘソアキエビス ○     

205     ベニシリダカ ○ ○ ○   

206     マキアゲエビス ○     

207     エビスガイ ○     

208     カイドウチグサ  ○ ○   

209     チグサガイ ○     

210     コマイチグサ ○ ○ ○   

211     チビアシヤガイ ○     

212     サンショウガイモドキ ○     

213     アシヤガイ ○     

214     メクラガイ ○     

215     イボサンショウガイモドキ ○     

216     ヒメクボガイ ○     

217     クボガイ ○     

218     バテイラ ○     

219     クマノコガイ ○     

220     ニシキウズ  ○ ○   

221     アワジチグサ ○     

222     ヒナシタダミ  ○ ○   

223     コノボリガイ ○     

224    リュウテンサザエ科 オカモトウズ ○     

225     コダマサンショウスガイ  ○ ○   
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第 3.1-48 表(4) 事業実施想定区域及びその周囲の無脊椎動物の出現状況 

No. 門名 綱名 目名 科名 種名 
対象文献 

⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

226 軟体動物門 腹足綱 原始腹足目 リュウテンサザエ科 シラタマサンショウスガイ  ○ ○   

227     ニシキサザエ  ○ ○   

228     ハリサザエ ○     

229     ヒメカタベ ○ ○ ○   

230     ミガキザンショウ ○     

231     ミジンヒメカタベガイ ○     

232     リュウキュウヒメカタベ ○     

233     ウラウズガイ ○     

234     サザエ ○     

235     スガイ ○     

236     サンショウスガイ ○     

237     コシタカサザエ ○     

238     タツマキサザエ ○     

239   中腹足目 ウミニナ科 ウミニナ ○     

240    オキニシ科 コナルトボラ ○     

241     オオナルトボラ ○     

242     オキニシ ○     

243     ガマグチミヤコボラ ○     

244     ヘソアキナルトボラ ○     

245    ミジンギリギリツツガイ科 ミジンツツガイ  ○ ○   

246     ミジンギリギリツツ  ○ ○   

247    カリバガサガイ科 アワブネガイ  ○ ○   

248     ヒラフネガイ  ○ ○   

249     シマメノウフネガイ  ○ ○   

250    カツラガイ科 カセンチドリ ○     

251     サワラビガイ ○ ○ ○   

252    ゾウクラゲ科 ゾウクラゲ  ○ ○   

253    トウカムリガイ科 ウラシマガイ ○     

254     アメガイ ○     

255     ウネウラシマ ○     

256     カンコガイ ○ ○ ○   

257     コダイコガイ ○     

258     タイコガイ ○ ○ ○   

259     ナガカズラ ○ ○ ○   

260     ヒナヅルガイ ○     

261     レンジャクガイ ○     

262    オニノツノガイ科 アラレカニモリ ○     

263     オオシマチグサカニモリ ○ ○ ○   

264     カザリカニモリ  ○ ○   

265     カスリカニモリ  ○ ○   

266     カヤノミカニモリ ○ ○ ○   

267     キイロカニモリ  ○ ○   

268     クリフカニモリ ○     

269     クリムシカニモリ  ○ ○   

270     クリンニナ ○     

271     コオロギ ○ ○ ○   

272     トウガタカニモリ ○     

273     ノミカニモリ  ○ ○   

274     ハシナガツノブエ ○     

275     ヒメカニモリ  ○ ○   

276     ヒメムシロカニモリ  ○ ○   

277     フシカニモリ ○     

278     マダラチビカニモリ  ○ ○   

279     メオトスジカニモリ  ○ ○   

280     ヌノメモツボ  ○ ○   

281     エビガイ ○     

282     カニモリガイ ○     

283     チグサカニモリ ○ ○ ○   

284    クリイロケシカニモリ科 アミメケシカニモリ ○     

285     ケシカニモリ  ○ ○   

286    フジツガイ科 クロフフジツガイ  ○ ○   

287     コシダカフジツガイ ○ ○ ○   

288     サツマボラ  ○ ○   

289     シゲトウボラ ○     

290     シノマキボラ  ○ ○   

291     トウマキ  ○ ○   

292     ナガスズカケボラ ○ ○ ○   

293     ハイイロボラ  ○ ○   

294     ウネボラ  ○ ○   

295     ボウシュウボラ ○     

296     イササボラ ○     

297     カコボラ ○     

298     オオゾウガイ ○     

299     ヒメミツカドボラ ○     

300     ククリボラ ○     
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第 3.1-48 表(5) 事業実施想定区域及びその周囲の無脊椎動物の出現状況 

No. 門名 綱名 目名 科名 種名 
対象文献 

⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

301 軟体動物門 腹足綱 中腹足目 タカラガイ科 アヤメダカラ ○ ○ ○   

302     イボダカラ  ○ ○   

303     ウキダカラ ○ ○ ○   

304     ウミナシジダカラ  ○ ○   

305     エダカラ ○ ○ ○   

306     カノコダカラ  ○ ○   

307     カバフダカラ  ○ ○   

308     カバホシダカラ ○ ○ ○   

309     カミスジダカラ ○ ○ ○   

310     カモンダカラ ○ ○ ○   

311     キイロダカラ ○ ○ ○   

312     クチグロキヌタ ○ ○ ○   

313     クチムラサキダカラ ○ ○ ○   

314     クロシオダカラ ○ ○ ○   

315     クロダカラ ○ ○ ○   

316     クロユリダカラ ○     

317     コモンダカラ ○ ○ ○   

318     サバダカラ ○     

319     サメダカラ ○ ○ ○   

320     シボリダカラ  ○ ○   

321     スソムラサキダカラ ○ ○ ○   

322     チャイロキヌタ ○ ○ ○   

323     ツマムラサキダカラ ○ ○ ○   

324     ナシジダカラ ○     

325     ナツメモドキ  ○ ○   

326     ナンジダカラ  ○ ○   

327     ニセサバダカラ ○ ○ ○   

328     ハチジョウダカラ  ○ ○   

329     ハツユキダカラ ○ ○ ○   

330     ハナビラダカラ ○ ○ ○   

331     ハナマルユキ ○ ○ ○   

332     ヒメホシダカラ ○     

333     ホシキヌタ  ○ ○   

334     ホシダカラ  ○ ○   

335     メダカラ ○ ○ ○   

336     ヤクシマダカラ  ○ ○   

337     ヤナギシボリダカラ  ○ ○   

338     ヒメハラダカラ ○ ○ ○   

339     オミナエシダカラ ○ ○ ○   

340    スズメハマツボ科 コキザミハマツボ ○     

341    モツボ科 モツボ  ○ ○   

342    ザクロガイ科 ザクロガイ ○     

343    ハナゴウナ科 アカヒトデヤドリニナ  ○ ○   

344     イイジマフクロウニヤドリニナ ○     

345     イキオイクリムシ  ○ ○   

346     クリイロヤドリニナ ○     

347     ゴマフクリムシ ○     

348     ダニガイ  ○ ○   

349     ダルマクリムシ  ○ ○   

350     ツヤハナゴウナ  ○ ○   

351     ヤマモトヤドリニナ  ○ ○   

352     レイシツボ  ○ ○   

353     キンイロセトモノガイ ○     

354     ハナゴウナ  ○ ○   

355     ヘソアキゴウナ  ○ ○   

356     カシパンヤドリニナ  ○ ○   

357    ビワガイ科 ビワガイ ○     

358    スズメガイ科 カワチドリ  ○ ○   

359     キクスズメ ○ ○ ○   

360     スズメガイ ○     

361    タマキビガイ科 タイワンタマキビ ○     

362     タマキビ ○ ○ ○   

363     アラレタマキビ ○ ○ ○   

364     イボタマキビ  ○ ○   

365    シロネズミガイ科 ヤグラシロネズミ  ○ ○   

366    タマガイ科 アダムズタマガイ ○     

367     オオタマツバキ  ○ ○   

368     カザリダマ ○     

369     シロヘソアキトミガイ ○     

370     テマリダマ ○     

371     ネズミガイ ○     

372     ハギノツユ ○ ○ ○   

373     ハナツメタ  ○ ○   

374     ヒロクチリスガイ ○     

375     フロガイ ○     
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第 3.1-48 表(6) 事業実施想定区域及びその周囲の無脊椎動物の出現状況 

No. 門名 綱名 目名 科名 種名 
対象文献 

⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

376 軟体動物門 腹足綱 中腹足目 タマガイ科 ホソヤツメタ ○     

377     リスガイ ○     

378     フロガイダマシ ○     

379     ホウシュノタマ ○ ○ ○   

380     ツメタガイ ○ ○ ○   

381     マンジュウガイ ○     

382     トミガイ ○     

383     ネコガイ ○     

384    ウミウサギガイ科 アズマケボリ ○ ○ ○   

385     アヤメケボリ ○ ○ ○   

386     ウミウサギガイ  ○ ○   

387     オトメケボリ  ○ ○   

388     カブトケボリ  ○ ○   

389     カメガタコダマウサギ  ○ ○   

390     キイキヌヅツミ  ○ ○   

391     キヌヅツミ  ○ ○   

392     クモリカメガタコダマウサギ  ○ ○   

393     コボレバケボリ ○ ○ ○   

394     サチコツグチ  ○ ○   

395     シボリケボリ  ○ ○   

396     シロオビキヌヅツミ  ○ ○   

397     シロオビコダマウサギ  ○ ○   

398     シロオビコダマウサギガイ ○     

399     スミレツグチ  ○ ○   

400     セロガタコダマウサギ  ○ ○   

401     ソリキヌヅツミ ○ ○ ○   

402     タイロキヌヅツミ  ○ ○   

403     チヂワケボリ  ○ ○   

404     チヂワケボリダカラガイ ○     

405     チリメンキヌヅツミ  ○ ○   

406     ツグチガイ ○ ○ ○   

407     ツマベニケボリ ○     

408     ツリフネキヌヅツミ  ○ ○   

409     テンロクケボリ ○ ○ ○   

410     トガリハナアヤメ  ○ ○   

411     トキオキヌヅツミ  ○ ○   

412     トサケボリ  ○ ○   

413     トラフケボリ ○ ○ ○   

414     ドレイパーケボリ  ○ ○   

415     ナナホシケボリ  ○ ○   

416     ニセムラクモキヌヅツミ  ○ ○   

417     ニッポンコダマウサギ  ○ ○   

418     ハガタスジマキケボリ  ○ ○   

419     ハナアヤメケボリ ○ ○ ○   

420     ハナヤカケボリ  ○ ○   

421     ハブキヌヅツミ  ○ ○   

422     ハブツグチ  ○ ○   

423     ハベコボレバケボリ  ○ ○   

424     バライロコダマウサギ  ○ ○   

425     ヒナコダマウサギ ○ ○ ○   

426     ヒメキヌヅツミ  ○ ○   

427     フネガタキヌヅツミ  ○ ○   

428     ベニキヌヅツミ  ○ ○   

429     ホソテンロクケボリ  ○ ○   

430     ホリキヌヅツミ  ○ ○   

431     マサオツグチ  ○ ○   

432     マツミヤシボリケボリ  ○ ○   

433     マメウサギ ○     

434     マリアツグチ  ○ ○   

435     ミナベノコギリバケボリ  ○ ○   

436     ムギツブダカラ ○ ○ ○   

437     ムラクモキヌヅツミ  ○ ○   

438     ムラクモコダマウサギ ○     

439     ヤセキヌヅツミ  ○ ○   

440     ヤリガタケボリ  ○ ○   

441     ワカヤマキヌヅツミ  ○ ○   

442    ゴマフニナ科 ゴマフニナ ○     

443     トリデニナ  ○ ○   

444    フトヘナタリ科 カワアイ  ○ ○   

445     フトヘナタリ ○     

446    リソツボ科 キンスジチョウジガイ  ○ ○   

447     コシボソチョウジガイ  ○ ○   

448     ヌノメチョウジガイ ○ ○ ○   

449     ホソスジチョウジガイ  ○ ○   

450     マキミゾチョウジガイ ○     
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第 3.1-48 表(7) 事業実施想定区域及びその周囲の無脊椎動物の出現状況 

No. 門名 綱名 目名 科名 種名 
対象文献 

⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

451 軟体動物門 腹足綱 中腹足目 リソツボ科 ミジンチョウジガイ  ○ ○   

452     オガサワラリソツボ  ○ ○   

453     トウキョウリソツボ  ○ ○   

454     カゴメチョウジガイ  ○ ○   

455     スジウネリチョウジガイ ○ ○ ○   

456     フトウネチョウジガイ ○ ○ ○   

457     カワリボリチョウジガイ ○ ○ ○   

458    スナモチツボ科 シマモツボ ○     

459     ツヤモツボ  ○ ○   

460     スナモチツボ ○     

461    ミミズガイ科 ミミズガイ  ○ ○   

462    スイショウガイ科 ウストンボガイ ○ ○ ○   

463     オハグロイボソデ ○     

464     シドロガイ  ○ ○   

465     チリメンムカシタモト ○     

466     フシデサソリ ○     

467     ベニソデガイ ○     

468     ヤサガタムカシタモト ○ ○ ○   

469    ヤツシロガイ科 イワカワトキワガイ ○     

470     ウズラガイ ○     

471     ウズラミヤシロガイ ○ ○ ○   

472     スクミウズラガイ ○     

473     スジウズラガイ ○ ○ ○   

474     トキワガイ  ○ ○   

475     ミヤシロガイ  ○ ○   

476     ヤツシロガイ ○     

477    ヒゲマキナワボラ科 ウミギクカツラガイ ○     

478    シラタマガイ科 ザクロガイモドキ  ○ ○   

479     ナガレボリシラタマ ○     

480     マシロザクロ ○     

481     シラタマガイ ○ ○ ○   

482    ムカデガイ科 オレンジヘビガイ  ○ ○   

483     クビタテヘビガイ  ○ ○   

484     ソメワケヘビガイ  ○ ○   

485     ハマカズラ ○     

486     ムカデガイ ○     

487     リュウグウカズラ  ○ ○   

488     オオヘビガイ ○     

486    イボボラ科 イボボラ ○     

490    イソコハクガイ科 ウツブシシタダミ ○     

491     シラギク ○ ○ ○   

492     イソマイマイ ○     

493    クマサカガイ科 キヌガサガイ ○     

494     クマサカガイ ○     

495     コゲクマサカガイ ○     

496     チリメンクマサカガイ ○     

497   新腹足目 エゾバイ科 イシメニナ  ○ ○   

498     カゴメノシガイ  ○ ○   

499     カネツケボラ ○     

500     シリオレホラダマシ  ○ ○   

501     チャガスリノシガイ  ○ ○   

502     トクサバイ ○     

503     ナガゴマフホラダマシ  ○ ○   

504     ヒメトクサバイ ○     

505     ベッコウバイ  ○ ○   

506     バイ ○     

507     オガイ  ○ ○   

508     ゴマフホラダマシ  ○ ○   

509     マルベッコウバイ ○     

510     イソニナ ○     

511     ミガキボラ ○     

512     シワホラダマシ  ○ ○   

513     ノシガイ  ○ ○   

514     ミクリガイ ○     

515    コロモガイ科 ソメワケオリイレボラ ○     

516     チリメンオリイレボラ ○     

517     モモエボラ  ○ ○   

518     コンゴウボラ ○     

519     トカシオリイレ  ○ ○   

520     コロモガイ ○     

521     オリイレボラ ○     

522    イモガイ科 アサナギミナシ ○     

523     イボシマイモ ○     

524     ウラシマイモ ○ ○ ○   

525     オカモトイモ ○     
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第 3.1-48 表(8) 事業実施想定区域及びその周囲の無脊椎動物の出現状況 

No. 門名 綱名 目名 科名 種名 
対象文献 

⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

526 軟体動物門 腹足綱 新腹足目 イモガイ科 オトヒメイモ ○     

527     カバミナシ ○ ○ ○   

528     キシュウイモ ○     

529     キヌカツギイモ ○ ○ ○   

530     サヤガタイモ ○ ○ ○   

531     サラサミナシ ○ ○ ○   

532     サラサミナシモドキ ○     

533     タガヤサンミナシ  ○ ○   

534     チュウカイモ ○     

535     ハルシャガイ ○     

536     ベッコウイモ  ○ ○   

537     ベニイモ  ○ ○   

538     ミカンイモ ○     

539     ユウナギミナシ ○     

540     ナガシマイモ  ○ ○   

541    サンゴヤドリガイ科 クチベニギキョウガイ ○     

542    イトマキボラ科 カンダニシキニナ ○     

543     チトセボラ  ○ ○   

544     ツノキガイ ○     

545     ツノマタナガニシ ○     

546     ナガイトマキボラ ○     

547     ヒラセツノマタモドキ ○     

548     ヘソアキツノマタガイ ○ ○ ○   

549     ミクリナガニシ ○     

550     リュウキュウツノマタガイ ○     

551     ナガサキニシキニナ ○     

552     ナガニシ ○     

553     ヒメイトマキボラ ○     

554    テングニシ科 テングニシ ○     

555    コゴメガイ科 キザミタカラコゴメガイ ○     

556     コゴメガイ ○     

557    フデガイ科 アラタエフデ ○     

558     イモフデガイ ○     

559     イワカワフデ ○ ○ ○   

560     コウジンカスミフデ ○     

561     ヌリハダフデ ○     

562     ハナカゴオトメフデガイ ○     

563     ヒメオビフデ  ○ ○   

564     ヒメヤタテ ○     

565     フチヌイフデ ○     

566     フデガイ  ○ ○   

567     ベニフデ ○ ○ ○   

568     マユフデ  ○ ○   

569     ハマオトメフデ  ○ ○   

570     シマオトメフデガイ ○ ○ ○   

571     ツクシガイ ○     

572     ヤタテガイ ○     

573     コシマヤタテ ○     

574     アラレオトメフデ  ○ ○   

575     アワジツクシ ○     

576     クチベニオトメフデ ○ ○ ○   

577     クロオトメフデ ○ ○ ○   

578     シイノミツクシ ○     

579     ソメワケオトメフデ ○ ○ ○   

580     ヒゼンツクシ  ○ ○   

581     ミヨリオトメフデ  ○ ○   

582    ツクシガイ科 イトカケツクシ ○     

583     オダヤカツクシ ○     

584     キカイツクシ ○     

585     コリンソンミノムシ ○     

586     チヂミハマヅト ○     

587     トクサツクシ ○     

588     ノミフデ  ○ ○   

589     ベニオトメフデ ○     

590    アクキガイ科 アカネヨウラク ○     

591     アッキガイ ○     

592     アデヤカカセン ○     

593     アラボリモロハボラ  ○ ○   

594     イソバショウ ○ ○ ○   

595     イチョウガイ ○     

596     ウニレイシ ○ ○ ○   

597     ウネレイシダマシ ○ ○ ○   

598     エントツヨウラク ○     

599     カゴメサンゴヤドリ ○ ○ ○   

600     カラスキ ○     
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第 3.1-48 表(9) 事業実施想定区域及びその周囲の無脊椎動物の出現状況 

No. 門名 綱名 目名 科名 種名 
対象文献 

⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

601 軟体動物門 腹足綱 新腹足目 アクキガイ科 キキョウニシ ○     

602     キナフレイシダマシ ○     

603     クロイボレイシダマシ  ○ ○   

604     コウシレイシダマシ  ○ ○   

605     ゴカクヨウラク ○     

606     コマドボラ ○     

607     コレイシダマシ ○ ○ ○   

608     サチヒナレイシダマシ  ○ ○   

609     シマレイシダマシ  ○ ○   

610     シロイガレイシ  ○ ○   

611     シロレイシ ○ ○ ○   

612     センジュモドキ ○ ○ ○   

613     タカノハヨウラク ○     

614     チビサンゴヤドリ  ○ ○   

615     チリメンボラ ○     

616     テツボラ ○     

617     トゲレイシダマシ ○ ○ ○   

618     ナガホリカセン  ○ ○   

619     パイプヨウラク ○     

620     バショウガイ ○     

621     ハタガイ  ○ ○   

622     ハチジョウレイシダマシ  ○ ○   

623     バライロセンジュ ○     

624     バライロトゲヨウラク  ○ ○   

625     ヒナノカムリ ○     

626     ヒメカセン ○     

627     ヒメヨウラク ○ ○ ○   

628     ホネガイ  ○ ○   

629     ミカンレイシ ○ ○ ○   

630     モリサキヨウラク  ○ ○   

631     モロハボラ  ○ ○   

632     レイシダマシモドキ  ○ ○   

633     フトヒメヨウラク  ○ ○   

634     オニサザエ ○     

635     ガンゼキボラ ○     

636     アカニシ ○     

637     ゴマフヌカボラ ○     

638     レイシガイ ○     

639     イボニシ ○     

640     クリフレイシ  ○ ○   

641     オハグロレイシ  ○ ○   

642    オリイレヨフバイ科 アツムシロ  ○ ○   

643     アラムシロ  ○ ○   

644     オカモトムシロ ○     

645     キイムラサキヨフバイ ○     

646     キヌヨフバイ  ○ ○   

647     キビムシロ ○     

648     クロスジムシロ ○     

649     シイノミヨフバイ ○     

650     チャイロヨフバイ ○     

651     ナミヒメムシロ ○     

652     ヒメウネムシロ  ○ ○   

653     ムギヨフバイ ○     

654     キンシバイ ○     

655     ムシロガイ ○     

656     アラレガイ ○     

657     ヒメヨフバイ  ○ ○   

658     キヌボラ  ○ ○   

659     ヨフバイ ○     

660     ヒメムシロ  ○ ○   

661    ガクフボラ科 シマヒタチオビ ○     

662     スジボラ ○     

663     ニシキヒタチオビ ○     

664    マクラガイ科 ササノミガイ ○     

665     ムシボタル ○ ○ ○   

666     マクラガイ ○     

667     ホタルガイ ○     

668    タモトガイ科 フトコロガイ ○     

669     ボサツガイ ○     

670     チヂミフトコロ ○ ○ ○   

671     シラゲガイ  ○ ○   

672     ムギガイ ○     

673     タモトガイ  ○ ○   

674     カゴメヌカボラ  ○ ○   

675     ハハジマノミニナ  ○ ○   
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第 3.1-48 表(10) 事業実施想定区域及びその周囲の無脊椎動物の出現状況 

No. 門名 綱名 目名 科名 種名 
対象文献 

⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

676 軟体動物門 腹足綱 新腹足目 タモトガイ科 ノミニナモドキ  ○ ○   

677     ノミニナ  ○ ○   

678     ケシマツムシ  ○ ○   

679     イボフトコロ ○     

680     ヒメマルフトコロ  ○ ○   

681     ベニシワマツムシ  ○ ○   

682     マルフトコロ  ○ ○   

683     カムロガイ  ○ ○   

684     チビムギガイ  ○ ○   

685     マツムシ ○ ○ ○   

686     ムシエビ ○ ○ ○   

687     ウネナシノミニナ  ○ ○   

688     カゲロウマツムシ  ○ ○   

689     クダマキマツムシ  ○ ○   

690     サラサノミニナ  ○ ○   

691     サメハダムギガイ  ○ ○   

692    タケノコガイ科 イワカワトクサ ○     

693     コゲチャタケ ○     

694     コニクタケ ○     

695     シュマダラギリ ○     

696     ニクタケ ○     

697     ヒメトクサガイ ○     

698     ミガキトクサ ○     

699     シチクガイ ○     

700    ショクコウラ科 ショクコウラ ○     

701    クダマキガイ科 ウミクダマキ ○ ○ ○   

702     カスリフデシャジクガイ ○     

703     カンダイボシャジクガイ ○     

704     サツマカササギクダマキガイ ○     

705     ヒメクダマキガイ ○     

706     アツクチビルクチキレツブ ○     

707     アミコシボソクチキレ ○ ○ ○   

708     イトカケコシボソクチキレツブ ○     

709     ウネフデシャジク ○     

710     カザリコトツブ ○     

711     カスリクダマキ ○     

712     カタカドマンジ ○ ○ ○   

713     サシコツブ ○     

714     サツマカササギクダマキ  ○ ○   

715     シラサギアラボリクチキレツブ  ○ ○   

716     シラボシシャジク  ○ ○   

717     タテガミハラブトシャジク  ○ ○   

718     チチジマコウシツブ  ○ ○   

719     チャイロフタナシシャジク ○     

720     ツヤシャジク ○     

721     トウキョウコウシツブ  ○ ○   

722     トゲコウシツブ  ○ ○   

723     トラフクダマキ ○     

724     ニシキシャジク  ○ ○   

725     ノシメアラボリクチキレツブ ○     

726     ノミクダマキ ○ ○ ○   

727     ハツカクフタナシシャジク ○ ○ ○   

728     ハラブトシャジク  ○ ○   

729     ヒメシャジク  ○ ○   

730     ヒメマンジ ○     

731     ヒメモモイロフタナシシャジク  ○ ○   

732     ホラナリコウシツブ  ○ ○   

733     ミノボラ ○     

734     モモイロフタナシシャジク ○     

735     ヤセシャジク ○     

736     ヨコヅナウミクダマキ ○     

737     ウスオビフタナシシャジク ○     

738     フデシャジク ○ ○ ○   

739     ヌノメシャジク ○     

740     クリイロマンジ ○     

741     オハグロシャジク ○     

742     クダマキガイ  ○ ○   

743     モミジボラ ○     

744     イボヒメシャジク ○     

745     カリガネガイ  ○ ○   

746    オニコブシガイ科 イトグルマ ○     

747    クルマガイ科 クリイロナワメグルマガイ ○     

748     クルマガイ ○     

749     クロスジグルマ ○     

750     コシダカナワメグルマ ○     
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第 3.1-48 表(11) 事業実施想定区域及びその周囲の無脊椎動物の出現状況 

No. 門名 綱名 目名 科名 種名 
対象文献 

⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

751 軟体動物門 腹足綱 異腹足目 クルマガイ科 ヒクナワメグルマ  ○ ○   

752     ヤッコグルマ ○     

753    イトカケガイ科 ウスカワイトカケ  ○ ○   

754     キヌジヌノメイトカケ ○     

755     シノブガイ ○     

756     タテヨコイトカケ ○     

757     ヒレイトカケ ○     

758     ヤマカワイトカケ  ○ ○   

759     ネジガイ ○     

760     ヒメネジガイ ○     

761     トゲシノブガイ  ○ ○   

762    ミツクチキリオレガイ科 キリオレ ○ ○ ○   

763     クロキリオレ ○     

764     コハクミツクチキリオレ  ○ ○   

765     コムラサキキリオレ ○     

766     サビキリオレ ○     

767     サフランキリオレ ○ ○ ○   

768     シロキリオレ ○     

769     マダラキリオレ ○     

770     ミケイロハラブトキリオレ ○     

771     ムラサキハラブトキリオレ  ○ ○   

772     アラレキリオレ ○     

773   頭楯目 オオシイノミガイ科 コシイノミガイ ○     

774    イソチドリ科 イソチドリ ○     

775    タマゴガイ科 カイコガイ ○     

776    ブドウガイ科 コハクブドウガイ ○     

777    ベニシボリガイ科 ベニシボリガイ ○ ○ ○   

778    タマゴガイ科 ブドウガイ  ○ ○   

779     タテジワミドリガイ ○     

780    ナツメガイ科 ナツメガイ ○     

781    ミスガイ科 ヤカタガイ ○     

782     ミスガイ ○     

783    トウガタガイ科 アラレクチキレ ○     

784     イトマキクチキレ ○     

785     カゴメイトカケクチキレ ○     

786     コマキモノガイ ○     

787     シロイトカケギリ ○     

788     チャイロクチキレ ○     

789     クチキレガイ ○     

790     ヨコイトカケギリ ○     

791     チョウジガイ ○     

792    ヘコミツララガイ科 クビマキコメツブガイ ○     

793     ハデヤママユガイ ○     

794     マメヒガイ  ○ ○   

795     コメツブガイ ○     

796     ヘコミツララガイ ○     

797    マメウラシマガイ科 クロダマメウラシマ ○     

798     マメウラシマガイ ○     

799    スイフガイ科 セキヒツクダタマガイ ○     

800     ミガキクダタマガイ ○     

801   無楯目 アメフラシ科 アメフラシ ○     

802     クロヘリアメフラシ ○     

803   嚢舌目 ユリヤガイ科 ユリヤガイ ○     

804   翼足目 カメガイ科 ササノツユ  ○ ○   

805     ヒラカメガイ  ○ ○   

806     ウキヅツガイ  ○ ○   

807     ウキビシガイ  ○ ○   

808   背楯目 ヒトエガイ科 ヒトエガイ ○     

809   裸鰓目 イロウミウシ科 ニシキウミウシ ○     

810    クロシタナシウミウシ科 クロシタナシウミウシ ○     

811     ダイダイウミウシ ○     

812     マダラウミウシ ○     

813    ドーリス科 クモガタウミウシ ○  ○   

814     ツヅレウミウシ ○     

815     アオウミウシ ○     

816    カンザシウミウシ科 ハナデンシャ ○     

817    オカダウミウシ科 オカダウミウシ ○     

818    タテジマウミウシ科 ハスエラタテジマウミウシ ○     

819    メリベウミウシ科 メリベウミウシ ○     

820    アオミノウミウシ科 アオミノウミウシ ○  ○   

821   収眼目 イソアワモチ科 イソアワモチ ○     

822   基眼目 コウダカカラマツガイ科 シロカラマツガイ  ○ ○   

823     テリカラマツガイ ○ ○ ○   

824     カラマツガイ  ○ ○   

825     キクノハナガイ ○     
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第 3.1-48 表(12) 事業実施想定区域及びその周囲の無脊椎動物の出現状況 

No. 門名 綱名 目名 科名 種名 
対象文献 

⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

826 軟体動物門 掘足綱 ゾウゲツノガイ目 ゾウゲツノガイ科 ヤスリツノガイ ○     

827     ミガキマルツノガイ  ○ ○   

828     ヤカドツノガイ ○     

829  二枚貝綱 古多歯目 シワロウバイ科 ゲンロクソデガイ ○     

830    クルミガイ科 マメクルミガイ ○ ○ ○   

831   真多歯目 フネガイ科 オオハナエガイ  ○ ○   

832     ネジアサリ  ○ ○   

833     ベニエガイ  ○ ○   

834     サルボウガイ ○     

835     コシロガイ  ○ ○   

836     ワシノハガイ  ○ ○   

837     エガイ ○     

838     ハナエガイ ○     

839     カリガネエガイ ○     

840     ヨコヤマミミエガイ ○     

841     ニヨリミミエガイ  ○ ○   

842     ミミエガイ  ○ ○   

843    タマキガイ科 トドロキガイ ○     

844     ベンケイガイ ○     

845     タマキガイ  ○ ○   

846   翼形目 ナミマガシワ科 ナミマガシワ ○ ○ ○   

847     シマナミマガシワモドキ ○     

848    イシガキガイ科 イシガキ  ○ ○   

849     ギンパクイシガキ  ○ ○   

850    アオリガイ科 カイシアオリ  ○ ○   

851     アオリガイ（別名カイシアオリ）  ○ ○   

852     シロアオリ ○ ○ ○   

853     ヒリョウガイ  ○ ○   

854    ミノガイ科 ヒメユキバネ ○     

855     モクハチミノガイ ○     

856     ハネガイ ○     

857     ユキミノガイ ○     

858     ミノガイ ○     

859    イガイ科 ミノクジャクガイ  ○ ○   

860     ヒバリガイモドキ ○     

861     チヂミタマエガイ ○     

862     イシマテ  ○ ○   

863     リュウキュウヒバリガイ ○ ○ ○   

864     カクレイシマテ  ○ ○   

865     ヒバリガイ ○     

866     イガイ ○     

867     タマエガイ ○     

868     ムラサキイガイ  ○ ○   

869     クジャクガイ ○     

870     シロインコ  ○ ○   

871     ヒメイガイ  ○ ○   

872     ムラサキインコ ○ ○ ○   

873    イタボガキ科 ノコギリガキ  ○ ○   

874     ワニガイ ○     

875     マガキ  ○ ○   

876     イタボガキ ○     

877     ケガキ ○     

878     ベニガキ ○     

879    イタヤガイ科 ウラジロヒヨク ○     

880     タテジマニシキガイ ○     

881     チヒロガイ ○     

882     ツキヒガイ ○     

883     ツヅレノニシキ ○     

884     ニシキオウギ ○     

885     ニシキガイ  ○ ○   

886     マダラシゼツホタテ ○     

887     ワタゾコナデシコ  ○ ○   

888     イタヤガイ ○     

889     ナデシコガイ ○     

890     ヒナノヒオウギ ○ ○ ○   

891     キンチャクガイ  ○ ○   

892     ヒオウギ  ○ ○   

893    ネズミノテガイ科 イシガキモドキ ○     

894     ネズミノテ ○     

895     モグラノテ ○     

896    ベッコウガキ科 カキツバタ ○ ○ ○   

897     ベッコウガキ  ○ ○   

898    ウグイスガイ科 ウグイスガイ ○     

899     コウライウグイス ○     

900     シロチョウウグイス  ○ ○   
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第 3.1-48 表(13) 事業実施想定区域及びその周囲の無脊椎動物の出現状況 

No. 門名 綱名 目名 科名 種名 
対象文献 

⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

901 軟体動物門 二枚貝綱 翼形目 ウグイスガイ科 トゲトサカノウグイス ○ ○ ○   

902     フクラスズメ ○ ○ ○   

903     モンウグイス ○     

904     アコヤガイ ○     

905     クロチョウガイ  ○ ○   

906    ホウオウガイ科 ホウオウガイ  ○ ○   

907    ウミギクガイ科 ウミギク  ○ ○   

908     チリボタン  ○ ○   

909   異歯目 ザルガイ科 キヌザル ○     

910     キンギョガイ ○     

911     ギンギョガイ ○     

912     ハナザル ○     

913     バニバトガイ ○     

914     ボタンガイ ○     

915     ザルガイ ○     

916    キサガイ科 キサガイ ○     

917    ケシフミガイ科 ケシザルガイ ○     

918     ケシフミガイ ○     

919    トマヤガイ科 トマヤガイ ○     

920    ヒレインコガイ科 ケイトウガイ ○     

921     キクザル ○ ○ ○   

922     ヒトエギク ○ ○ ○   

923     サルノカシラ ○ ○ ○   

924    モシオガイ科 スダレモシオ  ○ ○   

925     モシオガイ ○     

926    フジノハナガイ科 ナミノコガイ ○     

927    ウロコガイ科 イナズママメアゲマキガイ ○     

928     ニッポンマメアゲマキ  ○ ○   

929    コウボネガイ科 カノコシボリコウボネ ○     

930    チリハギガイ科 ドブシジミモドキ  ○ ○   

931     チリハギガイ ○ ○ ○   

932    ツキガイ科 チヂミウメノハナ ○     

933     ウミアサガイ ○ ○ ○   

934     ウメノハナガイ ○     

935    バカガイ科 オオトリガイ  ○ ○   

936     ベニハマグリ ○     

937     ヒラカモジガイ ○     

938     バカガイ ○     

939    チドリマスオガイ科 チドリマスオ ○     

940     ハマチドリガイ ○     

941     クチバガイ ○     

942    ブンブクヤドリガイ科 ハナビラガイ ○     

943     ヘノジガイ ○     

944    イワホリガイ科 イワホリガイ ○     

945     セミアサリ ○     

946     チヂミイワホリガイ ○     

947    シオサザナミガイ科 ハスメヨシガイ ○     

948     アシガイ ○     

949     イソシジミ ○     

950     オチバガイ ○     

951    アサジガイ科 アサジガイ ○     

952    キヌタアゲマキ科 ウマノアゲマキガイ ○     

953    キヌタアゲマキ科 ズングリアゲマキ ○     

954    ケヅメガイ科 イソカゼガイ ○     

955    ニッコウガイ科 アコヤザクラ ○     

956     アミメザクラ ○     

957     ゴシキヒメザラガイ ○     

958     シラトリモドキ  ○ ○   

959     チヂミヒメザラ ○     

960     ナミノコザラ ○     

961     ヒラセザクラ ○     

962     ミガキヒメザラ ○     

963     ハツヒザクラガイ ○     

964     モモノハナガイ ○     

965     ニクイロザクラ ○     

966     ユウヒザクラ ○     

967     コニッコウガイ ○     

968    フナガタガイ科 タガソデガイ ○     

969   マルスダレガイ目 マルスダレガイ科 オキシジミ ○     

970     チリメンカノコアサリ ○     

971     ヒゼンカノコアサリ ○     

972     ヒメイナミガイ ○     

973     ベニワスレガイ ○     

974     マツヤマワスレ  ○ ○   

975     ワスレガイ ○     
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第 3.1-48 表(14) 事業実施想定区域及びその周囲の無脊椎動物の出現状況 

No. 門名 綱名 目名 科名 種名 
対象文献 

⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

976 軟体動物門 二枚貝綱 マルスダレガイ目 マルスダレガイ科 コマツヤマワスレ ○     

977     ヒメカノコアサリ ○     

978     オニアサリ ○     

979     シラオガイ ○     

980     ケマンガイ ○     

981     ホソスジイナミガイ  ○ ○   

982     カガミガイ ○     

983     ガンギハマグリ ○     

984     オキナマツカゼ  ○ ○   

985     オキアサリ ○     

986     ハネマツカゼ ○     

987     マツカゼガイ ○ ○ ○   

988     アサリ ○     

989     スダレガイ ○     

990     ヒメアサリ ○     

991     アケガイ  ○ ○   

992     マルスダレガイ ○     

993   無面目 クチベニガイ科 クチベニデ ○     

994     チビクチベニガイ ○     

995     ヒナクチベニ ○     

996    ツクエガイ科 サヤガイ  ○ ○   

997    コヅツガイ科 チビツクエガイ  ○ ○   

998     ツクエガイ ○     

999     コヅツガイ  ○ ○   

1000    キヌマトイガイ科 キヌマトイガイ ○     

1001    オオノガイ科 ハマカゼガイ ○     

1002    ニオガイ科 カモメガイモドキ ○     

1003     スズガイ  ○ ○   

1004     ニオガイモドキ  ○ ○   

1005    フナクイムシ科 フナクイムシ  ○ ○   

1006   異靭帯目 オキナガイ科 オキナガイ ○     

1007    サザナミガイ科 オビクイ ○     

1008    ミツカドカタビラガイ科 コカタビラガイ ○     

1009   隔鰓目 シャクシガイ科 ヒナノシャクシガイ ○     

1010  頭足綱 八腕形目 アオイガイ科 タコブネ  ○ ○   

1011    マダコ科 ヒョウモンダコ  ○ ○   

1012 節足動物門 剣尾綱 剣尾目 カブトガニ科 カブトガニ ○  ○   

1013  海蜘蛛綱 真皆脚目 イソウミグモ科 フトフミグモの一種    ○  

1014     オオシマイソウミグモ    ○  

1015     メナガイソウミグモ    ○  

1016     シマウミグモ    ○  

1017     フタツメイソウミグモ    ○  

1018    ホソウミグモ科 ソコウミグモの一種    ○  

1019    ヨロイウミグモ科 ヨロイウミグモ    ○  

1020  甲殻綱 完胸目 ミョウガガイ科 カメノテ    ○  

1021    イワフジツボ科 イワフジツボ    ○  

1022    クロフジツボ科 クロフジツボ    ○  

1023   タナイス目 タナイス科 Tanais sp.    ○  

1024     ノルマンタナイス    ○  

1025     ケブカタナイス    ○  

1026   等脚目 スナウミナナフシ科 スミウミナナフシの一種    ○  

1027     セグロウミナナフシ    ○  

1028    ウミナナフシ科 Apanthura sp.    ○  

1029     Paranthura sp.A    ○  

1030     Paranthura sp.B    ○  

1031     マダラウミナナフシ    ○  

1032    スナホリムシ科 ヤマトスナホリムシ    ○  

1033    キクイムシ科 キクイムシ    ○  

1034    コツブムシ科 シリケンウミセミの一種    ○  

1035     ニホンコツブムシ    ○  

1036     ヨロイコツブムシ    ○  

1037     チビウミセミ    ○  

1038    ヘラムシ科 オヒラキヘラムシ    ○  

1039     クロシオナガエラムシ    ○  

1040     ヘリキレワラジヘラムシ    ○  

1041     ホソヘラムシ    ○  

1042    ヒラタウミミズムシ科 ヒラタウミミズムシ    ○  

1043    ウミミズムシ科 ウミミズムシ    ○  

1044    フナムシ科 フナムシ    ○  

1045   端脚目 メクラヨコエビ科 シコクメクラヨコエビ ○     

1046   十脚目 クルマエビ科 クルマエビ  ○    

1047    オトヒメエビ科 オトヒメエビ ○ ○    

1048    テッポウエビ科 セジロムラサキエビの一種    ○  

1049     テッポウエビの一種    ○  

1050     フタミゾテッポウエビ ○   ○  
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第 3.1-48 表(15) 事業実施想定区域及びその周囲の無脊椎動物の出現状況 

No. 門名 綱名 目名 科名 種名 
対象文献 

⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

1051 節足動物門 甲殻綱 十脚目 テッポウエビ科 テッポウエビ ○     

1052     オニテッポウエビ ○     

1053     イソテッポウエビ ○   ○  

1054     テッポウエビモドキ ○   ○  

1055     ツノテッポウエビ    ○  

1056    モエビ科 Heptacarpus sp.    ○  

1057     Latreutes sp.A    ○  

1058     Latreutes sp.B    ○  

1059     アシナガモエビ ○   ○  

1060     アカシマモエビ ○     

1061    テナガエビ科 カクレエビの一種    ○  

1062     モシオエビの一種    ○  

1063     イソスジエビ ○   ○  

1064    サラサエビ科 サラサエビ ○     

1065    イセエビ科 ハコエビ  ○    

1066     イセエビ ○ ○    

1067     ニシキエビ ○ ○    

1068     ゴシキエビ ○     

1069    セミエビ科 ウチワエビ  ○    

1070     ゾウリエビ ○ ○    

1071     セミエビ ○ ○    

1072     ヒメセミエビ ○ ○    

1073    オカヤドカリ科 ナキオカヤドカリ ○     

1074    ヤドカリ科 オニヤドカリ ○     

1075     ケスジヤドカリ ○     

1076     イシダタミヤドカリ ○     

1077     ソメンヤドカリ ○     

1078     ヒノマルヒメヨコバサミ ○     

1079     カゴシマヒメヨコバサミ ○     

1080     ベニワモンヤドカリ ○     

1081    コシオリエビ科 コマチコシオリエビ   ○   

1082    タラバガニ科 メンコガニ ○     

1083     イボトゲガニ ○     

1084     イボガニ ○     

1085    ホンヤドカリ科 ホンヤドカリ ○     

1086     ヤマトホンヤドカリ ○     

1087     ケアシホンヤドカリ ○     

1088     メダマホンヤドカリ ○     

1089     アカシマホンヤドカリ ○     

1090     セルプラヤドカリ属 ○     

1091    カニダマシ科 アジアアカハラ ○     

1092     フトウデネジレカニダマシ ○     

1093     イソカニダマシ ○     

1094    カラッパ科 マルソデカラッパ ○ ○    

1095     ソデカラッパ ○ ○    

1096     ヤマトカラッパ ○ ○    

1097     トラフカラッパ ○ ○    

1098     メガネカラッパ ○ ○    

1099     キンセンガニ  ○    

1100     アミメキンセンガニ  ○    

1101    イチョウガニ科 コイチョウガニ    ○  

1102     イボイチョウガニ ○ ○    

1103     イチョウガニ  ○    

1104    ヒゲガニ科 ヒゲガニ ○     

1105    ヘイケガニ科 キメンガニ ○     

1106     サメハダヘイケガニ ○ ○    

1107     ヘイケガニ ○     

1108    カイカムリ科 カイカムリ ○ ○    

1109     アカゲカムリ  ○    

1110     イソカイカムリ ○ ○    

1111    エンコウガニ科 エンコウガニ  ○    

1112    イワガニ科 イワガニ ○ ○  ○  

1113     トゲアシガニ ○ ○    

1114     ショウジンガニ ○     

1115     イボショウジンガニ  ○    

1116     ハマガニ ○     

1117     アカイソガニ ○     

1118     アシハラガニ ○     

1119     ベンケイガニ ○     

1120     クロベンケイガニ ○     

1121     アカテガニ ○     

1122     カクベンケイガニ    ○  

1123     ヒライソガニ ○   ○  

1124     ケフサイソガニ ○     

1125     イソガニ ○ ○  ○  
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第 3.1-48 表(16) 事業実施想定区域及びその周囲の無脊椎動物の出現状況 

No. 門名 綱名 目名 科名 種名 
対象文献 

⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

1126 節足動物門 甲殻綱 十脚目 イワガニ科 オオヒライソガニ ○     

1127    ホモラ科 トウヨウホモラ ○ ○    

1128    ヤワラガニ科 ヒメソバガラガニ ○     

1129     ソバガラガニ ○     

1130     ヤワラガニ    ○  

1131    ミズヒキガニ科 トゲミズヒキガニ ○ ○    

1132    コブシガニ科 ヨコツノコブシ ○ ○    

1133     ヨツメコブシ ○ ○    

1134     ヒメトゲコブシ ○     

1135     ナナトゲコブシ ○     

1136     ジュウイチトゲコブシ ○ ○    

1137     テナガコブシ ○ ○    

1138     ヒラテコブシ ○     

1139     ヒラコブシ ○     

1140    クモガニ科 イボイソバナガニ ○ ○    

1141     オカモトワタクズダマシ ○     

1142     アケウス  ○  ○  

1143     アワツブアケウス ○ ○    

1144     モクズショイ ○ ○    

1145     カイメンガニ ○ ○    

1146     コノハガニ ○ ○    

1147     タカアシガニ ○ ○    

1148     ツノガニ ○ ○    

1149     ヒメコシマガニ  ○    

1150     コシマガニ  ○    

1151     マルツノガニ  ○    

1152     イッカクガニ ○ ○  ○  

1153     コワタクズガニ  ○  ○  

1154     ヤマトケアシガニ  ○    

1155     ケアシガニ  ○    

1156     ワタクズガニ ○ ○  ○  

1157     クモガニ  ○    

1158     ムツハマメツブガニ    ○  

1159     ヤハズモガニ ○     

1160     ヒメモガニ  ○    

1161     ヨツハモガニ ○ ○  ○  

1162     ノコギリガニ ○ ○    

1163     イソクズガニ ○   ○  

1164     ワタクズダマシ ○ ○    

1165    スナガニ科 ヤマトオサガニ ○     

1166     ヒメメナガオサガニ ○     

1167     スナガニ ○     

1168     シオマネキ ○     

1169     ハクセンシオマネキ ○     

1170     チゴガニ ○     

1171    ヒシガニ科 コブヒシガニ  ○    

1172     ゼブラガニ ○ ○    

1173     ツノダシヒシガニ  ○    

1174     ハナヒシガニ  ○    

1175     メンコヒシガニ ○ ○    

1176     カワリヒシガニ  ○    

1177     コマチガニ  ○    

1178     ヒシガニ ○     

1179    ワタリガニ科 カルパガザミ  ○    

1180     シワガザミ ○ ○    

1181     メナガガザミ  ○    

1182     ベニイシガニ  ○    

1183     フタホシイシガニ ○     

1184     シマイシガニ  ○    

1185     イシガニ ○ ○  ○  

1186     アカイシガニ ○ ○    

1187     ヒロハイシガニ  ○    

1188     カワリイシガニ ○ ○    

1189     ノコギリガザミ属  ○ ○   

1190     イボガザミ ○     

1191     ヒメガザミ  ○    

1192     タイワンガザミ  ○    

1193     ジャノメガザミ ○ ○    

1194     ガザミ ○ ○    

1195     ベニツケガニ ○ ○    

1196     フタハベニツケガニ ○ ○  ○  

1197    サワガニ科 サワガニ ○     

1198    アサヒガニ科 トゲナシビワガニ  ○    

1199     アサヒガニ ○ ○    

1200    オウギガニ科 ウデワオウギガニ    ○  
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第 3.1-48 表(17) 事業実施想定区域及びその周囲の無脊椎動物の出現状況 

No. 門名 綱名 目名 科名 種名 
対象文献 

⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

1201 節足動物門 甲殻綱 十脚目 オウギガニ科 クボミオウギガニ  ○    

1202     イラカオウギガニ    ○  

1203     サメハダオウギガニ ○   ○  

1204     ケブカアワツブガニ    ○  

1205     トガリヒヅメガニ ○ ○    

1206     トゲオウギガニ ○   ○  

1207     ヒヅメガニ ○     

1208     トラノオガニ ○   ○  

1209     ヒメケブカガニ    ○  

1210     ケブカガニ ○   ○  

1211     スベスベマンジュウガニ ○ ○  ○  

1212     ホシマンジュウガニ ○     

1213     ヘリトリマンジュウガニ ○ ○    

1214     アカマンジュウガニ ○ ○    

1215     トガリオウギガニ ○   ○  

1216     オウギガニ ○   ○  

1217     ベニホシマンジュウガニ  ○    

1218     シワオウギガニ ○   ○  

1219     スエヒロガニ    ○  

1220     ベニオウギガニ ○ ○    

1221     ヒメオウギガニ    ○  

1222     タマオウギガニ属 ○     

1223   口脚目 フトユビシャコ科 トゲオフトユビシャコ    ○  

1224     フトユビシャコモドキ    ○  

1225 棘皮動物門 クモヒトデ綱 閉蛇尾目 スナクモヒトデ科 Ophiocentrus tokiokai    ○  

1226     カクトゲクモヒトデ    ○  

1227     イソコモチクモヒトデ    ○  

1228    チビクモヒトデ科 Ophiactis affinis    ○  

1229     ダイニチリンチビクモヒトデ    ○  

1230     チビクモヒトデ    ○  

1231    トゲクモヒトデ科 ナガトゲクモヒトデ    ○  

1232    アミメクモヒトデ科 アミメクモヒトデ    ○  

1233     サンメンクモヒトデ    ○  

1234    クモヒトデ科 ニホンクモヒトデ    ○  

1235  ヒトデ綱 顕帯目 オフィディアステル科 オオアカヒトデ  ○    

1236     アカヒトデ  ○    

1237   有棘目 イトマキヒトデ科 ヌノメイトマキヒトデ    ○  

1238     イトマキヒトデ  ○  ○  

1239   叉棘目 ヒトデ科 ヤツデヒトデ    ○  

1240  ウニ綱 ガンガゼ目 ガンガゼ科 ガンガゼ  ○    

1241   ホンウニ目 ラッパウニ科 アカウニ  ○  ○  

1242     ラッパウニ  ○    

1243     シラヒゲウニ  ○    

1244    ナガウニ科 ムラサキウニ  ○  ○  

1245    オオバフンウニ科 バフンウニ  ○  ○  

1246   タコノマクラ目 タコノマクラ科 タコノマクラ  ○    

1247   ブンブク目 ヒラタブンブク科 ヒラタブンブク  ○    

1248  ナマコ綱 樹手目 キンコ科 Pseudocnus sp.    ○  

1249    グミモドキ科 Cladolabes sp.A    ○  

1250     Cladolabes sp.B    ○  

1251     Cladolabes sp.C    ○  

1252     Hauelockia sp.    ○  

1253     Pentathyone sp.    ○  

1254     Stolus sp.    ○  

1255     Thyone sp.    ○  

1256   楯手目 クロナマコ科 Holothuria paldalis    ○  

1257     Holothuria sp.    ○  

1258     テツイロナマコ    ○  

1259   無脚目 クルマナマコ科 ムラサキクルマナマコ    ○  

1260 原索動物門 尾索綱 腸性目 ジデムニ科 Didemnum grande    ○  

1261     Didemnum moseleyi f.granulatum    ○  

1262     Didemnum sagamiana    ○  

1263     Didemnum sp.aff.mortenseni    ○  

1264     Echinoclinum verrilli    ○  

1265     スミゾメボヤ    ○  

1266     シロウスボヤ    ○  

1267     マダラボヤ    ○  

1268     ミスジジデムニ    ○  

1269     ネンエキボヤ    ○  

1270    ポリキトリ科 Eudistoma tokarae    ○  

1271     Polycitorella sp.    ○  

1272     チラシボヤ    ○  

1273     Amaroucium nadaense    ○  

1274     Polyclinum saturninum    ○  

1275     Polyclinum tsutsuii    ○  
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第 3.1-48 表(18) 事業実施想定区域及びその周囲の無脊椎動物の出現状況 

No. 門名 綱名 目名 科名 種名 
対象文献 

⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

1276 原索動物門 尾索綱 腸性目 ポリクリニ科 ミナミシモフリボヤ    ○  

1277     シモフリボヤ    ○  

1278    アスキジア科 Ascidia sp.    ○  

1279     スジキレボヤ    ○  

1280   壁性目 ボトリルス科 Botryllid sp.    ○  

1281     ムラサキキクボヤ    ○  

1282     キクイタボヤ    ○  

1283    モルグラ科 Molgula hozawai    ○  

1284    ピウラ科 ベニボヤ    ○  

1285    スチエラ科 シロボヤモドキ    ○  

1286     フタスジボヤ    ○  

1287     コバンイタボヤ    ○  

合計 10門 23綱 59目 273科 1,287種 732種 525種 434種 226種 21種

注：１．配列及び名称は、軟体動物門は「日本近海産貝類図鑑」（東海大学出版会、平成 12 年）」、節足動物門、

棘皮動物門は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成 28 年度生物リスト」（河川環境データベー

ス 国土交通省、平成 29 年）に準拠した。 

２．対象文献は、第 3.1-43 表に対応する。 

「御坊市史」（御坊市、昭和 56 年） 

「日高町誌」（日高町、昭和 52 年） 

「美浜町史」（美浜町、昭和 63 年） 

「御坊市名田海岸の岩礁生物 1～5」（布施慎一郎・西川輝昭・阿部直哉・福井康雄・  

  山本虎夫・山西良平、昭和 54～57 年） 

「和歌山県中部の造礁性サンゴ類」（野村恵一・廣辻日出夫、平成 13 年）より作成 
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(2) 動物の重要な種（海域） 

海域動物の重要な種は、第 3.1-49 表の選定基準に基づき、学術上または希少性の観点から選

定した。その結果は、第 3.1-50～53 表のとおりであり、海棲哺乳類は 1 種、海棲爬虫類は 5 種、

魚類は 29 種、無脊椎動物は 56 種が確認されている。 

 

第 3.1-49 表(1) 海域動物の重要な種の選定基準 

選定根拠 

① 

「文化財保護法」（昭和 25 年法律第 214 号、最終

改正：平成 26 年 6 月 13 日）又は「和歌山県文化財

保護条例」（昭和 31 年和歌山県条例第 40 号） 

・特天：特別天然記念物 

・天 ：天然記念物 

・県天：県指定天然記念物 

② 

「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関す

る法律」（平成 4 年法律第 75 号、最終改正：平成

29 年 6 月 2 日） 

・国内：国内希少野生動植物 

・国際：国際希少野生動植物 

③ 

「環境省レッドリスト 2018」（環境省、平成 30

年） 

・ＥＸ ：絶滅（我が国ではすでに絶滅したと考えられる種） 

・ＥＷ ：野生絶滅（飼育・栽培下、あるいは自然分布域の明らか

に外側で野生化した状態でのみ存続している種） 

・ＣＲ＋：絶滅危惧Ｉ類（絶滅の危機に瀕している種） 

ＥＮ 

・ＣＲ ：絶滅危惧ＩＡ類（ごく近い将来における絶滅の危険性が

極めて高いもの） 

・ＥＮ ：絶滅危惧ＩＢ類（ＩＡ類ほどではないが、近い将来にお

ける絶滅の危険性が高いもの） 

・ＶＵ ：絶滅危惧Ⅱ類（絶滅の危険が増大している種） 

・ＮＴ ：準絶滅危惧（現時点では絶滅危険度は小さいが、生息条

件の変化によっては「絶滅危惧」に移行する可能性のあ

る種） 

・ＤＤ ：情報不足（評価するだけの情報が不足している種） 

・ＬＰ ：絶滅のおそれのある地域個体群（地域的に孤立している

個体群で、絶滅のおそれが高いもの） 

④ 

「環境省版海洋生物レッドリスト」（環境省、平成

29 年） 

・ＥＸ：絶滅（我が国ではすでに絶滅したと考えられる種） 

・ＥＷ：野生絶滅（飼育・栽培下でのみ存続している種） 

・ＣＲ：絶滅危惧ＩＡ類（ごく近い将来における絶滅の危険性が極

めて高い種） 

・ＥＮ：絶滅危惧ＩＢ類（ＩＡ類ほどではないが、近い将来におけ

る絶滅の危険性が高い種） 

・ＶＵ：絶滅危惧Ⅱ類（絶滅の危険が増大している種） 

・ＮＴ：準絶滅危惧（現時点では絶滅危険度は小さいが、生息条件

の変化によっては「絶滅危惧」に移行する可能性のある

種） 

・ＤＤ：情報不足（評価するだけの情報が不足している種） 

・ＬＰ：絶滅のおそれのある地域個体群（地域的に孤立している個

体群で、絶滅のおそれが高いもの） 

⑤ 

「日本の希少な野生水生生物に関するデータブッ

ク」（水産庁、平成 10 年） 

・危惧：絶滅危惧（絶滅の危機に瀕している種・亜種） 

・危急：危急（絶滅の危険が増大している種・亜種） 

・希少：希少（存続基盤が脆弱な種・亜種） 

・減少：減少（あきらかに減少しているもの） 

・傾向：減少傾向（長期的にみて減少しつつあるもの） 

・地域：地域個体群（保護に留意すべき地域個体群） 

※普通と評価されているものは重要な種として扱わない。 
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第 3.1-49 表(2) 海域動物の重要な種の選定基準 

選定根拠 

⑥ 

「和歌山県版レッドデータブック（2012

年改定版）」（和歌山県、平成 24 年） 
・ＥＸ ：絶滅（県内ではすでに絶滅したと考えられる種：過去に県内に

生息、生育していたことが確認されているが、現在では既に絶

滅したと考えられる種） 

・Ｃ Ｒ ＋ Ｅ Ｎ：絶滅危惧Ｉ類（絶滅の危機に瀕している種：現在の状態をもた

らした圧迫要因が引き続き作用する場合、野生での存続が困難

なもの） 

・ＣＲ ：絶滅危惧ＩＡ類（ごく近い将来における野生での絶滅の危険性

が極めて高いもの） 

・ＥＮ ：絶滅危惧ＩＢ類（ＩＡ類ほどではないが、近い将来における野

生での絶滅の危険性が高いもの：絶滅危惧Ⅰ類に相当するが、

絶滅危惧ⅠＡ類の要件は満たさないもの） 

・ＶＵ ：絶滅危惧Ⅱ類（絶滅の危機が増大している種：現在の状態をも

たらした圧迫要因が引き続き作用する場合、近い将来絶滅危惧

Ⅰ類のランクに移行することが確実と考えられるもの） 

・ＮＴ ：準絶滅危惧（存続基盤が脆弱な種：現時点での絶滅危険度は小

さいが、生息条件の変化によっては絶滅危惧として上位ランク

に移行する可能性を有するもの） 

・ＤＤ ：情報不足（評価するだけの情報が不足している種：環境条件の

変化によって容易に絶滅危惧のカテゴリーに移行し得る属性を

有しているが、生息状況をはじめとして、ランクを判定するに

足る情報が得られていない） 

・ＳＩ ：学術的重要（分布または生態等の特性において学術的に価値を

有する種） 

 

第 3.1-50 表 文献その他の資料による動物の重要な種（海棲哺乳類） 

No. 目 科 種名 
選定基準 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 

１ クジラ目(鯨) ネズミイルカ科 スナメリ 国際  希少  

計 1 目 1 科 1 種 0 種 1 種 0 種 0 種 1 種 0 種 

注：１．配列及び名称は、「鯨類の分類リスト」（東京海洋大学水産資料館HP、閲覧：平成 30 年 10 月）に準拠

した。 

２．対象文献は、第 3.1-49 表に対応する。 

 

第 3.1-51 表 文献その他の資料による動物の重要な種（海棲爬虫類） 

No. 目 科 種名 
選定基準 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 

１ カメ目 ウミガメ科 アオウミガメ 国際 VU  希少  

２   タイマイ  国際 EN  希少  

３   アカウミガメ  国際 EN  希少 NT 

４  オサガメ科 オサガメ  国際   危惧  

５ 有鱗目 コブラ科 エラブウミヘビ   VU  傾向  

計 2 目 3 科 5 種 0 種 4 種 4 種 0 種 5 種 1 種 

注：１．配列及び名称は、「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成 29 年度生物リスト」（河川環境デー

タベース 国土交通省、平成 29 年）に準拠した。 

２．対象文献は、第 3.1-49 表に対応する。 
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第 3.1-52 表 文献その他の資料による動物の重要な種（魚類：海域） 

No. 目 科 種名 
選定基準 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 

１ ネコザメ目 ネコザメ科 ネコザメ    DD  

２ ネズミザメ目 ネズミザメ科 アオザメ     傾向  

３  
テンジクザメ

科 
オオセ    DD   

４  ドチザメ科 ホシザメ    NT   

５ ツノザメ目 カスザメ科 カスザメ    NT   

６ エイ目 
ツバクロエイ

科 
ツバクロエイ    DD   

７  トビエイ科 トビエイ    DD   

８  ウチワザメ科 ウチワザメ    NT   

９  ガンギエイ科 ガンギエイ    NT   

10  サカタザメ科 コモンサカタザメ    NT   

11   トンガリサカタザメ    DD   

12 ウナギ目 ウナギ科 ニホンウナギ   EN    

13 キンメダイ目 キンメダイ科 キンメダイ     傾向  

14 スズキ目 アマダイ科 シロアマダイ     減少  

15  フエダイ科 センネンダイ    NT   

16  ハゼ科 アカハゼ    NT   

17   シロウオ   VU  傾向 VU 

18   トビハゼ   NT  減少 NT 

19   チワラスボ   EN   VU 

20 カサゴ目 フサカサゴ科 キツネメバル     減少  

21   タケノコメバル    NT   

22   キチジ     傾向  

23  ホウボウ科 カナガシラ     減少  

24  カジカ科 カジカ      VU 

25 カレイ目 カレイ科 ホシガレイ    NT   

26 フグ目 フグ科 アカメフグ     傾向  

27   カラス    EN   

28   ナシフグ     傾向  

29   マフグ    NT   

計 10 目 20 科 29 種 0 種 0 種 4 種 16 種 10 種 4 種 

注：１．配列及び名称は、「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成 28 年度生物リスト」（河川環境データ

ベース 国土交通省、平成 29 年）に準拠した。 

２．対象文献は、第 3.1-49 表に対応する。 
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第 3.1-53 表(1) 文献その他の資料による動物の重要な種（無脊椎動物：海域） 

No. 綱 目 科 種名 
選定基準 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 

１ 多毛綱 遊在目 ビクイソメ科 アカムシ    NT   

２ 腹足綱 原始腹足目 
ニシキウズガイ

科 
バテイラ 

 
 

 
 減少  

３  中腹足目 ウミニナ科 ウミニナ   NT  傾向  

４   
オニノツノガイ

科 
カヤノミカニモリ   NT    

５   フジツガイ科 ウネボラ   EN    

６   ハナゴウナ科 
カシパンヤドリニ

ナ 
  NT    

７   タマガイ科 ヒロクチリスガイ   NT    

８    フロガイダマシ   VU    

９    ネコガイ   NT    

10   フトヘナタリ科 カワアイ   VU    

11    フトヘナタリ   NT    

12   リソツボ科 
ヌノメチョウジガ

イ 
  NT    

13    
スジウネリチョウ

ジガイ 
  VU    

14   
イソコハクガイ

科 
シラギク   NT    

15    イソマイマイ   VU    

16  新腹足目 エゾバイ科 バイ   NT  希少  

17    オガイ   CR+EN    

18   コロモガイ科 オリイレボラ   VU    

19   イモガイ科 ベッコウイモ   VU    

20   テングニシ科 テングニシ   NT    

21   アクキガイ科 オニサザエ   NT    

22    アカニシ     減少  

23   
オリイレヨフバ

イ科 
ムシロガイ   NT    

24   マクラガイ科 マクラガイ   NT    

25   タケノコガイ科 イワカワトクサ   VU    

26    シチクガイ   NT    

27   クダマキガイ科 
チャイロフタナシ

シャジク 
  NT    

28    クリイロマンジ   NT    

29  頭楯目 イソチドリ科 イソチドリ   CR+EN    

30 二 枚 貝

綱 

 

翼形目 

 

イタボガキ科 イタボガキ   CR+EN    

31 イタヤガイ科 イタヤガイ     減少  
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第 3.1-53 表(2) 文献その他の資料による動物の重要な種（無脊椎動物：海域） 

No. 綱 目 科 種名 
選定基準 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 

32 二枚貝

綱 

 

翼形目 ウグイスガイ科 アコヤガイ   減少  

33   クロチョウガイ     減少  

34  異歯目 

 

ウロコガイ科 
ニッポンマメアゲ

マキ 
  NT    

35  バカガイ科 オオトリガイ   NT    

36   
チドリマスオガ

イ科 
クチバガイ   NT    

37   
ブンブクヤドリ

ガイ科 
ハナビラガイ   CR+EN    

38   
シオサザナミガ

イ科 
ハスメヨシガイ   NT    

39    アシガイ   NT    

40   ニッコウガイ科 ヒラセザクラ   NT    

41  
マルスダレ

ガイ目 

マルスダレガイ

科 
シラオガイ   NT    

42    ケマンガイ   NT    

43    ガンギハマグリ   NT    

44  無面目 コヅツガイ科 コヅツガイ   NT    

45  異靭帯目 サザナミガイ科 オビクイ   VU    

46 頭足綱 八腕形目 マダコ科 ヒョウモンダコ     希少  

47 剣尾綱 剣尾目 カブトガニ科 カブトガニ   CR+EN  危惧  

48 軟甲綱 エビ目 ヘイケガニ科 ヘイケガニ     希少  

49   クモガニ科 タカアシガニ     希少  

50   ベンケイガニ科 ベンケイガニ    NT   

51   モクズガニ科 ハマガニ    NT   

52   スナガニ科 シオマネキ   VU  希少  

53    
ハクセンシオマネ

キ 
  VU    

54   アサヒガニ科 アサヒガニ     減少  

55 ウニ綱 ホンウニ目 ラッパウニ科 アカウニ     傾向  

56    シラヒゲウニ     減少  

計 7 綱 14 目 41 科 56 種 0 種 0 種 42 種 3 種 15 種 0 種 

注：１．配列及び名称は、軟体動物門は「日本近海産貝類図鑑」（東海大学出版会、平成 12 年）」、節足動物門、

棘皮動物門は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成 28 年度生物リスト」（河川環境データベー

ス 国土交通省、平成 29 年）に準拠した。 

２．対象文献は、第 3.1-49 表に対応する。 
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4. 植物の生育及び植生の状況（海域） 

海域植物の生育状況は、当該地域の自然特性を勘案し、事業実施想定区域及びその周囲を対象

に、第 3.1-54 表に示す文献その他の資料等により整理した。 

なお、海域植物の分布状況については、事業実施想定区域及びその周囲における情報はみあた

らなかった。 

 

第 3.1-54 表 文献その他の資料による調査範囲、調査対象（海域植物） 

分

類 
番号 文献名 調査範囲、調査対象 

干
潟
・
藻
場
・
サ
ン
ゴ
礁 

① 

「第４回干潟・藻場・サンゴ礁調査－

自然環境調査Web-GIS－」（環境省生

物多様性センターHP、閲覧：平成 30

年 10 月） 

御坊市、日高町及び美浜町に分布該当した種を対

象とした。 

② 

「第５回干潟・藻場・サンゴ礁調査－

自然環境調査Web-GIS－」（環境省生

物多様性センターHP、閲覧：平成 30

年 10 月） 

御坊市、日高町及び美浜町に分布該当した種を対

象とした。 

③ 

「第４回干潟・藻場・サンゴ礁調査－

自然環境調査」（環境省、平成元年～

4 年度） 

御坊市、日高町及び美浜町に分布該当した種を対

象とした。 

④ 

「第５回干潟・藻場・サンゴ礁調査－

自然環境調査」（環境省、平成 9 年～

13 年度） 

御坊市、日高町及び美浜町に分布該当した種を対

象とした。 
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(1) 藻場 

「第４回、第５回干潟・藻場・サンゴ礁調査－自然環境調査Web-GIS－」（環境省生物多様性

センターHP、閲覧：平成 30 年 10 月）によると、事業実施想定区域及びその周囲には第 3.1-55

表及び第 3.1-32 図に示す藻場が確認されている。 

事業実施想定区域及びその周囲には、ガラモ場、アラメ場等が存在し、密生または濃生してい

る。 

 

第 3.1-55 表 事業実施想定区域及びその周囲における藻場 

番号 地名 タイプ 粗密度 面積 

１ 蟻島 ガラモ場、アラメ場 密生 7 

２ 大井 ガラモ場、その他 密生 2 

３ 柏 ガラモ場 密生 1 

４ ムロノキ鼻 ガラモ場、アラメ場 密生 3 

５ 小杭 ガラモ場、アラメ場 密生 2 

６ 方杭 アマモ場 密生 4 

７ 長崎東 アラメ場、ワカメ場 密生 3 

８ 長崎西 ガラモ場、アラメ場、ワカメ場 密生 3 

９ 小浦崎北 ガラモ場、アラメ場、テングサ場 密生 7 

10 小浦崎南 ガラモ場、アラメ場 密生 3 

11 小浦 アマモ場 密生 11 

12 唐子崎 ガラモ場、アラメ場、テングサ場 密生 5 

13 中磯 アラメ場 密生 4 

14 比井 アマモ場 密生 7 

15 阿尾 ガラモ場、アラメ場 密生 6 

16 馳出の鼻 ガラモ場、アラメ場 密生 9 

17 田杭北 ガラモ場、アラメ場 密生 10 

18 田杭南 ガラモ場、アラメ場 密生 11 

19 日ノ御崎 ガラモ場、アラメ場 密生 5 

20 三尾、うみねこ島 ガラモ場、アラメ場 密生 15 

21 三尾 ガラモ場、アラメ場 密生 25 

22 尾の崎 ガラモ場、アラメ場 密生 3 

23 鰹島 アラメ場 密生 30 

24 祓井戸 ガラモ場、アラメ場 濃生 7 

25 野島 ガラモ場 濃生 4 

26 壁川崎 ガラモ場、アラメ場 濃生 25 

27 楠井 ガラモ場、アラメ場 濃生 30 

「第４回干潟・藻場・サンゴ礁踏査－自然環境調査 Web-GIS－」 

（環境省生物多様性センターHP、閲覧：平成 30 年 10 月） 

「第５回干潟・藻場・サンゴ礁踏査－自然環境調査 Web-GIS－」 

（環境省生物多様性センターHP、閲覧：平成 30 年 10 月） 

「第４回自然環境保全基礎調査 干潟・藻場」・サンゴ礁調査」（環境庁、平成元～4 年） 

「第５回自然環境保全基礎調査 干潟・藻場」・サンゴ礁調査」（環境省、平成 9～13 年） 

より作成 
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第 3.1-32 図 事業実施想定区域及びその周囲における藻場 
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5. 生態系の状況（海域の生態系は除く。） 

(1) 環境類型区分 

事業実施想定区域及びその周囲の環境類型区分の概要は第 3.1-56 表のとおり、分布状況は第

3.1-33 図のとおりである。 

事業実施想定区域は御坊市、日高町及び美浜町の地先海域に位置し、海岸沿いは樹林、植林

地・耕作地等、河辺・湿原等及び市街地等 4 つの環境類型区分に分類される。 

 

第 3.1-56 表  環境類型区分の概要 

類型区分 主な地形 植生区分 

樹林 

自然植生 

海岸 

山地 

丘陵地 

ミミズバイースダジイ群落、タブノキ群落、アカマツ群落、ケ

ヤキームクノキ群集、ハンノキ群落、ヤナギ高木群落、ハマボ

ウ群落、トベラーウバメガシ群集等 

代償植生 

海岸 

山地 

丘陵地 

シイ・カシ二次林、タブノキーヤブニッケイ二次林、ウバメガ

シ二次林、アベマキーコナラ群落、モチツツジーアカマツ群

落、メダケ群落等 

植林地・耕作地等 

山地 

丘陵地 

低地 

スギ・ヒノキ・サワラ植林、アカマツ植林、クロマツ植林、外

国産樹種植林、牧草地、畑地雑草群落、水田雑草群落 

河辺・湿原等 
丘陵地 

低地 
ツルヨシ群集、砂丘植生、開放水域 

市街地等 低地 市街地、緑の多い住宅、工場地帯 

注：植生区分は現存植生図（第 3.1-28 図）による。 
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第 3.1-33 図  環境類型区分 
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(2) 重要な自然環境のまとまりの場 

事業実施想定区域及びその周囲の自然環境について、重要な自然環境のまとまりの場の抽出を

行った。抽出された重要な自然環境のまとまりの場は第 3.1-57 表、その分布状況は第 3.1-34 図

のとおりである。事業実施想定区域及びその周囲には自然環境のまとまりの場として、自然公園

及び鳥獣保護区等がある。 

なお、事業実施想定区域は、御坊市、日高町及び美浜町の地先海域に位置しており、事業実施

想定区域には重要な自然環境のまとまりの場の一部は含まれるが、風力発電機を設置する範囲に

は重要な自然環境のまとまりの場が含まれない。 

 

第 3.1-57 表  重要な自然環境のまとまりの場 

No. 重要な自然環境のまとまりの場 抽出理由 

1 
まとまりのある自然

植生 
自然林 

環境省の植生図によるスダジイ群落等のヤブツバキ自然植生

に分類するまとまりのある自然林である。 

2 自然公園 煙樹海岸県立公園

煙樹海岸は、砂浜と背後のクロマツ林で構成され、近畿件最

大の規模（長さ 4.6km、幅 500ｍ）を誇る。その他、和歌山県

最大の汽水性湿原である阿尾湿地、美浜町の潮吹岩などがあ

る。 

3 保安林 
水源涵養林や土砂崩壊防止機能を有する緑地等、地域におい

ての重要な機能を有する自然環境である。 

4 鳥獣保護区 
鳥獣の保護を図るため、保護の必要があると認められる地域

である。 

 

「1/2.5 万現存植生図（和歌山県）のGISデータ」（環境省生物多様性センターHP、閲覧：平成 30 年 10 月） 

「国土数値情報」（国土交通省政策局国土情報課HP、閲覧：平成 30 年 10 月） 

「和歌山県鳥獣保護区等位置図（平成 29 年度）」（和歌山県HP、閲覧：平成 30 年 10 月） 

                                            より作成 

 

 



3.1-122 

(144) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3.1-34 図  重要な自然環境のまとまりの場 
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3.1.6 景観及び人と自然との触れ合いの活動の場の状況 

1. 景観の状況 

(1) 主要な眺望点の分布及び概要 

事業実施想定区域及びその周囲の主要な眺望点は、第 3.1-58 表及び第 3.1-35 図のとおりであ

る。 

事業実施想定区域の周囲における主要な眺望点は、日ノ御崎及び煙樹ヶ浜等の 13 地点が挙げ

られる。 

 

第 3.1-58 表  主要な眺望点 

番号 眺望点 眺望点の概要 

1 宮崎ノ鼻 
有田川河口の南に位置し、紀伊水道を望むことができる。灯台へは遊歩道が

整備されている。 

2 栖原海岸 
湯浅町の西に位置し、湯浅湾の湾奥から刈藻島や紀伊水道を望むことができ

る。海水浴場やマリンスポーツに利用されている。 

3 西広海岸 遠浅の砂浜で、海水浴場に利用されている。近くにトイレ等の施設がある。 

4 白崎海洋公園 
県立自然公園内にあり、マリンスポーツやオートキャンプ場を兼ね備えた観

光施設で、公園全体が白い石灰岩で囲まれ、展望台からは太平洋を望める。 

5 日ノ御崎 

紀伊半島の西に位置する高台にあり、紀州灘が一望できる。日ノ御崎灯台

は、紀伊半島西端に建てられており、煙樹ヶ浜だけでなく淡路島や大鳴門橋

までみることができる。 

6 
西山ピクニック

緑地 

煙樹海岸県立自然公園内にある西山山頂に整備された自然公園で、展望台や

休憩所がある。 

7 潮吹岩 
海食洞の一種で、高波や満潮時にはその圧力によって海水が狭い入り口から

激しく噴出し、まるでの鯨の潮吹きに見える。 

8 煙樹ヶ浜 
日高川から 4 ㎞に渡る砂利浜で、クロマツ原と呼ばれる最大幅 500ｍの大松原

がある。海岸には休憩所や遊具、展望台がある。 

9 
日高港塩屋緑地

（Sio トープ）

御坊市の中心部、日高港に隣接し、市民憩いの空間づくりをテーマにオープ

ンした公園で、園内は緑地が広がり、約 60 種 1,000 匹の魚が生息する親水池

や妖怪のキャラクターの像を設置している。 

10 
御坊総合運動公

園 

運動公園と憩いの広場からなる約 17ha の都市公園で、野球場や多目的グラウ

ンドを完備されている。 

11 切目崎 印南町の南部に位置し、紀州灘を眺望できる。 

12 狼煙山跡 
町指定文化財で、海抜 157 メートルの山頂にあり、江戸時代中期から末期ま

で狼煙場として使用されていた。 

13 千里の浜 
県指定の名勝・天然記念物で、白砂清松の浜とも呼ばれ、長さ 1.3km の砂浜

はウミガメの産卵地として知られている。 

「観光スポット」（和歌山県観光連盟HP、閲覧：平成 30 年 10 月） 

「ありだの観光情報」（有田市HP、閲覧：平成 30 年 10 月) 

「湯浅町観光ガイド」（湯浅観光まちづくり推進機構HP、閲覧：平成 30 年

10 月） 

「観光案内」（広川町HP、閲覧：平成 30 年 10 月） 

「観光パンフレット」（美浜町HP、閲覧：平成 30 年 10 月） 

「観光」（日高町HP、閲覧：平成 30 年 10 月） 

「紀州ごぼうマップ」（御坊市HP、閲覧：平成 30 年 10 月） 

「観光ガイドマップ」（印南町HP、閲覧：平成 30 年 10 月） 

「観光スポット」（みなべ観光協会HP、閲覧：平成 30 年 10 月）等より作成 
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第 3.1-35 図  主要な眺望点の状況 
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(2) 景観資源 

「第３回自然環境保全基礎調査 和歌山県自然環境情報図」（環境庁、平成元年）等によると、

事業実施想定区域及びその周囲における景観資源は、第 3.1-59 表及び第 3.1-36 図のとおりであ

る。 

事業実施想定区域の周囲における景観資源は、白崎、阿尾湿地、日ノ御崎及び切目崎等の 13

地点が挙げられる。 

 

第 3.1-59 表  景観資源 

番号 区分 名称 

1 

自
然
景
観
資
源 

男浦・宮崎鼻・高田海岸（海食崖） 

2 西広・名南鼻海岸（海食崖） 

3 霊厳寺石灰岩体（カルスト地形） 

4 戸津井の鍾乳洞（鍾乳洞） 

5 白崎（カルスト地形） 

6 水滝不動（滝） 

7 蛇尾の滝（滝） 

8 鈴川の滝（滝）滝 

9 阿尾湿地（湖沼） 

10 日ノ御崎（海食崖） 

11 西山（非火山性孤峰） 

12 潮吹岩（潮吹岩） 

13 切目崎（海食崖） 

「第３回自然環境保全基礎調査 和歌山県自然環境情報図」 

 （環境庁、平成元年） 

「国土数値情報 地域資源データ 和歌山」 

 （国土交通省HP、閲覧：平成 30 年 10 月）   より作成 
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第 3.1-36 図  景観資源の状況 
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2. 人と自然との触れ合いの活動の場の状況 

事業実施想定区域及びその周囲における人と自然との触れ合いの活動の場の状況は、第 3.1-60

表及び第 3.1-37 図のとおりである。 

事業実施想定区域の周囲における人と自然との触れ合いの活動の場は、産湯海岸、西山ピクニ

ック及び緑地ハマボウと日高川河口等の 7 地点が挙げられる。 

 

第 3.1-60 表  人と自然との触れ合いの活動の場 

番号 名称 概要 

１ 白崎海洋公園 

白崎海岸県立自然公園内にあり、ダイビングやオートキャンプ場を兼

ね備えた観光施設で、公園全体が白い石灰岩で囲まれ、青い海と氷山

のような白い岩のコントラストが美しく、周囲は豊かな自然に恵まれ

ています。展望台があり、太平洋を望める。 

２ 
由 良 海 釣 り 公

園・釣堀ランド 

釣りスポットで知られる由良町の中でも有名な釣り専用施設で、桟橋

や筏釣りを中心とした季節の魚釣りが楽しめる「海つり公園」と初心

者からベテランまで楽しめる「釣堀ランド」の２つの施設が利用でき

る。 

３ 産湯海岸 

神功皇后の皇子が産湯をつかったという井戸が残る伝説の海岸で、白

砂の浜は中紀随一の規模を誇る。遠浅の波間に夕日が沈む様は絶景と

される。 

４ 
西山ピクニック

緑地 

煙樹海岸県立自然公園内にある西山山頂に整備された自然公園で、展

望台や休憩所がある。ここから見る夕日は、和歌山県の朝日夕陽百選

に選ばれている。 

５ 
日高川ふれあい

水辺公園 

自然に囲まれた水辺公園で、ゴルフやキャンプなどのアウトドアを楽

しむことができる。夏には日高川の清流を活かしたカヌーも体験でき

る。 

６ 
煙樹ヶ浜・煙樹

海岸キャンプ場 

煙樹ヶ浜の松林に囲まれ、目の前に太平洋と紀州灘が一望できるキャ

ンプ場で、売店やシャワーなどの施設も完備している。 

７ 
ハマボウと日高

川河口 

御坊市の花木及び天然記念物にも指定されているハマボウの群生地

で、７月頃から黄色の花が一面に咲く。干潟は「日本の重要湿地 500

選」に指定されている。 

「観光スポット」（和歌山観光情報HP、閲覧：平成 30 年 10 月） 

「観光」（日高町HP、閲覧：平成 30 年 10 月） 

「観光パンフレット」（美浜町HP、閲覧：平成 30 年 10 月） 

「紀州ごぼうマップ市」（御坊市HP、閲覧：平成 30 年 10 月）等より作成 
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第 3.1-37 図  人と自然との触れ合いの活動の場の状況 
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3.1.7 一般環境中の放射性物質の状況 

事業実施想定区域の周囲における測定地点は、和歌山県環境衛生研究センター及び田辺市西牟婁

総合庁舎であり、その位置は第 3.1-38 図のとおりである。 

平成 29 年度の空間放射線量は第 3.1-61 表のとおりであり、和歌山県環境衛生研究センターの年

平均は 0.034μSv/h、田辺市西牟婁総合庁舎の年平均は 0.059μSv/hである。 

 

第 3.1-61 表  モニタリングポストによる空間放射線量測定結果 

（平成 29 年度） 
（単位：μSv/h） 

測定期間 
和歌山県 

環境衛生研究センター 

田辺市 

西牟婁総合庁舎 

平成 29 年 

４月 0.034 0.059 

５月 0.034 0.059 

６月 0.034 0.060 

７月 0.034 0.059 

８月 0.034 0.060 

９月 0.034 0.059 

10 月 0.035 0.060 

11 月 0.035 0.059 

12 月 0.034 0.059 

平成 30 年 

１月 0.034 0.059 

２月 0.034 0.059 

３月 0.035 0.059 

年平均 0.034 0.059 

注：モニタリングポストの設置高さは、和歌山県環境衛生研究センターは地上 15ｍ、

田辺市西牟婁総合庁舎は地上 1ｍである。 

 

「全国及び福島県の空間線量測定結果」 

（原子力規制委員会HP、閲覧：平成 30 年 10 月）より作成 
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第 3.1-38 図  空間放射線量測定地点 
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